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(57)【要約】
　ビデオ情報をコーディングするように構成された装置
は、メモリユニットと、メモリユニットと通信している
プロセッサとを含む。メモリユニットは、現在レイヤと
エンハンスメントレイヤとに関連付けられたビデオ情報
を記憶するように構成され、現在レイヤは現在ピクチャ
を有する。プロセッサは、エンハンスメントレイヤから
の情報を使用して現在レイヤがコーディングされ得るか
どうかを決定することと、エンハンスメントレイヤが、
現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイヤピクチ
ャを有するかどうかを決定することと、エンハンスメン
トレイヤからの情報を使用して現在レイヤがコーディン
グされ得、エンハンスメントレイヤが、現在ピクチャに
対応するエンハンスメントレイヤピクチャを有すると決
定したことに応答して、エンハンスメントレイヤピクチ
ャに基づいて現在ピクチャをコーディングすることとを
行うように構成される。プロセッサはビデオ情報を符号
化または復号し得る。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオ情報をコーディングするように構成された装置であって、前記装置は、
　現在レイヤとエンハンスメントレイヤとに関連付けられたビデオ情報を記憶するように
構成されたメモリユニットと、前記現在レイヤが現在ピクチャを有する、
　前記メモリユニットと通信しているプロセッサとを備え、前記プロセッサが、
　　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングさ
れ得るかどうかを決定することと、
　　前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイ
ヤピクチャを有するかどうかを決定することと、
　　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングさ
れ得、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレ
イヤピクチャを有すると決定したことに応答して、前記エンハンスメントレイヤピクチャ
に基づいて前記現在ピクチャをコーディングすることと
　を行うように構成された、
装置。
【請求項２】
　前記プロセッサは、前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有するかどうかを
決定するようにさらに構成され、ここにおいて、前記現在ピクチャをコーディングするこ
とは、前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディング
され得、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメント
レイヤピクチャを有し、前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有すると決定し
たことに応答して、前記エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャを
コーディングすることを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記プロセッサは、前記ビデオ情報が信号対雑音比（ＳＮＲ）または空間スケーラビリ
ティを呈するかどうかを決定するようにさらに構成され、ここにおいて、前記現在ピクチ
ャをコーディングすることは、前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現
在レイヤがコーディングされ得、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対
応するエンハンスメントレイヤピクチャを有し、前記ビデオ情報が信号対雑音比（ＳＮＲ
）または空間スケーラビリティを呈すると決定したことに応答して、前記エンハンスメン
トレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングすることを備える、請求項
１に記載の装置。
【請求項４】
　前記エンハンスメントレイヤが、前記現在レイヤのレイヤＩＤよりも大きいレイヤＩＤ
を有する１つまたは複数の上位レイヤを備え、前記エンハンスメントレイヤピクチャが前
記１つまたは複数の上位レイヤの各々からのピクチャを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ
得るかどうかの前記決定が、前記同じコード化ビデオシーケンス（ＣＶＳ）内の前記現在
レイヤ中の０よりも大きい時間ＩＤを有する各ピクチャについて同じである、請求項１に
記載の装置。
【請求項６】
　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ
得るかどうかの前記決定が、前記同じコード化ビデオシーケンス（ＣＶＳ）内の前記現在
レイヤ中の０に等しい時間ＩＤを有する各ピクチャについて同じである、請求項１に記載
の装置。
【請求項７】
　前記プロセッサが、前記エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャ
をコーディングすることに応答して、前記コード化エンハンスメントレイヤピクチャに関
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連付けられた動き情報を前記コード化現在ピクチャの動き情報と交換するようにさらに構
成された、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記プロセッサが、前記現在ピクチャを含んでいるアクセスユニット中の各ピクチャを
コーディングした後に、０よりも大きいレイヤＩＤを有する各レイヤ中の前記アクセスユ
ニット中のピクチャに関連付けられた動き情報を、前記各レイヤのすぐ下にあるレイヤ中
の別のピクチャの動き情報と交換するようにさらに構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記プロセッサは、
　前記現在レイヤ中のピクチャのためのデブロッキングフィルタとサンプルアドプティブ
オフセット（ＳＡＯ）とを無効化することと、
　前記現在レイヤ中のピクチャのための条件付きイントラ予測を有効化することと、
　前記現在レイヤ中の非ゼロ動き情報を使用した動き予測を無効化することと、
　前記エンハンスメントレイヤ中のエンハンスメントレイヤブロックに関連付けられたた
だ１つの参照ピクチャインデックスが前記現在ピクチャに対応し、前記現在ピクチャ中の
コロケート現在レイヤブロックが双予測を使用するとき、前記エンハンスメントレイヤ中
の双予測を無効化することと、
　前記デブロッキングフィルタおよび前記ＳＡＯの前記無効化と、制約イントラ予測の前
記有効化と、動き予測の前記無効化と、双予測を前記無効化することとに応答して、前記
ビデオ情報のシングルループコーディングを実行することと
を行うようにさらに構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記プロセッサが、少なくとも、前記エンハンスメントレイヤピクチャに関連付けられ
たテクスチャ情報と、前記現在レイヤ中の１つまたは複数のピクチャに関連付けられた動
き情報とを使用して前記現在ピクチャをコーディングすることによって、前記エンハンス
メントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングするように構成された
、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、
　前記エンハンスメントレイヤ中の別のエンハンスメントレイヤピクチャがコーディング
された後に、前記別のエンハンスメントレイヤピクチャの動き情報を、前記別のエンハン
スメントレイヤピクチャに対応する別の現在レイヤピクチャの動き情報と交換することと
、
　前記別のエンハンスメントレイヤピクチャの前記動き情報を使用して前記現在ピクチャ
をコーディングすることと
を行うようにさらに構成された、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、
　前記現在レイヤ中の別の現在レイヤピクチャに対応する別のエンハンスメントレイヤピ
クチャがコーディングされた後に、前記別の現在レイヤピクチャのテクスチャ情報を前記
別のエンハンスメントレイヤピクチャのテクスチャ情報と交換することと、
　前記別の現在レイヤピクチャの前記テクスチャ情報を使用して前記現在ピクチャをコー
ディングすることと
を行うようにさらに構成された、請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記装置がエンコーダを備え、前記プロセッサが、ビットストリーム中の前記ビデオ情
報を符号化するようにさらに構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記装置がデコーダを備え、前記プロセッサが、ビットストリーム中の前記ビデオ情報
を復号するようにさらに構成された、請求項１に記載の装置。
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【請求項１５】
　前記装置が、コンピュータと、ノートブックと、ラップトップと、コンピュータと、タ
ブレットコンピュータと、セットトップボックスと、電話ハンドセットと、スマートフォ
ンと、スマートパッドと、テレビジョンと、カメラと、ディスプレイデバイスと、デジタ
ルメディアプレーヤと、ビデオゲームコンソールと、車内コンピュータとのうちの１つま
たは複数なるグループから選択されるデバイスを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項１６】
　ビデオ情報をコーディングする方法であって、前記方法は、
　エンハンスメントレイヤからの情報を使用して現在レイヤがコーディングされ得るかど
うかを決定することと、
　前記エンハンスメントレイヤが、前記現在レイヤ中の現在ピクチャに対応するエンハン
スメントレイヤピクチャを有するかどうかを決定することと、
　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ
得、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイ
ヤピクチャを有すると決定したことに応答して、前記エンハンスメントレイヤピクチャに
基づいて前記現在ピクチャをコーディングすることと
を備える、方法。
【請求項１７】
　前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有するかどうかを決定することをさら
に備え、ここにおいて、前記現在ピクチャをコーディングすることは、前記エンハンスメ
ントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ得、前記エンハンス
メントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイヤピクチャを有し、
前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有すると決定したことに応答して、前記
エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングすることを
備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ビデオ情報が信号対雑音比（ＳＮＲ）または空間スケーラビリティを呈するかどう
かを決定することをさらに備え、ここにおいて、前記現在ピクチャをコーディングするこ
とは、前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディング
され得、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメント
レイヤピクチャを有し、前記ビデオ情報が信号対雑音比（ＳＮＲ）または空間スケーラビ
リティを呈すると決定したことに応答して、前記エンハンスメントレイヤピクチャに基づ
いて前記現在ピクチャをコーディングすることを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングする
前に、前記エンハンスメントレイヤピクチャの追加の表現が必要とされるかどうかを示す
フラグまたはシンタックス要素を送信または受信することをさらに備える、請求項１６に
記載の方法。
【請求項２０】
　前記エンハンスメントレイヤが、前記現在レイヤのレイヤＩＤよりも大きいレイヤＩＤ
を有する１つまたは複数の上位レイヤを備え、前記エンハンスメントレイヤピクチャが、
前記１つまたは複数の上位レイヤの各々からのピクチャを備える、請求項１６に記載の方
法。
【請求項２１】
　前記エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングする
ことに応答して、前記コード化エンハンスメントレイヤピクチャに関連付けられた動き情
報を前記コード化現在ピクチャの動き情報と交換することをさらに備える、請求項１６に
記載の方法。
【請求項２２】
　前記現在ピクチャを含んでいるアクセスユニット中の各ピクチャをコーディングした後
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に、０よりも大きいレイヤＩＤを有する各レイヤ中の前記アクセスユニット中のピクチャ
に関連付けられた動き情報を、前記各レイヤのすぐ下にあるレイヤ中の別のピクチャの動
き情報と交換することをさらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２３】
　前記現在レイヤ中のピクチャのためのデブロッキングフィルタとサンプルアドプティブ
オフセット（ＳＡＯ）とを無効化することと、
　前記現在レイヤ中のピクチャのための条件付きイントラ予測を有効化することと、
　前記現在レイヤ中の非ゼロ動き情報を使用した動き予測を無効化することと、
　前記エンハンスメントレイヤ中のエンハンスメントレイヤブロックに関連付けられたた
だ１つの参照ピクチャインデックスが前記現在ピクチャに対応し、前記現在ピクチャ中の
コロケート現在レイヤブロックが双予測を使用するとき、前記エンハンスメントレイヤ中
の双予測を無効化することと、
　前記デブロッキングフィルタおよび前記ＳＡＯの前記無効化と、制約イントラ予測の前
記有効化と、動き予測の前記無効化と、双予測を前記無効化することとに応答して、前記
ビデオ情報のシングルループコーディングを実行することと
をさらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２４】
　前記エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングする
ことが、前記エンハンスメントレイヤピクチャに関連付けられたテクスチャ情報と、前記
現在レイヤ中の１つまたは複数のピクチャに関連付けられた動き情報とを使用して前記現
在ピクチャをコーディングすることを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２５】
　前記エンハンスメントレイヤ中の別のエンハンスメントレイヤピクチャがコーディング
された後に、前記別のエンハンスメントレイヤピクチャの動き情報を、前記別のエンハン
スメントレイヤピクチャに対応する別の現在レイヤピクチャの動き情報と交換することと
、
　前記別のエンハンスメントレイヤピクチャの前記動き情報を使用して前記現在ピクチャ
をコーディングすることと
をさらに備える、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記現在レイヤ中の別の現在レイヤピクチャに対応する別のエンハンスメントレイヤピ
クチャがコーディングされた後に、前記別の現在レイヤピクチャのテクスチャ情報を前記
別のエンハンスメントレイヤピクチャのテクスチャ情報と交換することと、
　前記別の現在レイヤピクチャの前記テクスチャ情報を使用して前記現在ピクチャをコー
ディングすることと
をさらに備える、請求項２４に記載の方法。
【請求項２７】
　実行されると、装置に、
　現在レイヤとエンハンスメントレイヤとに関連付けられたビデオ情報を記憶することと
、前記現在レイヤが現在ピクチャを有する、
　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ
得るかどうかを決定することと、
　前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイヤ
ピクチャを有するかどうかを決定することと、
　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ
得、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイ
ヤピクチャを有すると決定したことに応答して、前記エンハンスメントレイヤピクチャに
基づいて前記現在ピクチャをコーディングすることと
を備えるプロセスを実行させるコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２８】
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　前記プロセスは、前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有するかどうかを決
定することをさらに備え、ここにおいて、前記現在ピクチャをコーディングすることは、
前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ得
、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイヤ
ピクチャを有し、前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有すると決定したこと
に応答して、前記エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーデ
ィングすることを備える、請求項２７に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２９】
　ビデオ情報をコーディングするように構成されたビデオコーディングデバイスであって
、前記ビデオコーディングデバイスは、
　現在レイヤとエンハンスメントレイヤとに関連付けられたビデオ情報を記憶するための
手段と、前記現在レイヤが現在ピクチャを有する、
　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ
得るかどうかを決定するための手段と、
　前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイヤ
ピクチャを有するかどうかを決定するための手段と、
　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ
得、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイ
ヤピクチャを有すると決定したことに応答して、前記エンハンスメントレイヤピクチャに
基づいて前記現在ピクチャをコーディングするための手段と
を備える、ビデオコーディングデバイス。
【請求項３０】
　前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有するかどうかを決定するための手段
をさらに備え、ここにおいて、前記現在ピクチャをコーディングすることは、前記エンハ
ンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ得、前記エン
ハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイヤピクチャを
有し、前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有すると決定したことに応答して
、前記エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングする
ことを備える、請求項２９に記載のビデオコーディングデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本開示は、ビデオコーディングおよび圧縮の分野に関し、詳細には、スケーラブ
ルビデオコーディング（ＳＶＣ：scalable video coding）、マルチビュービデオコーデ
ィング（ＭＶＣ：multiview video coding）、または３Ｄビデオコーディング（３ＤＶ）
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]デジタルビデオ機能は、デジタルテレビジョン、デジタルダイレクトブロードキ
ャストシステム、ワイヤレスブロードキャストシステム、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ラッ
プトップまたはデスクトップコンピュータ、デジタルカメラ、デジタル記録デバイス、デ
ジタルメディアプレーヤ、ビデオゲームデバイス、ビデオゲームコンソール、セルラー電
話または衛星無線電話、ビデオ遠隔会議デバイスなどを含む、広範囲にわたるデバイスに
組み込まれ得る。デジタルビデオデバイスは、ＭＰＥＧ－２、ＭＰＥＧ－４、ＩＴＵ－Ｔ
　Ｈ．２６３、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４／ＭＰＥＧ－４，Ｐａｒｔ１０，アドバンストビ
デオコーディング（ＡＶＣ：Advanced Video Coding）、現在開発中の高効率ビデオコー
ディング（ＨＥＶＣ：High Efficiency Video Coding）規格によって定義された規格、お
よびそのような規格の拡張に記載されているビデオ圧縮技法など、ビデオ圧縮技法を実装
する。ビデオデバイスは、そのようなビデオコーディング技法を実装することによって、
デジタルビデオ情報をより効率的に送信、受信、符号化、復号、および／または記憶し得



(7) JP 2016-528802 A 2016.9.15

10

20

30

40

50

る。
【０００３】
　[0003]ビデオ圧縮技法は、ビデオシーケンスに固有の冗長性を低減または除去するため
に空間的（イントラピクチャ）予測および／または時間的（インターピクチャ）予測を実
行する。ブロックベースのビデオコーディングの場合、ビデオスライス（たとえば、ビデ
オフレーム、ビデオフレームの一部分など）が、ツリーブロック、コーディングユニット
（ＣＵ：coding unit）および／またはコーディングノードと呼ばれることもあるビデオ
ブロックに区分され得る。ピクチャのイントラコード化（Ｉ）スライス中のビデオブロッ
クは、同じピクチャ中の隣接ブロック内の参照サンプルに対する空間的予測を使用して符
号化される。ピクチャのインターコード化（ＰまたはＢ）スライス中のビデオブロックは
、同じピクチャ中の隣接ブロック中の参照サンプルに対する空間的予測、または他の参照
ピクチャ中の参照サンプルに対する時間的予測を使用し得る。ピクチャはフレームと呼ば
れることがあり、参照ピクチャは参照フレームと呼ばれることがある。
【０００４】
　[0004]空間的予測または時間的予測は、コーディングされるべきブロックの予測ブロッ
クを生じる。残差データは、コーディングされるべき元のブロックと予測ブロックとの間
のピクセル差分を表す。インターコード化ブロックは、予測ブロックを形成する参照サン
プルのブロックを指す動きベクトルと、コード化ブロックと予測ブロックとの間の差分を
示す残差データとに従って符号化される。イントラコード化ブロックは、イントラコーデ
ィングモードと残差データとに従って符号化される。さらなる圧縮のために、残差データ
は、ピクセル領域から変換領域に変換されて、残差変換係数が得られ得、その残差変換係
数は、次いで量子化され得る。量子化変換係数は、最初は２次元アレイで構成され、変換
係数の１次元ベクトルを生成するために走査され得、なお一層の圧縮を達成するために、
エントロピー符号化が適用され得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]スケーラブルビデオコーディング（ＳＶＣ）は、参照レイヤ（ＲＬ：reference 
layer）と呼ばれることがあるベースレイヤ（ＢＬ：base layer）と、１つまたは複数の
スケーラブルエンハンスメントレイヤ（ＥＬ：enhancement layer）とが使用されるビデ
オコーディングを指す。ＳＶＣでは、ベースレイヤは、ベースレベルの品質でビデオデー
タを搬送することができる。１つまたは複数のエンハンスメントレイヤは、たとえば、よ
り高い空間レベル、時間レベル、および／または信号対雑音（ＳＮＲ：signal-to-noise
）レベルをサポートするために追加のビデオデータを搬送することができる。エンハンス
メントレイヤは、前に符号化されたレイヤに対して定義され得る。たとえば、最下位レイ
ヤはＢＬとして働き得、最上位レイヤはＥＬとして働き得る。中間レイヤは、ＥＬまたは
ＲＬのいずれか、あるいはその両方として働き得る。たとえば、中間にあるレイヤは、ベ
ースレイヤまたは介在エンハンスメントレイヤ（intervening enhancement layer）など
、それの下のレイヤのためのＥＬであり、同時に、それの上の１つまたは複数のエンハン
スメントレイヤのためのＲＬとして働き得る。同様に、ＨＥＶＣ規格のマルチビューまた
は３Ｄ拡張では、複数のビューがあり得、１つのビューの情報は、別のビューの情報（た
とえば、動き推定、動きベクトル予測および／または他の冗長）をコーディング（たとえ
ば、符号化または復号）するために利用され得る。
【０００６】
　[0006]ＳＶＣでは、送信されたビットストリームは複数のレイヤを含み、デコーダは、
ディスプレイデバイスのビットレート制約に応じて複数のレイヤのうちの１つまたは複数
を復号することを選択し得る。たとえば、ビットストリームは２つのレイヤ、ＢＬおよび
ＥＬを含み得る。ＢＬを復号するには３ｍｂｐｓを必要とし得、ＢＬとＥＬの両方を復号
するには６ｍｂｐｓを必要とし得る。４．５ｍｂｐｓの能力を有するデバイスの場合、デ
コーダは、３ｍｂｐｓでただＢＬを復号すること、または、復号された追加のＥＬパケッ
トによって生じるピクチャ品質改善を利用するために４．５ｍｂｐｓの下にとどまるのに
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ちょうど十分なＥＬパケットを放棄しながら、ＢＬとＥＬとの組合せを復号することを選
択し得る。
【０００７】
　[0007]しかしながら、いくつかの実装形態では、ＥＬは概してより高い品質のピクチャ
を有するので、より大きいコーディング効率を達成するために、ＢＬピクチャをコーディ
ングするためにＥＬピクチャが使用され得る。そのような実装形態では、ＢＬピクチャを
正確に復号するのにＥＬピクチャが必要であり得る。この制約は、上記で説明したように
、デコーダが、ビットレート問題により、ただＢＬ（または、ＥＬパケットのうちのいく
つかを放棄しながらＢＬとＥＬとの組合せ）を復号することを選択し得るとき、問題を生
じる。ＢＬをコーディングするために使用されるＥＬのいずれかの部分がなくなっている
とき、デコーダは、代わりに、なくなっている部分に対応するＢＬの一部分を使用し得る
。そのような場合、ドリフトとして知られる現象がもたらされる。ＥＬピクチャを使用し
て最適化される、ＢＬピクチャのテクスチャ情報（たとえば、サンプル）または動き情報
（たとえば、動きベクトル）が、ＢＬピクチャに適用されたとき、ドリフトが発生する。
ドリフトはビデオ品質を劣化させ得る。
【０００８】
　[0008]ドリフトを最小限に抑えながら上位レイヤ（たとえば、ＥＬ）に基づいて下位レ
イヤ（たとえば、ＢＬ）がコーディングされることを可能にすることによって生じるコー
ディング効率利得を活用するコーディング方式が望まれる。
【０００９】
　[0009]本開示のシステム、方法およびデバイスは、それぞれいくつかの発明的態様を有
し、それらのうちの単一の態様が、本明細書で開示する望ましい属性を単独で担当すると
は限らない。
【００１０】
　[0010]一態様では、ビデオ情報をコーディング（たとえば、符号化または復号）するよ
うに構成された装置が、メモリユニットと、メモリユニットと通信しているプロセッサと
を含む。メモリユニットは、現在レイヤとエンハンスメントレイヤとに関連付けられたビ
デオ情報を記憶するように構成され、現在レイヤは現在ピクチャを有する。プロセッサは
、エンハンスメントレイヤからの情報を使用して現在レイヤがコーディングされ得るかど
うかを決定することと、エンハンスメントレイヤが、現在ピクチャに対応するエンハンス
メントレイヤピクチャを有するかどうかを決定することと、エンハンスメントレイヤから
の情報を使用して現在レイヤがコーディングされ得、エンハンスメントレイヤが、現在ピ
クチャに対応するエンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定したことに応答して、
エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて現在ピクチャをコーディングすることとを行
うように構成される。プロセッサはビデオ情報を符号化または復号し得る。
【００１１】
　[0011]一態様では、ビデオ情報をコーディング（たとえば、符号化または復号）する方
法が、エンハンスメントレイヤからの情報を使用して現在レイヤがコーディングされ得る
かどうかを決定することと、エンハンスメントレイヤが、現在レイヤ中の現在ピクチャに
対応するエンハンスメントレイヤピクチャを有するかどうかを決定することと、エンハン
スメントレイヤからの情報を使用して現在レイヤがコーディングされ得、エンハンスメン
トレイヤが、現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定し
たことに応答して、エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて現在ピクチャをコーディ
ングすることとを備える。
【００１２】
　[0012]一態様では、非一時的コンピュータ可読媒体が、実行されたとき、装置にプロセ
スを実行させるコードを備える。プロセスは、現在レイヤとエンハンスメントレイヤとに
関連付けられたビデオ情報を記憶することと、現在レイヤが現在ピクチャを有する、エン
ハンスメントレイヤからの情報を使用して現在レイヤがコーディングされ得るかどうかを
決定することと、エンハンスメントレイヤが、現在ピクチャに対応するエンハンスメント
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レイヤピクチャを有するかどうかを決定することと、エンハンスメントレイヤからの情報
を使用して現在レイヤがコーディングされ得、エンハンスメントレイヤが、現在ピクチャ
に対応するエンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定したことに応答して、エンハ
ンスメントレイヤピクチャに基づいて現在ピクチャをコーディングすることとを含む。
【００１３】
　[0013]一態様では、ビデオ情報をコーディングするように構成されたビデオコーディン
グデバイスが、現在レイヤとエンハンスメントレイヤとに関連付けられたビデオ情報を記
憶するための手段と、現在レイヤが現在ピクチャを有する、エンハンスメントレイヤから
の情報を使用して現在レイヤがコーディングされ得るかどうかを決定するための手段と、
エンハンスメントレイヤが、現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイヤピクチャを
有するかどうかを決定するための手段と、エンハンスメントレイヤからの情報を使用して
現在レイヤがコーディングされ得、エンハンスメントレイヤが、現在ピクチャに対応する
エンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定したことに応答して、エンハンスメント
レイヤピクチャに基づいて現在ピクチャをコーディングするための手段とを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１Ａ】[0014]本開示で説明する態様による技法を利用し得る例示的なビデオ符号化お
よび復号システムを示すブロック図。
【図１Ｂ】[0015]本開示で説明する態様による技法を実行し得る別の例示的なビデオ符号
化および復号システムを示すブロック図。
【図２Ａ】[0016]本開示で説明する態様による技法を実装し得るビデオエンコーダの一例
を示すブロック図。
【図２Ｂ】[0017]本開示で説明する態様による技法を実装し得るビデオエンコーダの一例
を示すブロック図。
【図３Ａ】[0018]本開示で説明する態様による技法を実装し得るビデオデコーダの一例を
示すブロック図。
【図３Ｂ】[0019]本開示で説明する態様による技法を実装し得るビデオデコーダの一例を
示すブロック図。
【図４】[0020]本開示の一実施形態による、ビデオ情報をコーディングする方法を示すフ
ローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　[0021]本明細書で説明するいくつかの実施形態は、ＨＥＶＣ（高効率ビデオコーディン
グ）など、アドバンストビデオコーデックのコンテキストにおけるスケーラブルビデオコ
ーディングのためのレイヤ間予測に関する。より詳細には、本開示は、ＨＥＶＣのスケー
ラブルビデオコーディング（ＳＶＣ）拡張におけるレイヤ間予測の性能の改善のためのシ
ステムおよび方法に関する。
【００１６】
　[0022]以下の説明では、いくつかの実施形態に関係するＨ．２６４／ＡＶＣ技法につい
て説明し、ＨＥＶＣ規格および関係する技法についても説明する。いくつかの実施形態に
ついて、ＨＥＶＣおよび／またはＨ．２６４規格のコンテキストにおいて本明細書で説明
するが、本明細書で開示するシステムおよび方法が任意の好適なビデオコーディング規格
に適用可能であり得ることを、当業者は諒解されよう。たとえば、本明細書で開示する実
施形態は、以下の規格、すなわち、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６１、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ
－１　Ｖｉｓｕａｌ、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６２またはＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－２　Ｖ
ｉｓｕａｌ、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４　Ｖｉｓｕａｌ、
およびそれのスケーラブルビデオコーディング（ＳＶＣ）拡張とマルチビュービデオコー
ディング（ＭＶＣ）拡張とを含む、（ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４　ＡＶＣとしても知
られる）ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４のうちの１つまたは複数に適用可能であり得る。
【００１７】
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　[0023]ＨＥＶＣは、概して、多くの点で、前のビデオコーディング規格のフレームワー
クに従う。ＨＥＶＣにおける予測のユニットは、いくつかの前のビデオコーディング規格
におけるユニット（たとえば、マクロブロック）とは異なる。事実上、マクロブロックの
概念は、いくつかの前のビデオコーディング規格において理解されているように、ＨＥＶ
Ｃ中に存在しない。マクロブロックは、考えられる利益の中でも、高いフレキシビリティ
を与え得る、４分木（quadtree）方式に基づく階層構造と置き換えられ得る。たとえば、
ＨＥＶＣ方式内で、３つのタイプのブロック、コーディングユニット（ＣＵ）、予測ユニ
ット（ＰＵ：Prediction Unit）、および変換ユニット（ＴＵ：Transform Unit）が定義
される。ＣＵは領域分割の基本ユニットを指し得る。ＣＵはマクロブロックの概念に類似
すると見なされ得るが、それは、最大サイズを制限せず、コンテンツ適応性を改善するた
めに４つの等しいサイズのＣＵへの再帰的分割を可能にし得る。ＰＵはインター／イント
ラ予測の基本ユニットと見なされ得、それは、不規則な画像パターンを効果的にコーディ
ングするために、単一のＰＵ中に複数の任意の形状区分を含んでいることがある。ＴＵは
変換の基本ユニットと見なされ得る。それは、ＰＵとは無関係に定義され得るが、それの
サイズは、ＴＵが属するＣＵに制限され得る。３つの異なる概念へのブロック構造のこの
分離は、各々がそれの役割に従って最適化されることを可能にし得、それによりコーディ
ング効率が改善され得る。
【００１８】
　[0024]単に説明の目的で、本明細書で開示するいくつかの実施形態について、ただ２つ
のレイヤ（たとえば、ベースレイヤなどの下位レイヤ、およびエンハンスメントレイヤな
どの上位レイヤ）を含む例を用いて説明する。そのような例は、複数のベースレイヤおよ
び／またはエンハンスメントレイヤを含む構成に適用可能であり得ることを理解されたい
。さらに、説明を簡単にするために、以下の開示は、いくつかの実施形態に関して「フレ
ーム」または「ブロック」という用語を含む。ただし、これらの用語は限定的なものでは
ない。たとえば、以下で説明する技法は、ブロック（たとえば、ＣＵ、ＰＵ、ＴＵ、マク
ロブロックなど）、スライス、フレームなど、任意の好適なビデオユニットとともに使用
され得る。
ビデオコーディング規格
　[0025]ビデオ画像、ＴＶ画像、静止画像、あるいはビデオレコーダまたはコンピュータ
によって生成された画像など、デジタル画像は、水平ラインおよび垂直ラインで構成され
たピクセルまたはサンプルからなり得る。単一の画像中のピクセルの数は一般に数万個で
ある。各ピクセルは、一般に、ルミナンス（luminance）情報とクロミナンス（chrominan
ce）情報とを含んでいる。圧縮なしに、画像エンコーダから画像デコーダに搬送されるべ
き情報の量は、リアルタイム画像送信を不可能にするほど非常に大きい。送信されるべき
情報の量を低減するために、ＪＰＥＧ、ＭＰＥＧおよびＨ．２６３規格など、いくつかの
異なる圧縮方法が開発された。
【００１９】
　[0026]ビデオコーディング規格は、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６１と、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰ
ＥＧ－１　Ｖｉｓｕａｌと、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６２またはＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－
２　Ｖｉｓｕａｌと、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３と、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４　Ｖｉ
ｓｕａｌと、それのスケーラブルビデオコーディング（ＳＶＣ）およびマルチビュービデ
オコーディング（ＭＶＣ）拡張を含む（ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４　ＡＶＣとしても
知られる）ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４とを含む。
【００２０】
　[0027]さらに、新しいビデオコーディング規格、すなわち、高効率ビデオコーディング
（ＨＥＶＣ）が、ＩＴＵ－Ｔビデオコーディングエキスパートグループ（ＶＣＥＧ：Vide
o Coding Experts Group）とＩＳＯ／ＩＥＣモーションピクチャエキスパートグループ（
ＭＰＥＧ：Motion Picture Experts Group）とのジョイントコラボレーションチームオン
ビデオコーディング（ＪＣＴ－ＶＣ：Joint Collaboration Team on Video Coding）によ
って開発されている。ＨＥＶＣドラフト１０についての完全引用は、文書ＪＣＴＶＣ－Ｌ
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１００３、Ｂｒｏｓｓら、「High Efficiency Video Coding (HEVC) Text Specification
 Draft 10」、ＩＴＵ－Ｔ　ＳＧ１６　ＷＰ３およびＩＳＯ／ＩＥＣ　ＪＴＣ１／ＳＣ２
９／ＷＧ１１のジョイントコラボレーティブチームオンビデオコーディング（ＪＣＴ－Ｖ
Ｃ：Joint Collaborative Team on Video Coding）、第１２回会合：ジュネーブ、スイス
、２０１３年１月１４日～２０１３年１月２３日である。ＨＥＶＣのマルチビュー拡張す
なわちＭＶ－ＨＥＶＣ、およびＳＨＶＣと称されるＨＥＶＣのスケーラブル拡張も、それ
ぞれＪＣＴ－３Ｖ（ＩＴＵ－ＴＩ／ＳＯ／ＩＥＣのジョイントコラボレーティブチームオ
ン３Ｄビデオコーディング拡張開発）およびＪＣＴ－ＶＣによって開発されている。
【００２１】
　[0028]添付の図面を参照しながら新規のシステム、装置、および方法の様々な態様につ
いて以下でより十分に説明する。ただし、本開示は、多くの異なる形態で実施され得、本
開示全体にわたって提示する任意の特定の構造または機能に限定されるものと解釈される
べきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が周到で完全になり、本開示の範囲を当
業者に十分に伝えるために与えるものである。本明細書の教示に基づいて、本開示の範囲
は、本開示の他の態様とは無関係に実装されるにせよ、本開示の他の態様と組み合わせて
実装されるにせよ、本明細書で開示する新規のシステム、装置、および方法のいかなる態
様をもカバーするものであることを、当業者なら諒解されたい。たとえば、本明細書に記
載される態様をいくつ使用しても、装置は実装され得、または方法は実施され得る。さら
に、本開示の範囲は、本明細書に記載する本開示の様々な態様に加えてまたはそれらの態
様以外に、他の構造、機能、または構造および機能を使用して実施されるそのような装置
または方法をカバーするものとする。本明細書で開示するどの態様も請求項の１つまたは
複数の要素によって実施され得ることを理解されたい。
【００２２】
　[0029]本明細書では特定の態様について説明するが、これらの態様の多くの変形および
置換は本開示の範囲内に入る。好適な態様のいくつかの利益および利点について説明する
が、本開示の範囲は特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。むしろ、
本開示の態様は、様々なワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および伝送プロ
トコルに広く適用可能であるものとし、それらのいくつかを例として、図および好適な態
様についての以下の説明において示す。発明を実施するための形態および図面は、本開示
を限定するものではなく説明するものにすぎず、本開示の範囲は添付の特許請求の範囲お
よびそれの均等物によって定義される。
【００２３】
　[0030]添付の図面は例を示している。添付の図面中の参照番号によって示される要素は
、以下の説明における同様の参照番号によって示される要素に対応する。本開示では、序
数語（たとえば、「第１の」、「第２の」、「第３の」など）で始まる名前を有する要素
は、必ずしもそれらの要素が特定の順序を有することを暗示するとは限らない。むしろ、
そのような序数語は、同じまたは同様のタイプの異なる要素を指すために使用されるにす
ぎない。
ビデオコーディングシステム
　[0031]図１Ａは、本開示で説明する態様による技法を利用し得る例示的なビデオコーデ
ィングシステム１０を示すブロック図である。本明細書で使用し説明する「ビデオコーダ
（video coder）」という用語は、総称的にビデオエンコーダとビデオデコーダの両方を
指す。本開示では、「ビデオコーディング」または「コーディング」という用語は、ビデ
オ符号化とビデオ復号とを総称的に指すことがある。
【００２４】
　[0032]図１Ａに示されているように、ビデオコーディングシステム１０は、宛先モジュ
ール１４によって後の時間で復号されるべき符号化ビデオデータを生成するソースモジュ
ール１２を含む。図１Ａの例では、ソースモジュール１２および宛先モジュール１４は別
個のデバイス上にあり、詳細には、ソースモジュール１２はソースデバイスの一部であり
、宛先モジュール１４は宛先デバイスの一部である。しかしながら、ソースモジュール１
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２および宛先モジュール１４は、図１Ｂの例に示されているように、同じデバイス上にあ
るかまたはそれの一部であり得ることに留意されたい。
【００２５】
　[0033]もう一度、図１Ａを参照すると、ソースモジュール１２および宛先モジュール１
４は、デスクトップコンピュータ、ノートブック（たとえば、ラップトップ）コンピュー
タ、タブレットコンピュータ、セットトップボックス、いわゆる「スマート」フォンなど
の電話送受話器、いわゆる「スマート」パッド、テレビジョン、カメラ、ディスプレイデ
バイス、デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲーム機、ビデオストリーミングデバイスな
どを含む、様々なデバイスのいずれかを備え得る。場合によっては、ソースモジュール１
２および宛先モジュール１４はワイヤレス通信のために装備され得る。
【００２６】
　[0034]宛先モジュール１４は、リンク１６を介して、復号されるべき符号化ビデオデー
タを受信し得る。リンク１６は、符号化ビデオデータをソースモジュール１２から宛先モ
ジュール１４に移動することが可能な任意のタイプの媒体またはデバイスを備え得る。図
１Ａの例では、リンク１６は、ソースモジュール１２が符号化ビデオデータを宛先モジュ
ール１４にリアルタイムで直接送信することを可能にするための通信媒体を備え得る。符
号化ビデオデータは、ワイヤレス通信プロトコルなどの通信規格に従って変調され、宛先
モジュール１４に送信され得る。通信媒体は、高周波（ＲＦ）スペクトルあるいは１つま
たは複数の物理伝送線路など、任意のワイヤレスまたはワイヤード通信媒体を備え得る。
通信媒体は、ローカルエリアネットワーク、ワイドエリアネットワーク、またはインター
ネットなどのグローバルネットワークなど、パケットベースネットワークの一部を形成し
得る。通信媒体は、ソースモジュール１２から宛先モジュール１４への通信を可能にする
ために有用であり得る、ルータ、スイッチ、基地局、または任意の他の機器を含み得る。
【００２７】
　[0035]代替的に、符号化データは、出力インターフェース２２から随意のストレージデ
バイス３１に出力され得る。同様に、符号化データは入力インターフェース２８によって
ストレージデバイス３１からアクセスされ得る。ストレージデバイス３１は、ハードドラ
イブ、フラッシュメモリ、揮発性または不揮発性のメモリ、あるいは符号化ビデオデータ
を記憶するための任意の他の適当なデジタル記憶媒体など、様々な分散されたまたはロー
カルにアクセスされるデータ記憶媒体のいずれかを含み得る。さらなる一例では、ストレ
ージデバイス３１は、ソースモジュール１２によって生成された符号化ビデオを保持し得
るファイルサーバまたは別の中間ストレージデバイスに対応し得る。宛先モジュール１４
は、ストリーミングまたはダウンロードを介してストレージデバイスから記憶されたビデ
オデータにアクセスし得る。ファイルサーバは、符号化ビデオデータを記憶し、その符号
化ビデオデータを宛先モジュール１４へ送信することが可能な任意のタイプのサーバであ
り得る。例示的なファイルサーバは、（たとえば、ウェブサイトのための）ウェブサーバ
、ＦＴＰサーバ、ネットワーク接続ストレージ（ＮＡＳ）デバイス、またはローカルディ
スクドライブを含む。宛先モジュール１４は、インターネット接続を含む任意の標準的な
データ接続を通じて、符号化ビデオデータにアクセスし得る。これは、ファイルサーバに
記憶された符号化ビデオデータにアクセスするのに好適であるワイヤレスチャネル（たと
えば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）接続）、ワイヤード接続（たとえば、ＤＳＬ、ケーブルモ
デムなど）、または両方の組合せを含み得る。ストレージデバイス３１からの符号化ビデ
オデータの送信は、ストリーミング送信、ダウンロード送信、または両方の組合せであり
得る。
【００２８】
　[0036]本開示の技法はワイヤレス適用例または設定に限定されない。本技法は、オーバ
ージエアテレビジョン放送、ケーブルテレビジョン送信、衛星テレビジョン送信、たとえ
ばインターネットを介したストリーミングビデオ送信（たとえば、動的適応ストリーミン
グオーバーＨＴＴＰ（ＤＡＳＨ：dynamic adaptive streaming over HTTP）など）、デー
タ記憶媒体に記憶するためのデジタルビデオの符号化、データ記憶媒体に記憶されたデジ
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タルビデオの復号、または他の適用例など、様々なマルチメディア適用例のいずれかをサ
ポートするビデオコーディングに適用され得る。いくつかの例では、ビデオコーディング
システム１０は、ビデオストリーミング、ビデオ再生、ビデオブロードキャスティング、
および／またはビデオテレフォニーなどの適用例をサポートするために、一方向または双
方向のビデオ送信をサポートするように構成され得る。
【００２９】
　[0037]図１Ａの例では、ソースモジュール１２は、ビデオソース１８と、ビデオエンコ
ーダ２０と、出力インターフェース２２とを含む。場合によっては、出力インターフェー
ス２２は、変調器／復調器（モデム）および／または送信機を含み得る。ソースモジュー
ル１２において、ビデオソース１８は、ビデオキャプチャデバイス、たとえばビデオカメ
ラ、以前にキャプチャされたビデオを含んでいるビデオアーカイブ、ビデオコンテンツプ
ロバイダからビデオを受信するためのビデオフィードインターフェース、および／または
ソースビデオとしてコンピュータグラフィックスデータを生成するためのコンピュータグ
ラフィックスシステムなどのソース、あるいはそのようなソースの組合せを含み得る。一
例として、ビデオソース１８がビデオカメラである場合、ソースモジュール１２および宛
先モジュール１４は、図１Ｂの例に示されているように、いわゆるカメラフォンまたはビ
デオフォンを形成し得る。ただし、本開示で説明する技法は、概してビデオコーディング
に適用可能であり得、ワイヤレスおよび／またはワイヤード適用例に適用され得る。
【００３０】
　[0038]キャプチャされたビデオ、以前にキャプチャされたビデオ、またはコンピュータ
生成されたビデオは、ビデオエンコーダ２０によって符号化され得る。符号化ビデオデー
タは、ソースモジュール１２の出力インターフェース２２を介して宛先モジュール１４に
直接送信され得る。符号化ビデオデータはまた（または代替的に）、復号および／または
再生のための宛先モジュール１４または他のデバイスによる後のアクセスのためにストレ
ージデバイス３１上に記憶され得る。
【００３１】
　[0039]図１Ａの例では、宛先モジュール１４は、入力インターフェース２８と、ビデオ
デコーダ３０と、ディスプレイデバイス３２とを含む。場合によっては、入力インターフ
ェース２８は、受信機および／またはモデムを含み得る。宛先モジュール１４の入力イン
ターフェース２８は、リンク１６を介して符号化ビデオデータを受信し得る。リンク１６
を介して通信されるかまたはストレージデバイス３１上に与えられる符号化ビデオデータ
は、ビデオデータを復号する際に、ビデオデコーダ３０などのビデオデコーダによる使用
のためにビデオエンコーダ２０によって生成される様々なシンタックス要素を含み得る。
そのようなシンタックス要素は、通信媒体上で送信されるか、記憶媒体上に記憶されるか
、またはファイルサーバ上に記憶される符号化ビデオデータに含まれ得る。
【００３２】
　[0040]ディスプレイデバイス３２は、宛先モジュール１４と一体化されるかまたはその
外部にあり得る。いくつかの例では、宛先モジュール１４は、一体型ディスプレイデバイ
スを含み、また、外部ディスプレイデバイスとインターフェースするように構成され得る
。他の例では、宛先モジュール１４はディスプレイデバイスであり得る。概して、ディス
プレイデバイス３２は、復号ビデオデータをユーザに対して表示し、液晶ディスプレイ（
ＬＣＤ）、プラズマディスプレイ、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイ、また
は別のタイプのディスプレイデバイスなど、様々なディスプレイデバイスのいずれかを備
え得る。
【００３３】
　[0041]関係する態様では、図１Ｂは例示的なビデオ符号化および復号システム１０′を
示し、ここにおいて、ソースモジュール１２および宛先モジュール１４はデバイスまたは
ユーザデバイス１１上にあるかまたはそれの一部である。デバイス１１は、「スマート」
フォンなど、電話ハンドセットであり得る。デバイス１１は、ソースモジュール１２およ
び宛先モジュール１４と動作可能に通信している随意のコントローラ／プロセッサモジュ
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ール１３を含み得る。図１Ｂのシステム１０′は、ビデオエンコーダ２０と出力インター
フェース２２との間のビデオ処理ユニット２１をさらに含み得る。いくつかの実装形態で
は、図１Ｂに示されているように、ビデオ処理ユニット２１は別個のユニットであるが、
他の実装形態では、ビデオ処理ユニット２１は、ビデオエンコーダ２０および／またはプ
ロセッサ／コントローラモジュール１３の一部分として実装され得る。システム１０′は
また、ビデオシーケンス中の当該のオブジェクトを追跡することができる随意のトラッカ
ー２９を含み得る。追跡されるべきオブジェクトまたは興味は、本開示の１つまたは複数
の態様に関して説明する技法によってセグメント化され得る。関係する態様では、トラッ
キングは、単独でまたはトラッカー２９とともに、ディスプレイデバイス３２によって実
行され得る。図１Ｂのシステム１０′およびそれの構成要素は、場合によっては図１Ａの
システム１０およびその構成要素と同様である。
【００３４】
　[0042]ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、現在開発中の高効率ビデオ
コーディング（ＨＥＶＣ）規格など、ビデオ圧縮規格に従って動作し得、ＨＥＶＣテスト
モデル（ＨＭ）に準拠し得る。代替的に、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３
０は、代替的にＭＰＥＧ－４，Ｐａｒｔ１０，アドバンストビデオコーディング（ＡＶＣ
）と呼ばれるＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４規格など、他のプロプライエタリ規格または業界規
格、あるいはそのような規格の拡張に従って動作し得る。ただし、本開示の技法は、いか
なる特定のコーディング規格にも限定されない。ビデオ圧縮規格の他の例としてはＭＰＥ
Ｇ－２およびＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３がある。
【００３５】
　[0043]図１Ａおよび図１Ｂの例には示されていないが、ビデオエンコーダ２０およびビ
デオデコーダ３０は、それぞれオーディオエンコーダおよびデコーダと統合され得、適切
なＭＵＸ－ＤＥＭＵＸユニット、または他のハードウェアおよびソフトウェアを含んで、
共通のデータストリームまたは別個のデータストリーム中のオーディオとビデオの両方の
符号化を処理し得る。適用可能な場合、いくつかの例では、ＭＵＸ－ＤＥＭＵＸユニット
は、ＩＴＵ　Ｈ．２２３マルチプレクサプロトコル、またはユーザデータグラムプロトコ
ル（ＵＤＰ）などの他のプロトコルに準拠し得る。
【００３６】
　[0044]ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０はそれぞれ、１つまたは複数の
マイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳ
ＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、ディスクリート論理、ソ
フトウェア、ハードウェア、ファームウェアなど、様々な好適なエンコーダ回路のいずれ
か、またはそれらの任意の組合せとして実装され得る。本技法が部分的にソフトウェアで
実装されるとき、デバイスは、好適な非一時的コンピュータ可読媒体にソフトウェアのた
めの命令を記憶し、１つまたは複数のプロセッサを使用してその命令をハードウェアで実
行して、本開示の技法を実行し得る。ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０の
各々は１つまたは複数のエンコーダまたはデコーダ中に含まれ得、そのいずれも、それぞ
れのデバイスにおいて複合エンコーダ／デコーダ（コーデック）の一部として統合され得
る。
ビデオコーディングプロセス
　[0045]上記で手短に述べたように、ビデオエンコーダ２０はビデオデータを符号化する
。ビデオデータは１つまたは複数のピクチャを備え得る。ピクチャの各々は、ビデオの一
部を形成する静止画像である。いくつかの事例では、ピクチャはビデオ「フレーム」と呼
ばれることがある。ビデオエンコーダ２０がビデオデータを符号化するとき、ビデオエン
コーダ２０はビットストリームを生成し得る。ビットストリームは、ビデオデータのコー
ド化表現を形成するビットのシーケンスを含み得る。ビットストリームはコード化ピクチ
ャと関連データとを含み得る。コード化ピクチャはピクチャのコード化表現である。
【００３７】
　[0046]ビットストリームを生成するために、ビデオエンコーダ２０は、ビデオデータ中
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の各ピクチャに対して符号化演算を実行し得る。ビデオエンコーダ２０がピクチャに対し
て符号化演算を実行するとき、ビデオエンコーダ２０は、一連のコード化ピクチャと関連
データとを生成し得る。関連データは、ビデオパラメータセット（ＶＰＳ）と、シーケン
スパラメータセットと、ピクチャパラメータセットと、適応パラメータセットと、他のシ
ンタックス構造とを含み得る。シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ：sequence paramet
er set）は、ピクチャの０個以上のシーケンスに適用可能なパラメータを含んでいること
がある。ピクチャパラメータセット（ＰＰＳ：picture parameter set）は、０個以上の
ピクチャに適用可能なパラメータを含み得る。適応パラメータセット（ＡＰＳ：adaptati
on parameter set）は、０個以上のピクチャに適用可能なパラメータを含み得る。ＡＰＳ
中のパラメータは、ＰＰＳ中のパラメータよりも変化する可能性が高いパラメータであり
得る。
【００３８】
　[0047]コード化ピクチャを生成するために、ビデオエンコーダ２０は、ピクチャを等し
いサイズのビデオブロックに区分し得る。ビデオブロックはサンプルの２次元アレイであ
り得る。ビデオブロックの各々はツリーブロックに関連付けられる。いくつかの事例では
、ツリーブロックは、最大コーディングユニット（ＬＣＵ：largest coding unit）と呼
ばれることがある。ＨＥＶＣのツリーブロックは、Ｈ．２６４／ＡＶＣなど、以前の規格
のマクロブロックに広い意味で類似し得る。しかしながら、ツリーブロックは、必ずしも
特定のサイズに限定されるとは限らず、１つまたは複数のコーディングユニット（ＣＵ）
を含み得る。ビデオエンコーダ２０は、４分木区分（quadtree partitioning）を使用し
て、ツリーブロックのビデオブロックを、ＣＵに関連付けられたビデオブロックに区分し
得、したがって「ツリーブロック」という名前がある。
【００３９】
　[0048]いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０はピクチャを複数のスライスに区分し
得る。スライスの各々は整数個のＣＵを含み得る。いくつかの事例では、スライスは整数
個のツリーブロックを備える。他の事例では、スライスの境界はツリーブロック内にあり
得る。
【００４０】
　[0049]ピクチャに対して符号化演算を実行することの一部として、ビデオエンコーダ２
０は、ピクチャの各スライスに対して符号化演算を実行し得る。ビデオエンコーダ２０が
スライスに対して符号化演算を実行するとき、ビデオエンコーダ２０は、スライスに関連
付けられた符号化データを生成し得る。スライスに関連付けられた符号化データは「コー
ド化スライス」と呼ばれることがある。
【００４１】
　[0050]コード化スライスを生成するために、ビデオエンコーダ２０は、スライス中の各
ツリーブロックに対して符号化演算を実行し得る。ビデオエンコーダ２０がツリーブロッ
クに対して符号化演算を実行するとき、ビデオエンコーダ２０はコード化ツリーブロック
を生成し得る。コード化ツリーブロックは、ツリーブロックの符号化バージョンを表すデ
ータを備え得る。
【００４２】
　[0051]ビデオエンコーダ２０がコード化スライスを生成するとき、ビデオエンコーダ２
０は、ラスタ走査順序に従って、スライス中のツリーブロックに対して符号化演算を実行
し得る（たとえば、そのツリーブロックを符号化し得る）。たとえば、ビデオエンコーダ
２０は、スライス中のツリーブロックの一番上の行にわたって左から右に進み、次いでツ
リーブロックの次の下の行にわたって左から右に進み、以下同様に進む順序で、ビデオエ
ンコーダ２０がスライス中のツリーブロックの各々を符号化するまで、スライスのツリー
ブロックを符号化し得る。
【００４３】
　[0052]ラスタ走査順序に従ってツリーブロックを符号化した結果として、所与のツリー
ブロックの上および左のツリーブロックは符号化されていることがあるが、所与のツリー
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ブロックの下および右のツリーブロックはまだ符号化されていない。したがって、ビデオ
エンコーダ２０は、所与のツリーブロックを符号化するとき、所与のツリーブロックの上
および左のツリーブロックを符号化することによって生成された情報にアクセスすること
が可能であり得る。しかしながら、ビデオエンコーダ２０は、所与のツリーブロックを符
号化するとき、所与のツリーブロックの下および右のツリーブロックを符号化することに
よって生成された情報にアクセスすることができないことがある。
【００４４】
　[0053]コード化ツリーブロックを生成するために、ビデオエンコーダ２０は、ツリーブ
ロックのビデオブロックに対して４分木区分を再帰的に実行して、ビデオブロックを徐々
により小さいビデオブロックに分割し得る。より小さいビデオブロックの各々は異なるＣ
Ｕに関連付けられ得る。たとえば、ビデオエンコーダ２０は、ツリーブロックのビデオブ
ロックを４つの等しいサイズのサブブロックに区分し、サブブロックのうちの１つまたは
複数を、４つの等しいサイズのサブサブブロックに区分し得、以下同様である。区分され
たＣＵは、それのビデオブロックが、他のＣＵに関連付けられたビデオブロックに区分さ
れた、ＣＵであり得る。区分されていないＣＵは、それのビデオブロックが、他のＣＵに
関連付けられたビデオブロックに区分されていない、ＣＵであり得る。
【００４５】
　[0054]ビットストリーム中の１つまたは複数のシンタックス要素は、ビデオエンコーダ
２０がツリーブロックのビデオブロックを区分し得る最大の回数を示し得る。ＣＵのビデ
オブロックは形状が正方形であり得る。ＣＵのビデオブロックのサイズ（たとえば、ＣＵ
のサイズ）は、８×８ピクセルから、最大６４×６４以上のピクセルをもつツリーブロッ
クのビデオブロックのサイズ（たとえば、ツリーブロックのサイズ）までに及び得る。
【００４６】
　[0055]ビデオエンコーダ２０は、ｚ走査順序に従って、ツリーブロックの各ＣＵに対し
て符号化演算を実行し得る（たとえば、各ＣＵを符号化し得る）。言い換えれば、ビデオ
エンコーダ２０は、左上のＣＵと、右上のＣＵと、左下のＣＵと、次いで右下のＣＵとを
、その順序で符号化し得る。ビデオエンコーダ２０が、区分されたＣＵに対して符号化演
算を実行するとき、ビデオエンコーダ２０は、ｚ走査順序に従って、区分されたＣＵのビ
デオブロックのサブブロックに関連付けられたＣＵを符号化し得る。言い換えれば、ビデ
オエンコーダ２０は、左上のサブブロックに関連付けられたＣＵと、右上のサブブロック
に関連付けられたＣＵと、左下のサブブロックに関連付けられたＣＵと、次いで右下のサ
ブブロックに関連付けられたＣＵとを、その順序で符号化し得る。
【００４７】
　[0056]ｚ走査順序に従ってツリーブロックのＣＵを符号化した結果として、所与のＣＵ
の上、左上、右上、左、および左下のＣＵは符号化されていることがある。所与のＣＵの
下および右のＣＵはまだ符号化されていない。したがって、ビデオエンコーダ２０は、所
与のＣＵを符号化するとき、所与のＣＵに隣接するいくつかのＣＵを符号化することによ
って生成された情報にアクセスすることが可能であり得る。しかしながら、ビデオエンコ
ーダ２０は、所与のＣＵを符号化するとき、所与のＣＵに隣接する他のＣＵを符号化する
ことによって生成された情報にアクセスすることができないことがある。
【００４８】
　[0057]ビデオエンコーダ２０が、区分されていないＣＵを符号化するとき、ビデオエン
コーダ２０は、ＣＵのために１つまたは複数の予測ユニット（ＰＵ）を生成し得る。ＣＵ
のＰＵの各々は、ＣＵのビデオブロック内の異なるビデオブロックに関連付けられ得る。
ビデオエンコーダ２０は、ＣＵの各ＰＵのための予測ビデオブロックを生成し得る。ＰＵ
の予測ビデオブロックはサンプルのブロックであり得る。ビデオエンコーダ２０は、イン
トラ予測またはインター予測を使用して、ＰＵのための予測ビデオブロックを生成し得る
。
【００４９】
　[0058]ビデオエンコーダ２０がイントラ予測を使用してＰＵの予測ビデオブロックを生
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成するとき、ビデオエンコーダ２０は、ＰＵに関連付けられたピクチャの復号サンプルに
基づいて、ＰＵの予測ビデオブロックを生成し得る。ビデオエンコーダ２０がイントラ予
測を使用してＣＵのＰＵの予測ビデオブロックを生成する場合、ＣＵはイントラ予測され
たＣＵである。ビデオエンコーダ２０がインター予測を使用してＰＵの予測ビデオブロッ
クを生成するとき、ビデオエンコーダ２０は、ＰＵに関連付けられたピクチャ以外の１つ
または複数のピクチャの復号サンプルに基づいて、ＰＵの予測ビデオブロックを生成し得
る。ビデオエンコーダ２０がインター予測を使用してＣＵのＰＵの予測ビデオブロックを
生成する場合、ＣＵはインター予測されたＣＵである。
【００５０】
　[0059]さらに、ビデオエンコーダ２０がインター予測を使用してＰＵのための予測ビデ
オブロックを生成するとき、ビデオエンコーダ２０はＰＵの動き情報を生成し得る。ＰＵ
の動き情報は、ＰＵの１つまたは複数の参照ブロックを示し得る。ＰＵの各参照ブロック
は参照ピクチャ内のビデオブロックであり得る。参照ピクチャはＰＵに関連付けられたピ
クチャ以外のピクチャであり得る。いくつかの事例では、ＰＵの参照ブロックはＰＵの「
参照サンプル」と呼ばれることもある。ビデオエンコーダ２０は、ＰＵの参照ブロックに
基づいて、ＰＵのための予測ビデオブロックを生成し得る。
【００５１】
　[0060]ビデオエンコーダ２０がＣＵの１つまたは複数のＰＵのための予測ビデオブロッ
クを生成した後、ビデオエンコーダ２０は、ＣＵのＰＵのための予測ビデオブロックに基
づいて、ＣＵの残差データを生成し得る。ＣＵの残差データは、ＣＵのＰＵのための予測
ビデオブロック中のサンプルと、ＣＵの元のビデオブロック中のサンプルとの間の差を示
し得る。
【００５２】
　[0061]さらに、区分されていないＣＵに対して符号化演算を実行することの一部として
、ビデオエンコーダ２０は、ＣＵの残差データに対して再帰的な４分木区分を実行して、
ＣＵの残差データを、ＣＵの変換ユニット（ＴＵ）に関連付けられた残差データの１つま
たは複数のブロック（たとえば、残差ビデオブロック）に区分し得る。ＣＵの各ＴＵは異
なる残差ビデオブロックに関連付けられ得る。
【００５３】
　[0062]ビデオエンコーダ２０は、ＴＵに関連付けられた残差ビデオブロックに１つまた
は複数の変換を適用して、ＴＵに関連付けられた変換係数ブロック（たとえば、変換係数
のブロック）を生成し得る。概念的に、変換係数ブロックは変換係数の２次元（２Ｄ）行
列であり得る。
【００５４】
　[0063]変換係数ブロックを生成した後、ビデオエンコーダ２０は、変換係数ブロックに
対して量子化プロセスを実行し得る。量子化は、概して、変換係数を表すために使用され
るデータの量をできるだけ低減するために変換係数が量子化され、さらなる圧縮を実現す
る処理を指す。量子化プロセスは、変換係数の一部または全部に関連付けられたビット深
度を低減し得る。たとえば、量子化中にｎビットの変換係数がｍビットの変換係数に切り
捨てられることがあり、ここで、ｎはｍよりも大きい。
【００５５】
　[0064]ビデオエンコーダ２０は、各ＣＵを量子化パラメータ（ＱＰ：quantization par
ameter）値に関連付け得る。ＣＵに関連付けられたＱＰ値は、ビデオエンコーダ２０が、
ＣＵに関連付けられた変換係数ブロックをどのように量子化するかを決定し得る。ビデオ
エンコーダ２０は、ＣＵに関連付けられたＱＰ値を調整することによって、ＣＵに関連付
けられた変換係数ブロックに適用される量子化の程度を調整し得る。
【００５６】
　[0065]ビデオエンコーダ２０が変換係数ブロックを量子化した後、ビデオエンコーダ２
０は、量子化された変換係数ブロック中で変換係数を表すシンタックス要素のセットを生
成し得る。ビデオエンコーダ２０は、これらのシンタックス要素のうちのいくつかに、コ



(18) JP 2016-528802 A 2016.9.15

10

20

30

40

50

ンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ：Context Adaptive Binary Ar
ithmetic Coding）演算などのエントロピー符号化演算を適用し得る。コンテンツ適応型
可変長コーディング（ＣＡＶＬＣ：content adaptive variable length coding）、確率
間隔区分エントロピー（ＰＩＰＥ：probability interval partitioning entropy）コー
ディング、または他のバイナリ算術コーディングなど、他のエントロピーコーディング技
法も使用され得る。
【００５７】
　[0066]ビデオエンコーダ２０によって生成されるビットストリームは、一連のネットワ
ークアブストラクションレイヤ（ＮＡＬ：Network Abstraction Layer）ユニットを含み
得る。ＮＡＬユニットの各々は、ＮＡＬユニット中のデータのタイプの指示と、データを
含んでいるバイトとを含んでいるシンタックス構造であり得る。たとえば、ＮＡＬユニッ
トは、ビデオパラメータセット、シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセッ
ト、コード化スライス、補足エンハンスメント情報（ＳＥＩ：supplemental enhancement
 information）、アクセスユニット区切り文字、フィラーデータ、または別のタイプのデ
ータを表すデータを含み得る。ＮＡＬユニット中のデータは様々なシンタックス構造を含
み得る。
【００５８】
　[0067]ビデオデコーダ３０は、ビデオエンコーダ２０によって生成されたビットストリ
ームを受信し得る。ビットストリームは、ビデオエンコーダ２０によって符号化されたビ
デオデータのコード化表現を含み得る。ビデオデコーダ３０がビットストリームを受信す
るとき、ビデオデコーダ３０は、ビットストリームに対してパース演算（parsing operat
ion）を実行し得る。ビデオデコーダ３０がパース演算を実行するとき、ビデオデコーダ
３０は、ビットストリームからシンタックス要素を抽出し得る。ビデオデコーダ３０は、
ビットストリームから抽出されたシンタックス要素に基づいて、ビデオデータのピクチャ
を再構成し得る。シンタックス要素に基づいてビデオデータを再構成するためのプロセス
は、一般に、シンタックス要素を生成するためにビデオエンコーダ２０によって実行され
るプロセスとは逆であり得る。
【００５９】
　[0068]ビデオデコーダ３０がＣＵに関連付けられたシンタックス要素を抽出した後、ビ
デオデコーダ３０は、シンタックス要素に基づいて、ＣＵのＰＵのための予測ビデオブロ
ックを生成し得る。さらに、ビデオデコーダ３０は、ＣＵのＴＵに関連付けられた変換係
数ブロックを逆量子化し得る。ビデオデコーダ３０は、変換係数ブロックに対して逆変換
を実行して、ＣＵのＴＵに関連付けられた残差ビデオブロックを再構成し得る。予測ビデ
オブロックを生成し、残差ビデオブロックを再構成した後、ビデオデコーダ３０は、予測
ビデオブロックと残差ビデオブロックとに基づいて、ＣＵのビデオブロックを再構成し得
る。このようにして、ビデオデコーダ３０は、ビットストリーム中のシンタックス要素に
基づいて、ＣＵのビデオブロックを再構成し得る。
ビデオエンコーダ
　[0069]図２Ａは、本開示で説明する態様による技法を実装し得るビデオエンコーダの一
例を示すブロック図である。ビデオエンコーダ２０は、ＨＥＶＣの場合など、ビデオフレ
ームの単一のレイヤを処理するように構成され得る。さらに、ビデオエンコーダ２０は、
本開示の技法のいずれかまたはすべてを実行するように構成され得る。一例として、予測
処理ユニット１００は、本開示で説明する技法のいずれかまたはすべてを実行するように
構成され得る。別の実施形態では、ビデオエンコーダ２０は、本開示で説明する技法のい
ずれかまたはすべてを実行するように構成された随意のレイヤ間予測ユニット１２８を含
む。他の実施形態では、レイヤ間予測は予測処理ユニット１００（たとえば、インター予
測ユニット１２１および／またはイントラ予測ユニット１２６）によって実行され得、そ
の場合、レイヤ間予測ユニット１２８は省略され得る。ただし、本開示の態様はそのよう
に限定されない。いくつかの例では、本開示で説明する技法は、ビデオエンコーダ２０の
様々な構成要素間で共有され得る。いくつかの例では、追加または代替として、プロセッ
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サ（図示せず）が、本開示で説明する技法のいずれかまたはすべてを実行するように構成
され得る。
【００６０】
　[0070]説明の目的で、本開示では、ＨＥＶＣコーディングのコンテキストにおいてビデ
オエンコーダ２０について説明する。しかしながら、本開示の技法は、他のコーディング
規格または方法にも適用可能であり得る。図２Ａに示された例はシングルレイヤコーデッ
クのためのものである。しかしながら、図２Ｂに関してさらに説明するように、ビデオエ
ンコーダ２０の一部または全部はマルチレイヤコーデックの処理のために複製され得る。
【００６１】
　[0071]ビデオエンコーダ２０は、ビデオスライス内のビデオブロックのイントラコーデ
ィングおよびインターコーディングを実行し得る。イントラコーディングは、所与のビデ
オフレームまたはピクチャ内のビデオの空間冗長性を低減または除去するために空間予測
に依拠する。インターコーディングは、ビデオシーケンスの隣接フレームまたはピクチャ
内のビデオの時間的冗長性を低減または除去するために時間的予測に依拠する。イントラ
モード（Ｉモード）は、いくつかの空間ベースのコーディングモードのいずれかを指し得
る。単方向予測（Ｐモード）または双方向予測（Ｂモード）などのインターモードは、い
くつかの時間ベースのコーディングモードのいずれかを指し得る。
【００６２】
　[0072]図２Ａの例では、ビデオエンコーダ２０は複数の機能構成要素を含む。ビデオエ
ンコーダ２０の機能構成要素は、予測処理ユニット１００と、残差生成ユニット１０２と
、変換処理ユニット１０４と、量子化ユニット１０６と、逆量子化ユニット１０８と、逆
変換ユニット１１０と、再構成ユニット１１２と、フィルタユニット１１３と、復号ピク
チャバッファ１１４と、エントロピー符号化ユニット１１６とを含む。予測処理ユニット
１００は、インター予測ユニット１２１と、動き推定ユニット１２２と、動き補償ユニッ
ト１２４と、イントラ予測ユニット１２６と、レイヤ間予測ユニット１２８とを含む。他
の例では、ビデオエンコーダ２０は、より多数の、より少数の、または異なる機能構成要
素を含み得る。さらに、動き推定ユニット１２２と動き補償ユニット１２４とは、高度に
統合され得るが、図２Ａの例では、説明の目的で別々に表されている。
【００６３】
　[0073]ビデオエンコーダ２０はビデオデータを受信し得る。ビデオエンコーダ２０は、
様々なソースからビデオデータを受信し得る。たとえば、ビデオエンコーダ２０は、（た
とえば、図１Ａまたは図１Ｂに示された）ビデオソース１８、または別のソースからビデ
オデータを受信し得る。ビデオデータは一連のピクチャを表し得る。ビデオデータを符号
化するために、ビデオエンコーダ２０は、ピクチャの各々に対して符号化演算を実行し得
る。ピクチャに対して符号化演算を実行することの一部として、ビデオエンコーダ２０は
、ピクチャの各スライスに対して符号化演算を実行し得る。スライスに対して符号化演算
を実行することの一部として、ビデオエンコーダ２０は、スライス中のツリーブロックに
対して符号化演算を実行し得る。
【００６４】
　[0074]ツリーブロックに対して符号化演算を実行することの一部として、予測処理ユニ
ット１００は、ツリーブロックのビデオブロックに対して４分木区分を実行して、ビデオ
ブロックを徐々により小さいビデオブロックに分割し得る。より小さいビデオブロックの
各々は、異なるＣＵに関連付けられ得る。たとえば、予測処理ユニット１００は、ツリー
ブロックのビデオブロックを４つの等しいサイズのサブブロックに区分し、サブブロック
の１つまたは複数を、４つの等しいサイズのサブサブブロックに区分し得、以下同様であ
る。
【００６５】
　[0075]ＣＵに関連付けられたビデオブロックのサイズは、８×８サンプルから、最大６
４×６４以上のサンプルをもつツリーブロックのサイズまでに及び得る。本開示では、「
Ｎ×Ｎ（NxN）」および「Ｎ×Ｎ（N by N）」は、垂直寸法および水平寸法に関するビデ
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オブロックのサンプル寸法、たとえば、１６×１６（16x16）サンプルまたは１６×１６
（16 by 16）サンプルを指すために互換的に使用され得る。概して、１６×１６ビデオブ
ロックは、垂直方向に１６個のサンプルを有し（ｙ＝１６）、水平方向に１６個のサンプ
ルを有する（ｘ＝１６）。同様に、Ｎ×Ｎブロックは、概して、垂直方向にＮ個のサンプ
ルを有し、水平方向にＮ個のサンプルを有し、ここで、Ｎは非負整数値を表す。
【００６６】
　[0076]さらに、ツリーブロックに対して符号化演算を実行することの一部として、予測
処理ユニット１００は、ツリーブロック用の階層的な４分木データ構造を生成し得る。た
とえば、ツリーブロックは、４分木データ構造のルートノードに対応し得る。予測処理ユ
ニット１００が、ツリーブロックのビデオブロックを４つのサブブロックに区分する場合
、ルートノードは、４分木データ構造中に４つの子ノードを有する。子ノードの各々は、
サブブロックのうちの１つに関連付けられたＣＵに対応する。予測処理ユニット１００が
、サブブロックのうちの１つを４つのサブサブブロックに区分する場合、サブブロックに
関連付けられたＣＵに対応するノードは、サブサブブロックのうちの１つに関連付けられ
たＣＵに各々が対応する、４つの子ノードを有し得る。
【００６７】
　[0077]４分木データ構造の各ノードは、対応するツリーブロックまたはＣＵのシンタッ
クスデータ（たとえば、シンタックス要素）を含み得る。たとえば、４分木の中のノード
は、そのノードに対応するＣＵのビデオブロックが４つのサブブロックに区分される（た
とえば、分割される）かどうかを示すスプリットフラグを含み得る。ＣＵのためのシンタ
ックス要素は、再帰的に定義され得、ＣＵのビデオブロックがサブブロックに分割される
かどうかに依存し得る。それのビデオブロックが区分されていないＣＵは、４分木データ
構造におけるリーフノードに対応し得る。コード化ツリーブロックは、対応するツリーブ
ロック用の４分木データ構造に基づくデータを含み得る。
【００６８】
　[0078]ビデオエンコーダ２０は、ツリーブロックの区分されていない各ＣＵに対して符
号化演算を実行し得る。ビデオエンコーダ２０が、区分されていないＣＵに対して符号化
演算を実行するとき、ビデオエンコーダ２０は、区分されていないＣＵの符号化表現を表
すデータを生成する。
【００６９】
　[0079]ＣＵに対して符号化演算を実行することの一部として、予測処理ユニット１００
は、ＣＵの１つまたは複数のＰＵの中で、ＣＵのビデオブロックを区分し得る。ビデオエ
ンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、様々なＰＵサイズをサポートし得る。特定の
ＣＵのサイズが２Ｎ×２Ｎであると仮定すると、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコ
ーダ３０は、２Ｎ×２ＮまたはＮ×ＮのＰＵサイズと、２Ｎ×２Ｎ、２Ｎ×Ｎ、Ｎ×２Ｎ
、Ｎ×Ｎ、２Ｎ×ｎＵ、ｎＬ×２Ｎ、ｎＲ×２Ｎ、または同様の対称ＰＵサイズでのイン
ター予測とをサポートし得る。ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、２Ｎ
×ｎＵ、２Ｎ×ｎＤ、ｎＬ×２Ｎ、およびｎＲ×２ＮのＰＵサイズに対する非対称区分を
もサポートし得る。いくつかの例では、予測処理ユニット１００は、ＣＵのビデオブロッ
クの辺に直角に接触しない境界に沿って、ＣＵのＰＵの間でＣＵのビデオブロックを区分
するように、幾何学的な区分を実行し得る。
【００７０】
　[0080]インター予測ユニット１２１はＣＵの各ＰＵに対してインター予測を実行し得る
。インター予測は時間圧縮を実現し得る。ＰＵに対してインター予測を実行するために、
動き推定ユニット１２２はＰＵの動き情報を生成し得る。動き補償ユニット１２４は、動
き情報と、ＣＵに関連付けられたピクチャ以外のピクチャ（たとえば、参照ピクチャ）の
復号サンプルと基づくＰＵのための予測ビデオブロックを生成し得る。本開示では、動き
補償ユニット１２４によって生成された予測ビデオブロックは、インター予測ビデオブロ
ックと呼ばれることがある。
【００７１】
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　[0081]スライスは、Ｉスライス、Ｐスライス、またはＢスライスであり得る。動き推定
ユニット１２２および動き補償ユニット１２４は、ＰＵがＩスライス中にあるか、Ｐスラ
イス中にあるか、Ｂスライス中にあるかに応じて、ＣＵのＰＵに対して異なる演算を実行
し得る。Ｉスライス中では、すべてのＰＵがイントラ予測される。したがって、ＰＵがＩ
スライス中にある場合、動き推定ユニット１２２および動き補償ユニット１２４は、ＰＵ
に対してインター予測を実行しない。
【００７２】
　[0082]ＰＵがＰスライス中にある場合、ＰＵを含んでいるピクチャは、「リスト０」と
呼ばれる参照ピクチャのリストに関連付けられる。リスト０中の参照ピクチャの各々は、
他のピクチャのインター予測に使用され得るサンプルを含んでいる。動き推定ユニット１
２２が、Ｐスライス中のＰＵに関して動き推定演算を実行するとき、動き推定ユニット１
２２は、ＰＵのための参照ブロックについて、リスト０中の参照ピクチャを探索し得る。
ＰＵの参照ブロックは、ＰＵのビデオブロック中のサンプルに最も密接に対応するサンプ
ルのセット、たとえば、サンプルのブロックであり得る。動き推定ユニット１２２は、様
々なメトリクスを使用して、参照ピクチャ中のサンプルのセットがどの程度密接にＰＵの
ビデオブロック中のサンプルに対応するかを決定し得る。たとえば、動き推定ユニット１
２２は、絶対差分和（ＳＡＤ：sum of absolute difference）、２乗差分和（ＳＳＤ：su
m of square difference）、または他の差分メトリックによって、参照ピクチャ中のサン
プルのセットがどの程度密接にＰＵのビデオブロック中のサンプルに対応するかを決定し
得る。
【００７３】
　[0083]Ｐスライス中のＰＵの参照ブロックを識別した後、動き推定ユニット１２２は、
参照ブロックを含んでいる、リスト０中の参照ピクチャを示す参照インデックスと、ＰＵ
と参照ブロックとの間の空間変位を示す動きベクトルとを生成し得る。様々な例において
、動き推定ユニット１２２は動きベクトルを異なる精度に生成し得る。たとえば、動き推
定ユニット１２２は、１／４サンプル精度、１／８サンプル精度、または他の分数のサン
プル精度で動きベクトルを生成し得る。分数のサンプル精度の場合、参照ブロック値は、
参照ピクチャ中の整数位置のサンプル値から補間され得る。動き推定ユニット１２２は、
ＰＵの動き情報として、参照インデックスと動きベクトルとを出力し得る。動き補償ユニ
ット１２４は、ＰＵの動き情報によって識別された参照ブロックに基づいて、ＰＵの予測
ビデオブロックを生成し得る。
【００７４】
　[0084]ＰＵがＢスライス中にある場合、ＰＵを含んでいるピクチャは、「リスト０」お
よび「リスト１」と呼ばれる参照ピクチャの２つのリストに関連付けられ得る。いくつか
の例では、Ｂスライスを含んでいるピクチャは、リスト０とリスト１の組合せである、リ
ストの組合せに関連付けられ得る。
【００７５】
　[0085]さらに、ＰＵがＢスライス中にある場合、動き推定ユニット１２２は、ＰＵにつ
いての単方向予測または双方向予測を実行し得る。動き推定ユニット１２２が、ＰＵにつ
いての単方向予測を実行するとき、動き推定ユニット１２２は、ＰＵのための参照ブロッ
クについて、リスト０またはリスト１の参照ピクチャを探索し得る。動き推定ユニット１
２２は、次いで、参照ブロックを含んでいる、リスト０またはリスト１中の参照ピクチャ
を示す参照インデックスと、ＰＵと参照ブロックとの間の空間変位を示す動きベクトルと
を生成し得る。動き推定ユニット１２２は、ＰＵの動き情報として、参照インデックスと
、予測方向インジケータと、動きベクトルとを出力し得る。予測方向インジケータは、参
照インデックスが、リスト０中の参照ピクチャを示すか、リスト１中の参照ピクチャを示
すかを示し得る。動き補償ユニット１２４は、ＰＵの動き情報によって示された参照ブロ
ックに基づいて、ＰＵの予測ビデオブロックを生成し得る。
【００７６】
　[0086]動き推定ユニット１２２が、ＰＵについての双方向予測を実行するとき、動き推
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定ユニット１２２は、ＰＵのための参照ブロックについて、リスト０中の参照ピクチャを
探索し得、また、ＰＵのための別の参照ブロックについて、リスト１中の参照ピクチャを
探索し得る。動き推定ユニット１２２は、次いで、参照ブロックを含んでいる、リスト０
およびリスト１中の参照ピクチャを示す参照インデックスと、参照ブロックとＰＵの間の
空間変位を示す動きベクトルとを生成し得る。動き推定ユニット１２２は、ＰＵの動き情
報としてＰＵの参照インデックスと動きベクトルとを出力し得る。動き補償ユニット１２
４は、ＰＵの動き情報によって示された参照ブロックに基づいて、ＰＵの予測ビデオブロ
ックを生成し得る。
【００７７】
　[0087]いくつかの例では、動き推定ユニット１２２は、ＰＵの動き情報のフルセットを
エントロピー符号化ユニット１１６に出力しない。そうではなく、動き推定ユニット１２
２は、別のＰＵの動き情報を参照して、ＰＵの動き情報をシグナリングし得る。たとえば
、動き推定ユニット１２２は、ＰＵの動き情報が、隣接ＰＵの動き情報と十分に類似して
いると決定し得る。この例では、動き推定ユニット１２２は、ＰＵに関連付けられたシン
タックス構造において、ＰＵが隣接ＰＵと同じ動き情報を有することをビデオデコーダ３
０に示す値を示し得る。別の例では、動き推定ユニット１２２は、ＰＵに関連付けられた
シンタックス構造において、隣接ＰＵと動きベクトル差分（ＭＶＤ：motion vector diff
erence）とを識別し得る。動きベクトル差分は、ＰＵの動きベクトルと、示される隣接Ｐ
Ｕの動きベクトルとの間の差分を示す。ビデオデコーダ３０は、示される隣接ＰＵの動き
ベクトルと、動きベクトル差分とを使用して、ＰＵの動きベクトルを決定し得る。第２の
ＰＵの動き情報をシグナリングするときに第１のＰＵの動き情報を参照することによって
、ビデオエンコーダ２０は、より少数のビットを使用して、第２のＰＵの動き情報をシグ
ナリングすることが可能であり得る。
【００７８】
　[0088]図４に関して以下でさらに説明するように、予測処理ユニット１００は、図４に
示されている方法を実行することによってＰＵ（または他の参照レイヤおよび／またはエ
ンハンスメントレイヤブロックまたはビデオユニット）をコーディング（たとえば、符号
化または復号）するように構成され得る。たとえば、（たとえば、動き推定ユニット１２
２および／または動き補償ユニット１２４を介した）インター予測ユニット１２１、イン
トラ予測ユニット１２６、またはレイヤ間予測ユニット１２８は、一緒にまたは別々に、
図４に示されている方法を実行するように構成され得る。
【００７９】
　[0089]ＣＵに対して符号化演算を実行することの一部として、イントラ予測ユニット１
２６は、ＣＵのＰＵに対してイントラ予測を実行し得る。イントラ予測は空間圧縮を実現
し得る。イントラ予測ユニット１２６がＰＵに対してイントラ予測を実行するとき、イン
トラ予測ユニット１２６は、同じピクチャ中の他のＰＵの復号サンプルに基づいて、ＰＵ
の予測データを生成し得る。ＰＵの予測データは、予測ビデオブロックと様々なシンタッ
クス要素とを含み得る。イントラ予測ユニット１２６は、Ｉスライス、Ｐスライス、およ
びＢスライス中のＰＵに対してイントラ予測を実行し得る。
【００８０】
　[0090]ＰＵに対してイントラ予測を実行するために、イントラ予測ユニット１２６は、
複数のイントラ予測モードを使用して、ＰＵの予測データの複数のセットを生成し得る。
イントラ予測ユニット１２６が、イントラ予測モードを使用してＰＵの予測データのセッ
トを生成するとき、イントラ予測ユニット１２６は、イントラ予測モードに関連付けられ
た方向および／または勾配で、隣接ＰＵのビデオブロックからＰＵのビデオブロックにわ
たって、サンプルを延ばし得る。隣接ＰＵは、ＰＵ、ＣＵ、およびツリーブロックについ
て左から右、上から下の符号化順序を仮定すると、ＰＵの上、右上、左上、または左にあ
り得る。イントラ予測ユニット１２６は、ＰＵのサイズに応じて、様々な数のイントラ予
測モード、たとえば、３３個の方向性イントラ予測モードを使用し得る。
【００８１】
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　[0091]予測処理ユニット１００は、ＰＵについての、動き補償ユニット１２４によって
生成された予測データ、またはＰＵについての、イントラ予測ユニット１２６によって生
成された予測データの中から、ＰＵの予測データを選択し得る。いくつかの例では、予測
処理ユニット１００は、予測データのセットのレート／ひずみメトリックに基づいて、Ｐ
Ｕのための予測データを選択する。
【００８２】
　[0092]予測処理ユニット１００が、イントラ予測ユニット１２６によって生成された予
測データを選択する場合、予測処理ユニット１００は、ＰＵの予測データを生成するため
に使用されたイントラ予測モード、たとえば、選択されたイントラ予測モードをシグナリ
ングし得る。予測処理ユニット１００は、選択されたイントラ予測モードを様々な方法で
シグナリングし得る。たとえば、選択されたイントラ予測モードは、隣接ＰＵのイントラ
予測モードと同じであることがあり得る。言い換えれば、隣接ＰＵのイントラ予測モード
は現在ＰＵに対して最確モード（the most probable mode）であり得る。したがって、予
測処理ユニット１００は、選択されたイントラ予測モードが隣接ＰＵのイントラ予測モー
ドと同じであることを示すための、シンタックス要素を生成し得る。
【００８３】
　[0093]上記で説明したように、ビデオエンコーダ２０はレイヤ間予測ユニット１２８を
含み得る。レイヤ間予測ユニット１２８は、ＳＶＣにおいて利用可能である１つまたは複
数の異なるレイヤ（たとえば、ベースレイヤまたは参照レイヤ）を使用して現在ブロック
（たとえば、ＥＬ中の現在ブロック）を予測するように構成される。そのような予測はレ
イヤ間予測と呼ばれることがある。レイヤ間予測ユニット１２８は、レイヤ間冗長性を低
減するために予測方法を利用し、それによって、コーディング効率を改善し、計算リソー
ス要件を低減する。レイヤ間予測のいくつかの例としては、レイヤ間イントラ予測、レイ
ヤ間動き予測、およびレイヤ間残差予測がある。レイヤ間イントラ予測は、ベースレイヤ
中のコロケートブロック（co-located blocks）の再構成を使用してエンハンスメントレ
イヤ中の現在ブロックを予測する。レイヤ間動き予測は、ベースレイヤの動き情報を使用
してエンハンスメントレイヤ中の動作を予測する。レイヤ間残差予測は、ベースレイヤの
残差を使用してエンハンスメントレイヤの残差を予測する。レイヤ間予測方式の各々につ
いて、より詳細に以下で説明する。
【００８４】
　[0094]予測処理ユニット１００がＣＵのＰＵの予測データを選択した後、残差生成ユニ
ット１０２は、ＣＵのビデオブロックからＣＵのＰＵの予測ビデオブロックを差し引くこ
と（たとえば、マイナス符号によって示される）によって、ＣＵの残差データを生成し得
る。ＣＵの残差データは、ＣＵのビデオブロック中のサンプルの異なるサンプル成分に対
応する、２Ｄ残差ビデオブロックを含み得る。たとえば、残差データは、ＣＵのＰＵの予
測ビデオブロック中のサンプルのルミナンス成分と、ＣＵの元のビデオブロック中のサン
プルのルミナンス成分との間の差分に対応する、残差ビデオブロックを含み得る。さらに
、ＣＵの残差データは、ＣＵのＰＵの予測ビデオブロック中のサンプルのクロミナンス成
分と、ＣＵの元のビデオブロック中のサンプルのクロミナンス成分との間の差分に対応す
る、残差ビデオブロックを含み得る。
【００８５】
　[0095]予測処理ユニット１００は、４分木区分を実行して、ＣＵの残差ビデオブロック
をサブブロックに区分し得る。各分割されていない残差ビデオブロックは、ＣＵの異なる
ＴＵに関連付けられ得る。ＣＵのＴＵに関連付けられた残差ビデオブロックのサイズおよ
び位置は、ＣＵのＰＵに関連付けられたビデオブロックのサイズおよび位置に基づくこと
も基づかないこともある。「残差４分木」（ＲＱＴ：residual quad tree）として知られ
る４分木構造は、残差ビデオブロックの各々に関連付けられたノードを含み得る。ＣＵの
ＴＵはＲＱＴのリーフノードに対応し得る。
【００８６】
　[0096]変換処理ユニット１０４は、ＴＵに関連付けられた残差ビデオブロックに１つま
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たは複数の変換を適用することによって、ＣＵの各ＴＵのための１つまたは複数の変換係
数ブロックを生成し得る。変換係数ブロックの各々は、変換係数の２Ｄ行列であり得る。
変換処理ユニット１０４は、ＴＵに関連付けられた残差ビデオブロックに様々な変換を適
用し得る。たとえば、変換処理ユニット１０４は、離散コサイン変換（ＤＣＴ）、方向性
変換、または概念的に同様の変換を、ＴＵに関連付けられた残差ビデオブロックに適用し
得る。
【００８７】
　[0097]変換処理ユニット１０４が、ＴＵに関連付けられた変換係数ブロックを生成した
後、量子化ユニット１０６は、変換係数ブロック中の変換係数を量子化し得る。量子化ユ
ニット１０６は、ＣＵに関連付けられたＱＰ値に基づいて、ＣＵのＴＵに関連付けられた
変換係数ブロックを量子化し得る。
【００８８】
　[0098]ビデオエンコーダ２０は、様々な方法でＱＰ値をＣＵに関連付け得る。たとえば
、ビデオエンコーダ２０は、ＣＵに関連付けられたツリーブロックに対してレートひずみ
分析を実行し得る。レートひずみ分析では、ビデオエンコーダ２０は、ツリーブロックに
対して符号化演算を複数回実行することによって、ツリーブロックの複数のコード化表現
を生成し得る。ビデオエンコーダ２０がツリーブロックの異なる符号化表現を生成すると
き、ビデオエンコーダ２０は、異なるＱＰ値をＣＵに関連付け得る。ビデオエンコーダ２
０は、最小のビットレートおよびひずみメトリックを有するツリーブロックのコード化表
現で所与のＱＰ値がＣＵに関連付けられるとき、所与のＱＰ値がＣＵに関連付けられるこ
とをシグナリングし得る。
【００８９】
　[0099]逆量子化ユニット１０８および逆変換ユニット１１０は、それぞれ、変換係数ブ
ロックに逆量子化と逆変換とを適用して、変換係数ブロックから残差ビデオブロックを再
構成し得る。再構成ユニット１１２は、再構成された残差ビデオブロックを、予測処理ユ
ニット１００によって生成された１つまたは複数の予測ビデオブロックからの対応するサ
ンプルに追加して、ＴＵに関連付けられた再構成されたビデオブロックを生成し得る。こ
のようにＣＵの各ＴＵのためのビデオブロックを再構成することによって、ビデオエンコ
ーダ２０は、ＣＵのビデオブロックを再構成し得る。
【００９０】
　[00100]再構成ユニット１１２がＣＵのビデオブロックを再構成した後、フィルタユニ
ット１１３は、ＣＵに関連付けられたビデオブロックにおけるブロッキングアーティファ
クトを低減するためにデブロッキング演算を実行し得る。１つまたは複数のデブロッキン
グ演算を実行した後、フィルタユニット１１３は、復号ピクチャバッファ１１４にＣＵの
再構成されたビデオブロックを記憶し得る。動き推定ユニット１２２および動き補償ユニ
ット１２４は、再構成されたビデオブロックを含んでいる参照ピクチャを使用して、後続
ピクチャのＰＵに対してインター予測を実行し得る。さらに、イントラ予測ユニット１２
６は、復号ピクチャバッファ１１４中の再構成されたビデオブロックを使用して、ＣＵと
同じピクチャの中の他のＰＵに対してイントラ予測を実行し得る。
【００９１】
　[00101]エントロピー符号化ユニット１１６は、ビデオエンコーダ２０の他の機能構成
要素からデータを受信し得る。たとえば、エントロピー符号化ユニット１１６は、量子化
ユニット１０６から変換係数ブロックを受信し得、予測処理ユニット１００からシンタッ
クス要素を受信し得る。エントロピー符号化ユニット１１６がデータを受信するとき、エ
ントロピー符号化ユニット１１６は、１つまたは複数のエントロピー符号化演算を実行し
て、エントロピー符号化されたデータを生成し得る。たとえば、ビデオエンコーダ２０は
、コンテキスト適応型可変長コーディング（ＣＡＶＬＣ）演算、ＣＡＢＡＣ演算、変数間
（Ｖ２Ｖ：variable-to-variable）レングスコーディング演算、シンタックスベースコン
テキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＳＢＡＣ：syntax-based context-adaptive 
binary arithmetic coding）演算、確率間隔区分エントロピー（ＰＩＰＥ）コーディング
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演算、または別のタイプのエントロピー符号化演算をデータに対して実行し得る。エント
ロピー符号化ユニット１１６は、エントロピー符号化されたデータを含むビットストリー
ムを出力し得る。
【００９２】
　[00102]データに対してエントロピー符号化演算を実行することの一部として、エント
ロピー符号化ユニット１１６は、コンテキストモデルを選択し得る。エントロピー符号化
ユニット１１６がＣＡＢＡＣ演算を実行している場合、コンテキストモデルは、特定の値
を有する特定のビン（bins）の確率の推定値を示し得る。ＣＡＢＡＣのコンテキストでは
、「ビン」という用語は、シンタックス要素の２値化されたバージョンのビットを指すた
めに使用される。
マルチレイヤビデオエンコーダ
　[00103]図２Ｂは、本開示で説明する態様による技法を実装し得るマルチレイヤビデオ
エンコーダ２３の一例を示すブロック図である。ビデオエンコーダ２３は、ＳＨＶＣおよ
びマルチビューコーディングの場合など、マルチレイヤビデオフレームを処理するように
構成され得る。さらに、ビデオエンコーダ２３は、本開示の技法のいずれかまたはすべて
を実行するように構成され得る。
【００９３】
　[00104]ビデオエンコーダ２３はビデオエンコーダ２０Ａとビデオエンコーダ２０Ｂと
を含み、それらの各々はビデオエンコーダ２０として構成され得、ビデオエンコーダ２０
に関して上記で説明した機能を実行し得る。さらに、参照番号の再利用によって示される
ように、ビデオエンコーダ２０Ａおよび２０Ｂは、ビデオエンコーダ２０としてシステム
とサブシステムとのうちの少なくともいくつかを含み得る。ビデオエンコーダ２３は、２
つのビデオエンコーダ２０Ａおよび２０Ｂを含むものとして示されているが、ビデオエン
コーダ２３は、そのようなものとして限定されず、任意の数のビデオエンコーダ２０レイ
ヤを含み得る。いくつかの実施形態では、ビデオエンコーダ２３はアクセスユニット中の
各ピクチャまたはフレームについてビデオエンコーダ２０を含み得る。たとえば、５つの
ピクチャを含むアクセスユニットは、５つのエンコーダレイヤを含むビデオエンコーダに
よって処理または符号化され得る。いくつかの実施形態では、ビデオエンコーダ２３は、
アクセスユニット中のフレームよりも多くのエンコーダレイヤを含み得る。いくつかのそ
のような場合では、ビデオエンコーダレイヤのいくつかは、いくつかのアクセスユニット
を処理するときに非アクティブであり得る。
【００９４】
　[00105]ビデオエンコーダ２０Ａおよび２０Ｂに加えて、ビデオエンコーダ２３はリサ
ンプリングユニット９０を含み得る。リサンプリングユニット９０は、場合によっては、
たとえば、エンハンスメントレイヤを作成するために、受信されたビデオフレームのベー
スレイヤをアップサンプリングし得る。リサンプリングユニット９０は、フレームの受信
されたベースレイヤに関連付けられた特定の情報をアップサンプリングするが、他の情報
をアップサンプリングしないことがある。たとえば、リサンプリングユニット９０は、ベ
ースレイヤの空間サイズまたはピクセルの数をアップサンプリングし得るが、スライスの
数またはピクチャ順序カウントは定数のままであり得る。場合によっては、リサンプリン
グユニット９０は、受信されたビデオを処理しないことがあるか、および／または随意で
あり得る。たとえば、場合によっては、予測処理ユニット１００はアップサンプリングを
実行し得る。いくつかの実施形態では、リサンプリングユニット９０は、レイヤをアップ
サンプリングすることと、スライス境界ルールおよび／またはラスタ走査ルールのセット
に準拠するために１つまたは複数のスライスを再編成、再定義、変更、または調整するこ
ととを行うように構成される。アクセスユニット中のベースレイヤまたは下位レイヤをア
ップサンプリングするものとして主に説明したが、場合によっては、リサンプリングユニ
ット９０はレイヤをダウンサンプリングし得る。たとえば、ビデオのストリーミング中に
帯域幅が減少した場合、フレームは、アップサンプリングされるのではなく、ダウンサン
プリングされ得る。
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【００９５】
　[00106]リサンプリングユニット９０は、下位レイヤエンコーダ（たとえば、ビデオエ
ンコーダ２０Ａ）の復号ピクチャバッファ１１４からピクチャまたはフレーム（またはピ
クチャに関連付けられたピクチャ情報）を受信し、ピクチャ（または受信されたピクチャ
情報）をアップサンプリングするように構成され得る。このアップサンプリングされたピ
クチャは、次いで、下位レイヤエンコーダと同じアクセスユニット中のピクチャを符号化
するように構成された上位レイヤエンコーダ（たとえば、ビデオエンコーダ２０Ｂ）の予
測処理ユニット１００に与えられ得る。場合によっては、上位レイヤエンコーダは、下位
レイヤエンコーダから削除された１つのレイヤである。他の場合には、図２Ｂのレイヤ０
ビデオエンコーダとレイヤ１エンコーダとの間に１つまたは複数の上位レイヤエンコーダ
があり得る。
【００９６】
　[00107]場合によっては、リサンプリングユニット９０は省略またはバイパスされ得る
。そのような場合、ビデオエンコーダ２０Ａの復号ピクチャバッファ１１４からのピクチ
ャは、直接、または少なくともリサンプリングユニット９０に与えられることなしに、ビ
デオエンコーダ２０Ｂの予測処理ユニット１００に与えられ得る。たとえば、ビデオエン
コーダ２０Ｂに与えられたビデオデータと、ビデオエンコーダ２０Ａの復号ピクチャバッ
ファ１１４からの参照ピクチャとが同じサイズまたは解像度である場合、参照ピクチャは
、リサンプリングなしにビデオエンコーダ２０Ｂに与えられ得る。
【００９７】
　[00108]いくつかの実施形態では、ビデオエンコーダ２３は、ビデオエンコーダ２０Ａ
にビデオデータを与える前に、ダウンサンプリングユニット９４を使用して下位レイヤエ
ンコーダに与えられるべきビデオデータをダウンサンプリングする。代替的に、ダウンサ
ンプリングユニット９４は、ビデオデータをアップサンプリングまたはダウンサンプリン
グすることが可能なリサンプリングユニット９０であり得る。また他の実施形態では、ダ
ウンサンプリングユニット９４は省略され得る。
【００９８】
　[00109]図２Ｂに示されているように、ビデオエンコーダ２３は、マルチプレクサ９８
、またはｍｕｘをさらに含み得る。ｍｕｘ９８は、ビデオエンコーダ２３から合成ビット
ストリームを出力することができる。合成ビットストリームは、ビデオエンコーダ２０Ａ
および２０Ｂの各々からビットストリームを取ることと、所与の時間において出力される
ビットストリームを交替することとによって、作成され得る。場合によっては、２つの（
または、３つ以上のビデオエンコーダレイヤの場合には、より多くの）ビットストリーム
からのビットが一度に１ビットずつ交替され得るが、多くの場合、ビットストリームは別
様に合成され得る。たとえば、出力ビットストリームは、選択されたビットストリームを
一度に１ブロックずつ交替することによって作成され得る。別の例では、出力ビットスト
リームは、ビデオエンコーダ２０Ａおよび２０Ｂの各々からブロックの非１：１比を出力
することによって作成され得る。たとえば、２つのブロックは、ビデオエンコーダ２０Ａ
から出力された各ブロックについてビデオエンコーダ２０Ｂから出力され得る。いくつか
の実施形態では、ｍｕｘ９８からの出力ストリームはプリプログラムされ得る。他の実施
形態では、ｍｕｘ９８は、ソースモジュール１２を含むソースデバイス上のプロセッサか
らなど、ビデオエンコーダ２３の外部のシステムから受信された制御信号に基づいて、ビ
デオエンコーダ２０Ａ、２０Ｂからのビットストリームを合成し得る。制御信号は、ビデ
オソース１８からのビデオの解像度またはビットレートに基づいて、リンク１６の帯域幅
に基づいて、ユーザに関連付けられたサブスクリプション（たとえば、有料サブスクリプ
ション対無料サブスクリプション）に基づいて、またはビデオエンコーダ２３から望まれ
る解像度出力を決定するための他のファクタに基づいて生成され得る。
ビデオデコーダ
　[00110]図３Ａは、本開示で説明する態様による技法を実装し得るビデオデコーダの一
例を示すブロック図である。ビデオデコーダ３０は、ＨＥＶＣの場合など、ビデオフレー
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ムの単一のレイヤを処理するように構成され得る。さらに、ビデオデコーダ３０は、本開
示の技法のいずれかまたはすべてを実行するように構成され得る。一例として、動き補償
ユニット１６２および／またはイントラ予測ユニット１６４は、本開示で説明する技法の
いずれかまたはすべてを実行するように構成され得る。一実施形態では、ビデオデコーダ
３０は、場合によっては、本開示で説明する技法のいずれかまたはすべてを実行するよう
に構成されたレイヤ間予測ユニット１６６を含み得る。他の実施形態では、レイヤ間予測
は予測処理ユニット１５２（たとえば、動き補償ユニット１６２および／またはイントラ
予測ユニット１６４）によって実行され得、その場合、レイヤ間予測ユニット１６６は省
略され得る。ただし、本開示の態様はそのように限定されない。いくつかの例では、本開
示で説明する技法は、ビデオデコーダ３０の様々な構成要素間で共有され得る。いくつか
の例では、追加または代替として、プロセッサ（図示せず）が、本開示で説明する技法の
いずれかまたはすべてを実行するように構成され得る。
【００９９】
　[00111]説明の目的で、本開示では、ＨＥＶＣコーディングのコンテキストにおいてビ
デオデコーダ３０について説明する。しかしながら、本開示の技法は、他のコーディング
規格または方法にも適用可能であり得る。図３Ａに示された例はシングルレイヤコーデッ
クのためのものである。しかしながら、図３Ｂに関してさらに説明するように、ビデオデ
コーダ３０の一部または全部はマルチレイヤコーデックの処理のために複製され得る。
【０１００】
　[00112]図３Ａの例では、ビデオデコーダ３０は複数の機能構成要素を含む。ビデオデ
コーダ３０の機能構成要素は、エントロピー復号ユニット１５０と、予測処理ユニット１
５２と、逆量子化ユニット１５４と、逆変換ユニット１５６と、再構成ユニット１５８と
、フィルタユニット１５９と、復号ピクチャバッファ１６０とを含む。予測処理ユニット
１５２は、動き補償ユニット１６２と、イントラ予測ユニット１６４と、レイヤ間予測ユ
ニット１６６とを含む。いくつかの例では、ビデオデコーダ３０は、図２Ａのビデオエン
コーダ２０に関して説明された符号化経路とは全般に逆の復号経路を実行し得る。他の例
では、ビデオデコーダ３０は、より多数の、より少数の、または異なる機能構成要素を含
み得る。
【０１０１】
　[00113]ビデオデコーダ３０は、符号化ビデオデータを備えるビットストリームを受信
し得る。ビットストリームは複数のシンタックス要素を含み得る。ビデオデコーダ３０が
ビットストリームを受信したとき、エントロピー復号ユニット１５０は、ビットストリー
ムに対してパース演算を実行し得る。ビットストリームに対してパース演算を実行した結
果として、エントロピー復号ユニット１５０は、ビットストリームからシンタックス要素
を抽出し得る。パース演算を実行することの一部として、エントロピー復号ユニット１５
０は、ビットストリーム中のエントロピー符号化されたシンタックス要素をエントロピー
復号し得る。予測処理ユニット１５２、逆量子化ユニット１５４、逆変換ユニット１５６
、再構成ユニット１５８、およびフィルタユニット１５９は、ビットストリームから抽出
されたシンタックス要素に基づいて、復号ビデオデータを生成する再構成演算を実行し得
る。
【０１０２】
　[00114]上記で説明したように、ビットストリームは、一連のＮＡＬユニットを備え得
る。ビットストリームのＮＡＬユニットは、ビデオパラメータセット、シーケンスパラメ
ータセットＮＡＬユニット、ピクチャパラメータセットＮＡＬユニット、ＳＥＩ　ＮＡＬ
ユニットなどを含み得る。ビットストリームに対してパース演算を実行することの一部と
して、エントロピー復号ユニット１５０は、シーケンスパラメータセットＮＡＬユニット
からのシーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセットＮＡＬユニットからのピ
クチャパラメータセット、ＳＥＩ　ＮＡＬユニットからのＳＥＩデータなどを抽出しエン
トロピー復号する、パース演算を実行し得る。
【０１０３】
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　[00115]さらに、ビットストリームのＮＡＬユニットはコード化スライスＮＡＬユニッ
トを含み得る。ビットストリームに対してパース演算を実行することの一部として、エン
トロピー復号ユニット１５０は、コード化スライスＮＡＬユニットからコード化スライス
を抽出しエントロピー復号する、パース演算を実行し得る。コーディングされたスライス
の各々は、スライスヘッダとスライスデータとを含み得る。スライスヘッダは、スライス
に関するシンタックス要素を含んでいることがある。スライスヘッダ中のシンタックス要
素は、スライスを含んでいるピクチャに関連付けられたピクチャパラメータセットを識別
するシンタックス要素を含み得る。エントロピー復号ユニット１５０は、コード化された
スライスヘッダ中のシンタックス要素に対して、ＣＡＢＡＣ復号演算などのエントロピー
復号演算を実行して、スライスヘッダを再構成し得る。
【０１０４】
　[00116]コード化スライスのＮＡＬユニットからスライスデータを抽出することの一部
として、エントロピー復号ユニット１５０は、スライスデータ中のコード化ＣＵからシン
タックス要素を抽出するパース演算を実行し得る。抽出されたシンタックス要素は、変換
係数ブロックに関連付けられたシンタックス要素を含み得る。エントロピー復号ユニット
１５０は、次いで、シンタックス要素のうちのいくつかに対してＣＡＢＡＣ復号演算を実
行し得る。
【０１０５】
　[00117]エントロピー復号ユニット１５０が区分されていないＣＵに対してパース演算
を実行した後、ビデオデコーダ３０は、区分されていないＣＵに対して再構成演算を実行
し得る。区分されていないＣＵに対して再構成演算を実行するために、ビデオデコーダ３
０はＣＵの各ＴＵに対して再構成演算を実行し得る。ＣＵの各ＴＵについて再構成演算を
実行することによって、ビデオデコーダ３０は、ＣＵに関連付けられた残差ビデオブロッ
クを再構成し得る。
【０１０６】
　[00118]ＴＵに対して再構成演算を実行することの一部として、逆量子化ユニット１５
４は、ＴＵに関連付けられた変換係数ブロックを逆量子化（inverse quantize）、たとえ
ば、逆量子化（de-quantize）し得る。逆量子化ユニット１５４は、ＨＥＶＣ用に提案さ
れた、またはＨ．２６４復号規格によって定義された逆量子化プロセスと同様の方式で、
変換係数ブロックを逆量子化し得る。逆量子化ユニット１５４は、量子化の程度を決定し
、同様に、逆量子化ユニット１５４が適用するべき逆量子化の程度を決定するために、変
換係数ブロックのＣＵのためにビデオエンコーダ２０によって計算される量子化パラメー
タＱＰを使用し得る。
【０１０７】
　[00119]逆量子化ユニット１５４が変換係数ブロックを逆量子化した後、逆変換ユニッ
ト１５６は、変換係数ブロックに関連付けられたＴＵのための残差ビデオブロックを生成
し得る。逆変換ユニット１５６は、ＴＵのための残差ビデオブロックを生成するために、
変換係数ブロックに逆変換を適用し得る。たとえば、逆変換ユニット１５６は、変換係数
ブロックに、逆ＤＣＴ、逆整数変換、逆カルーネンレーベ変換（ＫＬＴ：Karhunen-Loeve
 transform）、逆回転変換、逆方向変換、または別の逆変換を適用し得る。いくつかの例
では、逆変換ユニット１５６は、ビデオエンコーダ２０からのシグナリングに基づいて、
変換係数ブロックに適用すべき逆変換を決定し得る。そのような例では、逆変換ユニット
１５６は、変換係数ブロックに関連付けられたツリーブロックの４分木のルートノードに
おいてシグナリングされた変換に基づいて、逆変換を決定し得る。他の例では、逆変換ユ
ニット１５６は、ブロックサイズ、コーディングモードなど、１つまたは複数のコーディ
ング特性から逆変換を推論し得る。いくつかの例では、逆変換ユニット１５６はカスケー
ド逆変換を適用し得る。
【０１０８】
　[00120]いくつかの例では、動き補償ユニット１６２は、補間フィルタに基づく補間を
実行することによって、ＰＵの予測ビデオブロックを改良し得る。サブサンプル精度をも
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つ動き補償のために使用されるべき補間フィルタのための識別子が、シンタックス要素中
に含まれ得る。動き補償ユニット１６２は、ＰＵの予測ビデオブロックの生成中にビデオ
エンコーダ２０によって使用された同じ補間フィルタを使用して、参照ブロックのサブ整
数サンプルについての補間値を計算し得る。動き補償ユニット１６２は、受信されたシン
タックス情報に従って、ビデオエンコーダ２０によって使用された補間フィルタを決定し
、その補間フィルタを使用して予測ビデオブロックを生成し得る。
【０１０９】
　[00121]図４に関して以下でさらに説明するように、予測処理ユニット１５２は、図４
に示されている方法を実行することによってＰＵ（または他の参照レイヤおよび／または
エンハンスメントレイヤブロックまたはビデオユニット）をコーディング（たとえば、符
号化または復号）し得る。たとえば、動き補償ユニット１６２、イントラ予測ユニット１
６４、またはレイヤ間予測ユニット１６６は、一緒にまたは別々に、図４に示されている
方法を実行するように構成され得る。
【０１１０】
　[00122]ＰＵが、イントラ予測を使用して符号化される場合、イントラ予測ユニット１
６４は、ＰＵのための予測ビデオブロックを生成するためにイントラ予測を実行し得る。
たとえば、イントラ予測ユニット１６４は、ビットストリーム中のシンタックス要素に基
づいて、ＰＵのためのイントラ予測モードを決定し得る。ビットストリームは、ＰＵのイ
ントラ予測モードを決定するためにイントラ予測ユニット１６４が使用し得るシンタック
ス要素を含み得る。
【０１１１】
　[00123]いくつかの事例では、シンタックス要素は、イントラ予測ユニット１６４が別
のＰＵのイントラ予測モードを使用して現在ＰＵのイントラ予測モードを決定するべきで
あることを示し得る。たとえば、現在ＰＵのイントラ予測モードは隣接ＰＵのイントラ予
測モードと同じであることがあり得る。言い換えれば、隣接ＰＵのイントラ予測モードは
、現在ＰＵに対して最確モードであり得る。したがって、この例では、ビットストリーム
は、ＰＵのイントラ予測モードが隣接ＰＵのイントラ予測モードと同じであることを示す
、小さいシンタックス要素を含み得る。イントラ予測ユニット１６４は、次いで、イント
ラ予測モードを使用して、空間的に隣接するＰＵのビデオブロックに基づいて、ＰＵの予
測データ（たとえば、予測サンプル）を生成し得る。
【０１１２】
　[00124]上記で説明したように、ビデオデコーダ３０もレイヤ間予測ユニット１６６を
含み得る。レイヤ間予測ユニット１６６は、ＳＶＣにおいて利用可能である１つまたは複
数の異なるレイヤ（たとえば、ベースレイヤまたは参照レイヤ）を使用して現在ブロック
（たとえば、ＥＬ中の現在ブロック）を予測するように構成される。そのような予測はレ
イヤ間予測と呼ばれることがある。レイヤ間予測ユニット１６６は、レイヤ間冗長性を低
減するために予測方法を利用し、それによって、コーディング効率を改善し、計算リソー
ス要件を低減する。レイヤ間予測のいくつかの例としては、レイヤ間イントラ予測、レイ
ヤ間動き予測、およびレイヤ間残差予測がある。レイヤ間イントラ予測は、ベースレイヤ
中のコロケートブロックの再構成を使用してエンハンスメントレイヤ中の現在ブロックを
予測する。レイヤ間動き予測は、ベースレイヤの動き情報を使用してエンハンスメントレ
イヤ中の動作を予測する。レイヤ間残差予測は、ベースレイヤの残差を使用してエンハン
スメントレイヤの残差を予測する。レイヤ間予測方式の各々について、より詳細に以下で
説明する。
【０１１３】
　[00125]再構成ユニット１５８は、適用可能なとき、ＣＵのＴＵに関連付けられた残差
ビデオブロックとＣＵのＰＵの予測ビデオブロックとを使用して、たとえば、イントラ予
測データまたはインター予測データのいずれかを使用して、ＣＵのビデオブロックを再構
成し得る。したがって、ビデオデコーダ３０は、ビットストリーム中のシンタックス要素
に基づいて、予測ビデオブロックと残差ビデオブロックとを生成し得、予測ビデオブロッ
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クと残差ビデオブロックとに基づいて、ビデオブロックを生成し得る。
【０１１４】
　[00126]再構成ユニット１５８がＣＵのビデオブロックを再構成した後、フィルタユニ
ット１５９は、デブロッキング演算を実行して、ＣＵに関連付けられたブロッキングアー
ティファクトを低減し得る。フィルタユニット１５９がデブロッキング演算を実行してＣ
Ｕに関連付けられたブロッキングアーティファクトを低減した後、ビデオデコーダ３０は
、復号ピクチャバッファ１６０にＣＵのビデオブロックを記憶し得る。復号ピクチャバッ
ファ１６０は、後続の動き補償、イントラ予測、および図１Ａまたは図１Ｂのディスプレ
イデバイス３２などのディスプレイデバイス上での提示のために、参照ピクチャを与え得
る。たとえば、ビデオデコーダ３０は、復号ピクチャバッファ１６０中のビデオブロック
に基づいて、他のＣＵのＰＵに対してイントラ予測演算またはインター予測演算を実行し
得る。
マルチレイヤデコーダ
　[00127]図３Ｂは、本開示で説明する態様による技法を実装し得るマルチレイヤビデオ
デコーダ３３の一例を示すブロック図である。ビデオデコーダ３３は、ＳＨＶＣおよびマ
ルチビューコーディングの場合など、マルチレイヤビデオフレームを処理するように構成
され得る。さらに、ビデオデコーダ３３は、本開示の技法のいずれかまたはすべてを実行
するように構成され得る。
【０１１５】
　[00128]ビデオデコーダ３３はビデオデコーダ３０Ａとビデオデコーダ３０Ｂとを含み
、それらの各々はビデオデコーダ３０として構成され得、ビデオデコーダ３０に関して上
記で説明した機能を実行し得る。さらに、参照番号の再利用によって示されるように、ビ
デオデコーダ３０Ａおよび３０Ｂは、ビデオデコーダ３０としてシステムとサブシステム
とのうちの少なくともいくつかを含み得る。ビデオデコーダ３３は、２つのビデオデコー
ダ３０Ａおよび３０Ｂを含むものとして示されているが、ビデオデコーダ３３は、そのよ
うなものとして限定されず、任意の数のビデオデコーダ３０レイヤを含み得る。いくつか
の実施形態では、ビデオデコーダ３３はアクセスユニット中の各ピクチャまたはフレーム
についてビデオデコーダ３０を含み得る。たとえば、５つのピクチャを含むアクセスユニ
ットは、５つのデコーダレイヤを含むビデオデコーダによって処理または復号され得る。
いくつかの実施形態では、ビデオデコーダ３３は、アクセスユニット中のフレームよりも
多くのデコーダレイヤを含み得る。いくつかのそのような場合では、ビデオデコーダレイ
ヤのいくつかは、いくつかのアクセスユニットを処理するときに非アクティブであり得る
。
【０１１６】
　[00129]ビデオデコーダ３０Ａおよび３０Ｂに加えて、ビデオデコーダ３３はアップサ
ンプリングユニット９２を含み得る。いくつかの実施形態では、アップサンプリングユニ
ット９２は、フレームまたはアクセスユニットのための参照ピクチャリストに追加される
べきエンハンストレイヤを作成するために、受信されたビデオフレームのベースレイヤを
アップサンプリングし得る。このエンハンストレイヤは復号ピクチャバッファ１６０に記
憶され得る。いくつかの実施形態では、アップサンプリングユニット９２は、図２Ａのリ
サンプリングユニット９０に関して説明した実施形態の一部または全部を含むことができ
る。いくつかの実施形態では、アップサンプリングユニット９２は、レイヤをアップサン
プリングすることと、スライス境界ルールおよび／またはラスタ走査ルールのセットに準
拠するために１つまたは複数のスライスを再編成、再定義、変更、または調整することと
を行うように構成される。場合によっては、アップサンプリングユニット９２は、受信さ
れたビデオフレームのレイヤをアップサンプリングおよび／またはダウンサンプリングす
るように構成されたリサンプリングユニットであり得る。
【０１１７】
　[00130]アップサンプリングユニット９２は、下位レイヤデコーダ（たとえば、ビデオ
デコーダ３０Ａ）の復号ピクチャバッファ１６０からピクチャまたはフレーム（またはピ
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クチャに関連付けられたピクチャ情報）を受信し、ピクチャ（または受信されたピクチャ
情報）をアップサンプリングするように構成され得る。このアップサンプリングされたピ
クチャは、次いで、下位レイヤデコーダと同じアクセスユニット中のピクチャを復号する
ように構成された上位レイヤデコーダ（たとえば、ビデオデコーダ３０Ｂ）の予測処理ユ
ニット１５２に与えられ得る。場合によっては、上位レイヤデコーダは、下位レイヤデコ
ーダから削除された１つのレイヤである。他の場合には、図３Ｂのレイヤ０ビデオデコー
ダとレイヤ１デコーダとの間に１つまたは複数の上位レイヤデコーダがあり得る。
【０１１８】
　[00131]場合によっては、アップサンプリングユニット９２は省略またはバイパスされ
得る。そのような場合、ビデオデコーダ３０Ａの復号ピクチャバッファ１６０からのピク
チャは、直接、または少なくともアップサンプリングユニット９２に与えられることなし
に、ビデオデコーダ３０Ｂの予測処理ユニット１５２に与えられ得る。たとえば、ビデオ
デコーダ３０Ｂに与えられたビデオデータと、ビデオデコーダ３０Ａの復号ピクチャバッ
ファ１６０からの参照ピクチャとが同じサイズまたは解像度である場合、参照ピクチャは
、アップサンプリングなしにビデオデコーダ３０Ｂに与えられ得る。さらに、いくつかの
実施形態では、アップサンプリングユニット９２は、ビデオデコーダ３０Ａの復号ピクチ
ャバッファ１６０から受信された参照ピクチャをアップサンプリングまたはダウンサンプ
リングするように構成されたリサンプリングユニット９０であり得る。
【０１１９】
　[00132]図３Ｂに示されているように、ビデオデコーダ３３は、デマルチプレクサ９９
、またはｄｅｍｕｘをさらに含み得る。ｄｅｍｕｘ９９は符号化ビデオビットストリーム
を複数のビットストリームにスプリットすることができ、ｄｅｍｕｘ９９によって出力さ
れた各ビットストリームは異なるビデオデコーダ３０Ａおよび３０Ｂに与えられる。複数
のビットストリームは、ビットストリームを受信することによって作成され得、ビデオデ
コーダ３０Ａおよび３０Ｂの各々は、所与の時間においてビットストリームの一部分を受
信する。場合によっては、ｄｅｍｕｘ９９において受信されるビットストリームからのビ
ットは、ビデオデコーダの各々（たとえば、図３Ｂの例ではビデオデコーダ３０Ａおよび
３０Ｂ）の間で一度に１ビットずつ交替され得るが、多くの場合、ビットストリームは別
様に分割される。たとえば、ビットストリームは、一度に１ブロックずつビットストリー
ムを受信するビデオデコーダを交替することによって分割され得る。別の例では、ビット
ストリームは、ブロックの非１：１比によって、ビデオデコーダ３０Ａおよび３０Ｂの各
々に分割され得る。たとえば、２つのブロックは、ビデオデコーダ３０Ａに与えられる各
ブロックについてビデオデコーダ３０Ｂに与えられ得る。いくつかの実施形態では、ｄｅ
ｍｕｘ９９によるビットストリームの分割はプリプログラムされ得る。他の実施形態では
、ｄｅｍｕｘ９９は、宛先モジュール１４を含む宛先デバイス上のプロセッサからなど、
ビデオデコーダ３３の外部のシステムから受信された制御信号に基づいてビットストリー
ムを分割し得る。制御信号は、入力インターフェース２８からのビデオの解像度またはビ
ットレートに基づいて、リンク１６の帯域幅に基づいて、ユーザに関連付けられたサブス
クリプション（たとえば、有料サブスクリプション対無料サブスクリプション）に基づい
て、またはビデオデコーダ３３によって取得可能な解像度を決定するための他のファクタ
に基づいて生成され得る。
コーディング効率対ドリフト
　[00133]上記で説明したように、ＢＬをコーディングするために使用されるＥＬのいず
れかの部分がなくなっているとき、ドリフトが発生する。たとえば、デコーダが２つのレ
イヤ、ＢＬおよびＥＬを含んでいるビットストリームを処理し、ここで、ＢＬは、ＥＬ中
に含まれている情報を使用してコーディングされており、デコーダが、ビットストリーム
のＢＬ部分のみを復号することを選択した場合、ＢＬをコーディングするために使用され
た情報がもはや利用可能ではないので、ドリフトが発生するであろう。
ドリフトを最小限に抑えること
　[00134]一実装形態では、ＥＬピクチャはＢＬ中の情報を使用してコーディングされ得
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うな例では、ＥＬの一部分が失われた場合でも、ＢＬはＥＬに基づいてコーディングされ
ないので、ＢＬの復号は影響を及ぼされない。
【０１２０】
　[00135]別の実装形態では、「キーピクチャ」がビットストリーム全体にわたって指定
され、そのようなキーピクチャはＢＬ中の情報のみを使用することができる。したがって
、ＥＬが一部分が失われた場合でも、少なくともこれらのキーピクチャはドリフトによっ
て影響を及ぼされない。この実装形態では、ＥＬピクチャに基づいてＢＬピクチャがコー
ディングされることを可能にすることによって、コーディング効率が改善され得るが、リ
フレッシュピクチャと呼ばれることもあるこれらのキーピクチャを有することによって、
ドリフトの悪影響がかなり低減され得る。
既存のコーディング方式
　[00136]いくつかの実装形態（たとえば、ＨＥＶＣ）は、上位レイヤ復号ピクチャを参
照ピクチャとして使用して下位レイヤがコーディングされることを可能にしないことがあ
る。また、いくつかの実装形態は、上位レイヤ復号ピクチャが下位レイヤ中の現在ピクチ
ャの参照ピクチャであることを示すためのいかなる機構をも有しないことがある。そのよ
うな実装形態では、ドリフトに関連付けられた悪影響を最小限に抑えながら上位レイヤ（
たとえば、ＥＬ）に基づいて下位レイヤ（たとえば、ＢＬ）がコーディングされることを
可能にすることによって生じるコーディング効率利得を活用するために、本開示で説明す
る技法が利用され得る。
例実施形態
　[00137]本開示では、下位レイヤピクチャをコーディングするための参照ピクチャとし
て上位レイヤ復号ピクチャが使用され得るかどうかの指示をシグナリングおよび処理する
ための様々な例示的な実施形態について説明する。そのような実施形態のうちの１つまた
は複数について、既存の実装形態（たとえば、ＨＥＶＣ拡張）に関して説明することがあ
る。本開示の実施形態は、互いに独立してまたは組み合わせて適用され得、スケーラブル
コーディングと、深度をもつまたはもたないマルチビューコーディングと、ＨＥＶＣに対
する他の拡張および他のビデオコーデックとに適用可能であるかまたは拡張され得る。
【０１２１】
　[00138]いくつかの実施形態について説明するためにＢＬおよびＥＬの例が使用される
が、本明細書で説明する技法は、ＲＬとＥＬ、ＢＬと複数のＥＬ、ＲＬと複数のＥＬなど
のレイヤの任意のペアまたはグループに適用または拡張され得る。
上位レイヤ復号ピクチャを使用することのＶＰＳレベル信号指示
　[00139]一実施形態では、ビデオパラメータセット（ＶＰＳ）中で与えられるフラグま
たはシンタックス要素が、下位レイヤピクチャをコーディングするための参照ピクチャと
して上位レイヤ復号ピクチャが使用され得るかどうかを示す。フラグまたはシンタックス
要素はＶＰＳ中で与えられるので、フラグまたはシンタックス要素によって与えられるい
ずれの指示も、同じコード化ビデオシーケンス（ＣＶＳ）中のすべてのレイヤに適用され
ることになる。以下は、そのようなフラグまたはシンタックス要素の実装形態を示す例示
的なシンタックスである。関連する部分はイタリック体で示されている。
【０１２２】
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【表１】

【０１２３】
例示的なセマンティクス
　[00140]たとえば、以下のセマンティクスは、フラグまたはシンタックス要素を定義す
るために使用され得る。０に等しいｅｎａｂｌｅ＿ｈｉｇｈｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅｆ＿
ｐｉｃ＿ｐｒｅｄ［ｉ］は、ＣＶＳ内で、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ］よりも
大きいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ復号ピクチャが、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕ
ｈ［ｉ］に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつピクチャのための参照として使用され
ないことを指定する。１に等しいｅｎａｂｌｅ＿ｈｉｇｈｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅｆ＿ｐ
ｉｃ＿ｐｒｅｄ［ｉ］は、ＣＶＳ内で、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ］よりも大
きいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ復号ピクチャが、利用可能なときに、ｌａｙｅｒ＿
ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ］に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄと、０よりも大きい時間Ｉ
Ｄとをもつピクチャのための参照として使用され得ることを指定する。存在しないとき、
ｅｎａｂｌｅ＿ｈｉｇｈｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃ＿ｐｒｅｄ［ｉ］は、０であ
ると推測される。
【０１２４】
　[00141]この例では、いずれかの上位レイヤが参照レイヤであり得、上位レイヤ予測が
、時間ＩＤが０よりも大きい時間レイヤのために利用可能である。ここで、復号ピクチャ
の利用可能性は、現在ピクチャと同じアクセスユニット中に復号ピクチャが存在するかど
うかによって決定され得る。たとえば、１のｅｎａｂｌｅ＿ｈｉｇｈｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿
ｒｅｆ＿ｐｉｃ＿ｐｒｅｄ［ｉ］値は、上位レイヤ復号ピクチャが、もしあれば、現在レ
イヤ中の現在ピクチャをコーディングするために使用され得ることを示す。別の実施形態
では、利用可能性は、現在ピクチャのアクセスユニットに限定されず、他の時間的に近隣
するアクセスユニットを含み得る。
例示的なセマンティクス
　[00142]別の例では、以下のセマンティクスは、フラグまたはシンタックス要素を定義
するために使用され得る。０に等しいｅｎａｂｌｅ＿ｈｉｇｈｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅｆ
＿ｐｉｃ＿ｐｒｅｄ［ｉ］は、ＣＶＳ内で、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ］より
も大きいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ復号ピクチャが、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎ
ｕｈ［ｉ］に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつピクチャのための参照として使用さ
れないことを指定する。１に等しいｅｎａｂｌｅ＿ｈｉｇｈｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅｆ＿
ｐｉｃ＿ｐｒｅｄ［ｉ］は、ＣＶＳ内で、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ］よりも
大きいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ復号ピクチャが、利用可能なときに、ｌａｙｅｒ
＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ］に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつピクチャのための
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参照として使用され得ることを指定する。存在しないとき、ｅｎａｂｌｅ＿ｈｉｇｈｅｒ
＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃ＿ｐｒｅｄ［ｉ］は、０に等しいと推測される。
【０１２５】
　[00143]この例では、いずれかの上位レイヤが参照レイヤであり得、上位レイヤ予測が
、時間ＩＤが０よりも大きいレイヤのためだけではなく、すべての時間レイヤのために利
用可能である。
例示的なセマンティクス
　[00144]また別の例では、以下のセマンティクスは、フラグまたはシンタックス要素を
定義するために使用され得る。０に等しいｅｎａｂｌｅ＿ｈｉｇｈｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｒ
ｅｆ＿ｐｉｃ＿ｐｒｅｄ［ｉ］は、ＣＶＳ内で、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ］
よりも大きいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ復号ピクチャが、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ
＿ｎｕｈ［ｉ］に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつピクチャのための参照として使
用されないことを指定する。１に等しいｅｎａｂｌｅ＿ｈｉｇｈｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅ
ｆ＿ｐｉｃ＿ｐｒｅｄ［ｉ］は、ＣＶＳ内で、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ＋１
］に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ復号ピクチャが、利用可能なときに、ｌａｙ
ｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ］に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄと、０よりも大きい
時間ＩＤとをもつピクチャのための参照として使用され得ることを指定する。存在しない
とき、ｅｎａｂｌｅ＿ｈｉｇｈｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃ＿ｐｒｅｄ［ｉ］は、
０に等しいと推測される。
【０１２６】
　[00145]この例では、すぐ上のレイヤが参照レイヤであり得、上位レイヤ予測が、時間
ＩＤが０よりも大きい時間レイヤのために利用可能である。
例示的なセマンティクス
　[00146]また別の例では、以下のセマンティクスは、フラグまたはシンタックス要素を
定義するために使用され得る。０に等しいｅｎａｂｌｅ＿ｈｉｇｈｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｒ
ｅｆ＿ｐｉｃ＿ｐｒｅｄ［ｉ］は、ＣＶＳ内で、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ］
よりも大きいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ復号ピクチャが、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ
＿ｎｕｈ［ｉ］に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつピクチャのための参照として使
用されないことを指定する。１に等しいｅｎａｂｌｅ＿ｈｉｇｈｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅ
ｆ＿ｐｉｃ＿ｐｒｅｄ［ｉ］は、ＣＶＳ内で、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ＋１
］に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ復号ピクチャが、利用可能なときに、ｌａｙ
ｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ］に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつピクチャのた
めの参照として使用され得ることを指定する。存在しないとき、ｅｎａｂｌｅ＿ｈｉｇｈ
ｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃ＿ｐｒｅｄ［ｉ］は、０に等しいと推測される。
【０１２７】
　[00147]この例では、すぐ上のレイヤが参照レイヤであり得、上位レイヤ予測が、時間
ＩＤが０よりも大きいレイヤのためだけではなく、すべての時間レイヤのために利用可能
である。
フラグまたはシンタックス要素のロケーション
　[00148]上記で説明したｅｎａｂｌｅ＿ｈｉｇｈｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃ＿
ｐｒｅｄ［ｉ］フラグまたはシンタックス要素は、ＶＰＳ、ＳＰＳ、ＰＰＳ、スライスヘ
ッダ、およびそれの拡張中でシグナリングされ得る。それはまた、補足エンハンスメント
情報（ＳＥＩ）メッセージまたはビデオユーザビリティ情報（ＶＵＩ：video usability 
information）メッセージとしてシグナリングされ得る。
例示的なフローチャート
　[00149]図４は、本開示の一実施形態による、ビデオ情報をコーディングするための方
法４００を示すフローチャートである。図４に示されたステップは、エンコーダ（たとえ
ば、図２Ａまたは図２Ｂに示されているビデオエンコーダ）、デコーダ（たとえば、図３
Ａまたは図３Ｂに示されているビデオデコーダ）、または任意の他の構成要素によって実
行され得る。便宜上、方法４００について、エンコーダ、デコーダまたは別の構成要素で
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あり得る、コーダによって実行されるものとして説明する。
【０１２８】
　[00150]方法４００はブロック４０１において開始する。ブロック４０５において、コ
ーダは、現在レイヤピクチャをコーディングするために上位レイヤ復号ピクチャが使用さ
れることが可能であるかどうかを決定する。ブロック４１０において、コーダは、現在レ
イヤ中の現在レイヤピクチャが、上位レイヤ中の対応する上位レイヤピクチャを有するか
どうかを決定する。ブロック４１５において、コーダは、現在レイヤピクチャの時間ＩＤ
が０よりも大きいかどうかを決定する。たとえば、上位レイヤピクチャの使用を、０より
も大きい時間ＩＤを有する現在レイヤピクチャに制限することは、少なくともいくつかの
キーピクチャが現在レイヤ中にあることを保証することになるので、ドリフトの悪影響が
低減される。現在レイヤピクチャをコーディングするために上位レイヤ復号ピクチャが使
用されることが可能であり、現在レイヤ中の現在レイヤピクチャが、上位レイヤ中の対応
する上位レイヤピクチャを有し、現在レイヤピクチャの時間ＩＤが、０よりも大きいと決
定したことに応答して、コーダは、対応する上位レイヤピクチャに基づいて現在レイヤピ
クチャをコーディングする。方法４００は、４２５において、終了する。
【０１２９】
　[00151]上記で説明したように、図２Ａのビデオエンコーダ２０、図２Ｂのビデオエン
コーダ２３、図３Ａのビデオデコーダ３０、または図３Ｂのビデオデコーダ３３（たとえ
ば、レイヤ間予測ユニット１２８および／またはレイヤ間予測ユニット１６６）のうちの
１つまたは複数の構成要素は、現在レイヤピクチャをコーディングするのために上位レイ
ヤ復号ピクチャが使用されことが可能にされるかどうかを決定すること、現在レイヤ中の
現在ピクチャが、上位レイヤ中の対応する上位レイヤピクチャを有するかどうかを決定す
ること、現在ピクチャの時間ＩＤが、０よりも大きいかどうかを決定すること、ならびに
対応する上位レイヤピクチャに基づいて現在ピクチャをコーディングすることなど、本開
示で説明する技法のいずれかを実装するために使用され得る。
【０１３０】
　[00152]方法４００では、図４に示されたブロックのうちの１つまたは複数は削除され
る（たとえば、実行されない）ことがあり、および／または方法が実行される順序は入れ
替えられることがある。たとえば、ブロック４１５が図４に示されているが、それは、現
在レイヤピクチャの時間ＩＤが０よりも大きいという制限を除去するために、削除され得
る。別の例として、ブロック４２０が図４に示されているが、現在レイヤピクチャを実際
にコーディングすることは、方法４００の一部である必要はなく、したがって方法４００
から省略される。したがって、本開示の実施形態は、図４に示された例にまたはそれによ
って限定されず、他の変形形態が、本開示の趣旨から逸脱することなく実装され得る。
上位レイヤ復号ピクチャの使用の非明示的シグナリング
　[00153]この実施形態では、各ピクチャについて、以下で説明するプロセスを使用して
、ピクチャが上位レイヤ参照ピクチャを使用するかどうかが決定される。
【０１３１】
　[00154]現在ピクチャが予測のための上位レイヤ復号ピクチャを使用し得るかどうかを
決定するために、例示的な変数ｅｎａｂｌｅＨｉｇｈｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｐｉｃｆｏｒ
ＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇが導入される。ｉに等しいレイヤインデックスを有する現在レイ
ヤ中の現在ピクチャのための変数ｅｎａｂｌｅＨｉｇｈｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｐｉｃｆｏ
ｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇは、次のように定義され得る。０に等しいｅｎａｂｌｅＨｉｇ
ｈｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｐｉｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇは、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉ
ｎ＿ｎｕｈ［ｉ］に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ現在ピクチャについて、ｌａ
ｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ］よりも大きいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ復号ピ
クチャが、現在ピクチャのための参照として使用されないことを指定する。１に等しいｅ
ｎａｂｌｅＨｉｇｈｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｐｉｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇは、ｌａ
ｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ］に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ現在ピクチ
ャについて、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ＋１］に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿
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ｉｄをもつ復号ピクチャが、利用可能なときに、現在ピクチャのための参照として使用さ
れ得ることを指定する。
【０１３２】
　[00155]ｉのレイヤインデックスを有する現在レイヤ中の現在ピクチャについて、以下
の条件のすべてが満たされる場合、変数ｅｎａｂｌｅＨｉｇｈｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｐｉ
ｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇの値は１に設定される。
【０１３３】
　[00156]ａ）現在ピクチャの時間ＩＤが０に等しい。
【０１３４】
　[00157]ｂ）ｓｃａｌａｂｉｌｉｔｙ＿ｍａｓｋ［ｉ］が１に等しく、ＳＮＲまたは空
間スケーラビリティを示す。
【０１３５】
　[00158]ｃ）（たとえば、上記で説明した）ＶＰＳフラグｅｎａｂｌｅ＿ｈｉｇｈｅｒ
＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃ＿ｐｒｅｄ［ｉ］が１に等しく、上位レイヤ予測が可能に
されることを示す。
【０１３６】
　[00159]ｄ）ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ＋１］に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ
＿ｉｄをもつ対応する復号ピクチャが利用可能である（たとえば、現在ピクチャに対応す
るコロケートピクチャが、同じアクセスユニット中に存在する）。
【０１３７】
　[00160]これらの条件のすべてが満たされる場合、変数ｅｎａｂｌｅＨｉｇｈｅｒＬａ
ｙｅｒＲｅｆｐｉｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇは、現在ピクチャをコーディングする
ために上位レイヤ復号ピクチャが使用され得ることを示すために、１に設定される。これ
らの条件のうちの１つまたは複数が満たされない場合、変数ｅｎａｂｌｅＨｉｇｈｅｒＬ
ａｙｅｒＲｅｆｐｉｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇは、現在ピクチャをコーディングす
るために上位レイヤ復号ピクチャが使用されないことがあることを示すために、０に設定
される。
上位レイヤ復号ピクチャの使用の明示的シグナリング
　[00161]代替実施形態では、現在レイヤ中の現在ピクチャが上位レイヤ参照ピクチャを
参照として使用するかどうかを指定するために、フラグｅｎａｂｌｅＨｉｇｈｅｒＬａｙ
ｅｒＲｅｆｐｉｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇが明示的にシグナリングされ得る。ｅｎ
ａｂｌｅＨｉｇｈｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｐｉｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇフラグは、
次のように定義され得る。０に等しいｅｎａｂｌｅＨｉｇｈｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｐｉｃ
ｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇは、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ］に等しいｎｕ
ｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ現在ピクチャについて、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［
ｉ］よりも大きいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ復号ピクチャが、現在ピクチャのため
の参照として使用されないことを指定する。１に等しいｅｎａｂｌｅＨｉｇｈｅｒＬａｙ
ｅｒＲｅｆｐｉｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇは、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［
ｉ］に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ現在ピクチャについて、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ
＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ＋１］に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ復号ピクチャが、利
用可能なときに、現在ピクチャのための参照として使用されることを指定する。たとえば
、ｅｎａｂｌｅＨｉｇｈｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｐｉｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇフラ
グは、ＰＰＳ、スライスヘッダ、またはそれの拡張中でシグナリングされ得る。それはま
た、ＳＥＩメッセージまたはＶＵＩメッセージとしてシグナリングされ得る。
【０１３８】
　[00162]別の実施形態では、現在レイヤ中の現在ピクチャが上位レイヤ参照ピクチャを
参照として使用するかどうかを指定するために、フラグｅｎａｂｌｅＨｉｇｈｅｒＬａｙ
ｅｒＲｅｆｐｉｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇが明示的にシグナリングされる。ｅｎａ
ｂｌｅＨｉｇｈｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｐｉｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇフラグは、次
のように定義され得る。０に等しいｅｎａｂｌｅＨｉｇｈｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｐｉｃｆ
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ｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇは、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ］に等しいｎｕｈ
＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ現在ピクチャについて、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ
］よりも大きいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ復号ピクチャが、現在ピクチャのための
参照として使用されないことを指定する。１に等しいｅｎａｂｌｅＨｉｇｈｅｒＬａｙｅ
ｒＲｅｆｐｉｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇは、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ
］に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ現在ピクチャについて、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿
ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ＋ｋ］に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ復号ピクチャが、利用
可能なときに、現在ピクチャのための参照として使用されることを指定する。
【０１３９】
　[00163]この実施形態では、現在レイヤのすぐ上にある上位レイヤの参照ピクチャ（た
とえば、前の例で示されたｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ＋１］）を使用する代わ
りに、現在レイヤより上のｋ番目の上位レイヤの参照ピクチャ（たとえば、この例で示さ
れているようにｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ＋ｋ］）が、現在ピクチャをコーデ
ィングするために使用される。たとえば、ｋの値は、明示的にシグナリングされるか、ま
たはＶＰＳ中でシグナリングされた直接依存フラグから推測され得る。
上位レイヤ参照ピクチャの使用を示すフラグの解釈
　[00164]一実施形態では、ｅｎａｂｌｅＨｉｇｈｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｐｉｃｆｏｒＣ
ｕｒｒＰｉｃＦｌａｇの値は、０よりも大きい時間ＩＤを有する同じＣＶＳ内の同じレイ
ヤのすべてのピクチャに対して同じ値を有する。そのような制限は、いかなる適合ビット
ストリームもそのような制限を満たすようにビットストリーム適合制約として実装され得
る。
【０１４０】
　[00165]別の実施形態では、ｅｎａｂｌｅＨｉｇｈｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｐｉｃｆｏｒ
ＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇの値は、０に等しい時間ＩＤを有する同じＣＶＳ内の同じレイヤ
のすべてのピクチャに対して同じ値を有する。そのような制限は、いかなる適合ビットス
トリームもそのような制限を満たすようにビットストリーム適合制約として実装され得る
。
ＲＰＳの導出プロセスおよびピクチャマーキングの例示的な実装形態
　[00166]一実施形態では、ＲＰＳの導出プロセスとピクチャマーキングとは、以下に示
すように実装され得る。例示的なコーディング方式（たとえば、ＨＥＶＣ）に関する変更
がイタリック体で強調表示され、削除が取消し線によって示されている。例示的な実装形
態において参照される、ＨＥＶＣスケーラブル拡張のドラフト仕様のセクションＦ．８．
１．３も以下に転載する。
セクションＦ．８．１．３　レイヤ内の復号順序において最初のピクチャのための利用不
可能な参照ピクチャの生成
　このプロセスは、ＦｉｒｓｔＰｉｃＩｎＬａｙｅｒＤｅｃｏｄｅｄＦｌａｇ［ｌａｙｅ
ｒＩｄ］が０に等しいとき、ｌａｙｅｒＩｄに等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつピ
クチャのために呼び出される。
【０１４１】
　　注－　クロスレイヤランダムアクセススキップド（ＣＬ－ＲＡＳ：cross-layer rand
om access skipped）ピクチャは、０よりも大きいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつコー
ド化ピクチャの復号を開始するための復号プロセスが呼び出されるとき、ＬａｙｅｒＩｎ
ｉｔｉａｌｉｓｅｄＦｌａｇ［ｌａｙｅｒＩｄ］が０に等しくなるように、ｌａｙｅｒＩ
ｄに等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつピクチャである。ＣＬーＲＡＳピクチャのた
めの復号プロセスの仕様全体が、そのようなＣＬ－ＲＡＳピクチャの許容シンタックスコ
ンテンツに対する制約を指定する目的のみで含まれている。復号プロセス中、ＣＬ－ＲＡ
Ｓピクチャは、出力のために指定されず、出力のために指定された他のピクチャの復号プ
ロセスに影響しないので、いかなるＣＬ－ＲＡＳピクチャも無視され得る。しかしながら
、アネックスＣにおいて指定されているＨＲＤ動作では、ＣＰＢ到着時間および削除時間
の導出においてＣＬ－ＲＡＳピクチャを考慮に入れる必要があり得る。
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【０１４２】
　このプロセスが呼び出されるとき、以下が適用される。
－　ｉが、「非参照ピクチャ」に等しい、両端値を含む０～ＮｕｍＰｏｃＳｔＣｕｒｒＢ
ｅｆｏｒｅ－１の範囲内にある、各ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＣｕｒｒＢｅｆｏｒｅ［ｉ］
について、ピクチャがサブクローズ８．３．３．２において指定されているように生成さ
れ、以下が適用される。
【０１４３】
　－　生成されたピクチャのＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔＶａｌの値が、ＰｏｃＳｔＣｕｒｒ
Ｂｅｆｏｒｅ［ｉ］に等しく設定される。
【０１４４】
　－　生成されたピクチャのＰｉｃＯｕｔｐｕｔＦｌａｇの値が、０に等しく設定される
。
【０１４５】
　－　生成されたピクチャは「短期参照のために使用される」とマークされる。
【０１４６】
　－　ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＣｕｒｒＢｅｆｏｒｅ［ｉ］が、生成された参照ピクチャ
となるように設定される。
【０１４７】
　－　生成されたピクチャのｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄの値が、ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉ
ｄに等しく設定される。
－　ｉが、「非参照ピクチャ」に等しい、両端値を含む０～ＮｕｍＰｏｃＳｔＣｕｒｒＡ
ｆｔｅｒ－１の範囲内にある、各ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＣｕｒｒＡｆｔｅｒ［ｉ］につ
いて、ピクチャがサブクローズ８．３．３．２において指定されているように生成され、
以下が適用される。
【０１４８】
　－　生成されたピクチャのＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔＶａｌの値が、ＰｏｃＳｔＣｕｒｒ
Ａｆｔｅｒ［ｉ］に等しく設定される。
【０１４９】
　－　生成されたピクチャのＰｉｃＯｕｔｐｕｔＦｌａｇの値が、０に等しく設定される
。
【０１５０】
　－　生成されたピクチャは「短期参照のために使用される」とマークされる。
【０１５１】
　－　生成された参照ピクチャとなるようにＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＣｕｒｒＢｅｆｏｒ
ｅ［ｉ］が設定される。
【０１５２】
　－　生成されたピクチャのｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄの値が、ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉ
ｄに等しく設定される。
－　ｉが、「非参照ピクチャ」に等しい、両端値を含む０～ＮｕｍＰｏｃＳｔＦｏｌｌ－
１の範囲内にある、各ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＦｏｌｌ［ｉ］について、ピクチャがサブ
クローズ８．３．３．２において指定されているように生成され、以下が適用される。
【０１５３】
　－　生成されたピクチャのＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔＶａｌの値が、ＰｏｃＳｔＦｏｌｌ
［ｉ］に等しく設定される。
【０１５４】
　－　生成されたピクチャのＰｉｃＯｕｔｐｕｔＦｌａｇの値が、０に等しく設定される
。
【０１５５】
　－　生成されたピクチャは「短期参照のために使用される」とマークされる。
【０１５６】
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　－　生成された参照ピクチャとなるようにＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＦｏｌｌ［ｉ］が設
定される。
【０１５７】
　－　生成されたピクチャのｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄの値が、ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉ
ｄに等しく設定される。
－　ｉが、「非参照ピクチャ」に等しい、両端値を含む０～ＮｕｍＰｏｃＬｔＣｕｒｒ－
１の範囲内にある、各ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＬｔＣｕｒｒ［ｉ］について、ピクチャがサブ
クローズ８．３．３．２において指定されているように生成され、以下が適用される。
【０１５８】
　－　生成されたピクチャのＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔＶａｌの値が、ＰｏｃＬｔＣｕｒｒ
［ｉ］に等しく設定される。
【０１５９】
　－　生成されたピクチャのｓｌｉｃｅ＿ｐｉｃ＿ｏｒｄｅｒ＿ｃｎｔ＿ｌｓｂの値が、
（ＰｏｃＬｔＣｕｒｒ［ｉ］＆（ＭａｘＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔＬｓｂ－１））に等しい
と推測される。
【０１６０】
　－　生成されたピクチャのＰｉｃＯｕｔｐｕｔＦｌａｇの値が、０に等しく設定される
。
【０１６１】
　－　生成されたピクチャは「長期参照のために使用される」とマークされる。
【０１６２】
　－　ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＬｔＣｕｒｒ［ｉ］が、生成された参照ピクチャとなるように
設定され得る。
【０１６３】
　－　生成されたピクチャのｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄの値が、ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉ
ｄに等しく設定される。
－　ｉが、「非参照ピクチャ」に等しい、両端値を含む０～ＮｕｍＰｏｃＬｔＦｏｌｌ－
１の範囲内にある、各ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＬｔＦｏｌｌ［ｉ］について、ピクチャがサブ
クローズ８．３．３．２において指定されているように生成され、以下が適用される。
【０１６４】
　－　生成されたピクチャのＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔＶａｌの値が、ＰｏｃＬｔＦｏｌｌ
［ｉ］に等しく設定される。
【０１６５】
　－　生成されたピクチャのｓｌｉｃｅ＿ｐｉｃ＿ｏｒｄｅｒ＿ｃｎｔ＿ｌｓｂの値が、
（ＰｏｃＬｔＦｏｌｌ［ｉ］＆（ＭａｘＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔＬｓｂ－１））に等しい
と推測される。
【０１６６】
　－　生成されたピクチャのＰｉｃＯｕｔｐｕｔＦｌａｇの値が、０に等しく設定される
。
【０１６７】
　－　生成されたピクチャは「長期参照のために使用される」とマークされる。
【０１６８】
　－　ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＬｔＦｏｌｌ［ｉ］が、生成された参照ピクチャとなるように
設定され得る。
【０１６９】
　－　生成されたピクチャのｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄの値が、ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉ
ｄに等しく設定される。
セクションＦ．８．３．２　参照ピクチャセットのための復号プロセス
………………………………
　ＲＰＳの導出プロセスとピクチャマーキングとは、以下の順序付きステップに従って実
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【０１７０】
　１．以下が適用される。
【０１７１】
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【数１】

【０１７２】
　２．ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＬｔＣｕｒｒおよびＲｅｆＰｉｃＳｅｔＬｔＦｏｌｌ中に含ま
れ、すべての参照ピクチャが、「長期参照のために使用される」とマークされる。
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【０１７３】
　３．以下が適用される。
【０１７４】
【数２】

【０１７５】
　４．ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＬｔＣｕｒｒ、ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＬｔＦｏｌｌ、ＲｅｆＰｉ
ｃＳｅｔＳｔＣｕｒｒＢｅｆｏｒｅ、ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＣｕｒｒＡｆｔｅｒ、また
はＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＦｏｌｌ中に含まれず、ＤＰＢ中のすべての参照ピクチャが、
「参照のために使用されない」とマークされる。
ｏｆｆｓｅｔＰｉｃＬａｙｅｒＩｄの導出プロセス
　上記で紹介したｏｆｆｓｅｔＰｉｃＬａｙｅｒＩｄ変数の導出は、次のように実行され
得る。
【０１７６】
　　このプロセスへの入力は以下の通りである。
【０１７７】
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　　－　短期参照ピクチャのためのＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔＶａｌと、長期参照ピクチャ
のためのｓｌｉｃｅ＿ｐｉｃ＿ｏｒｄｅｒ＿ｃｎｔ＿ｌｓｂとに対応する変数ｃｕｒｒＰ
ｏｃＶａｌ。
【０１７８】
　　－　５つのリスト、ＰｏｃＳｔＣｕｒｒＢｅｆｏｒｅ、ＰｏｃＳｔＣｕｒｒＡｆｔｅ
ｒ、ＰｏｃＳｔＦｏｌｌ、ＰｏｃＬｔＣｕｒｒ、およびＰｏｃＬｔＦｏｌｌのｐｏｃ値に
対応する変数ｒｅｆＰｏｃＶａｌ。
【０１７９】
　　このプロセスへの出力は以下の通りである。
【０１８０】
　　－　ｃｕｒｒＰｉｃＬａｙｅｒＩｄに等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつピクチ
ャに対応するｏｆｆｓｅｔＰｉｃＬａｙｅｒＩｄ
　　変数ｃｕｒｒＰｉｃＴｅｍｐｏｒａｌＩｄを現在ピクチャのＴｅｍｐｏｒａｌＩｄで
あるように設定されるようにする
　　変数ＣｕｒｒＰｉｃｎｏＲｅｓａｍｐｌｅＦｌａｇが、ｅｎａｂｌｅ＿ｎｏｎ＿ｃｕ
ｒｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃ＿ｐｒｅｄ［ｃｕｒｒＰｉｃＬａｙｅｒＩｄ］に等し
く設定される
【０１８１】
【数３】

【０１８２】
セクションＦ．１３．５．２．２　ＤＰＢからのピクチャの出力および削除
　現在ピクチャの復号の前の（ただし、現在ピクチャの第１のスライスのスライスヘッダ
をパースした後の）ＤＰＢからのピクチャの出力および削除は、現在ピクチャの第１の復
号ユニットがＣＰＢから削除されるときに瞬時に起こり、次のように進む。
【０１８３】
　サブクローズＦ．８．３．２において指定されているＲＰＳのための復号プロセスが、
ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄの同じ値をもつピクチャのみをマークするために呼び出される
。
上位レイヤピクチャのための時間動きベクトル更新
　[00167]上記で説明した様々な実施形態は、参照レイヤのためのエンハンスメントレイ
ヤの時間動きベクトル予測子（ＴＭＶＰ：temporal motion vector predictor）候補をサ
ンプルとともに使用し得る。そうすることは、コーディング効率を改善し得るが、同時に
、ＥＬパケットがビットストリーム中に存在しないとき（たとえば、ＥＬパケットがなく
なっているかまたは意図的に放棄された場合）動きベクトル復号中にドリフトを生じ得る
。
【０１８４】
　[00168]このドリフトを克服するのを助け得るいくつかの例示的な実施形態について、
以下で説明する。これらの例示的な実施形態は、互いに独立してまたは組み合わせて適用
され得、スケーラブルコーディングと、深度をもつまたはもたないマルチビューコーディ
ングと、ＨＥＶＣに対する他の拡張および他のビデオコーデックとに適用可能であるかま
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たは拡張され得る。
キーアクセスユニット
　[00169]「キーアクセスユニット（key access unit）」という用語は、キーピクチャの
みを含んでいるアクセスユニットを指し得る。キーピクチャは、０の時間ＩＤを有するピ
クチャであり得る。別の例では、キーピクチャは、キーピクチャとして明示的にシグナリ
ングされるピクチャであり得る。「非キーアクセスユニット（non-key access unit）」
という用語は、キーアクセスユニットでないアクセスユニットを指し得る。
上位レイヤピクチャのためのＴＭＶＰ更新
　[00170]上位レイヤピクチャが下位レイヤのための参照として使用されるとき、次いで
、高位レイヤのための以下の時間動きベクトル情報更新が提案される。
【０１８５】
　[00171]一実施形態では、非キーアクセスユニットの最後の復号ユニットを復号した後
に、レイヤインデックスｉ＞０から開始するすべてのレイヤについて、時間動きベクトル
情報が、インデックスｊ＝ｉ－１をもつ下位レイヤ中のコロケート参照ピクチャから、そ
のような下位レイヤが存在する場合、レイヤインデックスｉをもつそれのすぐ上のレイヤ
にコピーされる。キーアクセスユニットについて、そのような更新は省略される。
【０１８６】
　[00172]別の実施形態では、非キーアクセスユニットの最後の復号ユニットを復号した
後に、レイヤインデックスｉ＞０から開始するすべてのレイヤについて、時間動きベクト
ル情報が、インデックスｊ＝ｉ－１をもつ下位レイヤ中のコロケート参照ピクチャから、
そのような下位レイヤが存在する場合、レイヤインデックスｉをもつそれのすぐ上のレイ
ヤにコピーされる。この例では、レイヤインデックスｊは明示的にシグナリングされ得る
。たとえば、現在レイヤがそこから情報（たとえば、時間動きベクトル情報）を導出する
２つ以上のエンハンスメントレイヤがある場合、現在のために使用されるエンハンスメン
トレイヤのレイヤインデックスｊは、ビットストリーム中でシグナリングされ得る。
【０１８７】
　[00173]また別の例では、上記の段落において定義されたプロセスを明示的に有効化ま
たは無効化するために、フラグが随意にシグナリングされ得る。このフラグは、ＶＰＳ、
ＳＰＳ、ＰＰＳなどの異なるグラニュラリティシンタックスパラメータセットにおいて、
またはＶＵＩまたはＳＥＩメッセージとして、スライスヘッダ中でまたはそれらのそれぞ
れの拡張ヘッダにおいてシグナリングされ得る。
キーピクチャフレームワークを用いたシングルループ復号機構
　[00174]レイヤ間テクスチャ予測が、条件付きイントラ予測（ＣＩＰ：constrained int
ra prediction）を使用してコーディングされるコロケートコーディングユニット（ＣＵ
）、または復号順序において前のアクセスユニットからの情報と無関係にコーディングさ
れるコロケートＣＵに制限される場合、いくつかの実装形態（たとえば、ＳＨＶＣ）では
、シングルループ復号構造を使用することが可能であり、望ましいことがある。一例では
、復号順序において前のアクセスユニットからの情報と無関係にＣＵをコーディングする
ことは、レイヤ間テクスチャ予測（たとえば、イントラＢＬ）を使用してＣＵがコーディ
ングされることを意味し得る。
【０１８８】
　[00175]しかしながら、既存のコーディング方式では、シングルループ復号構造が有効
であるかどうかのこの指示が利用可能でないことがある。以下で説明する例示的な実施形
態を使用することによって、シングルループ復号がより有利に利用され得る。
シングルループ復号：キーアクセスユニット
　[00176]この実施形態では、上位レイヤ参照ピクチャが下位レイヤのための参照として
使用されるとき、キーアクセスユニットについて、復号順序において前のアクセスユニッ
トからの直接のまたは間接的な情報なしにコーディングされるサンプルから予測される近
隣コーディングブロックの残差データおよび復号サンプルのみを使用して、レイヤ間予測
が実行されることを述べる、エンコーダ適合制限が実装される。そのような制限は、フラ
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グを使用してシグナリングされ得る。例示的なフラグｋｅｙ＿ｐｉｃ＿ｃｏｎｓｔｒａｉ
ｎｅｄ＿ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｉｄｃが、次のように定義され得る。０に
等しいｋｅｙ＿ｐｉｃ＿ｃｏｎｓｔｒａｉｎｅｄ＿ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿
ｉｄｃは、キーアクセスユニット（またはピクチャ）について、レイヤ間予測が、イント
ラ予測モードまたはインター予測モードのいずれかを使用してコーディングされるコロケ
ートコーディングユニットの残差データおよび復号サンプルを使用することを示す。１に
等しいｃｏｎｓｔｒａｉｎｅｄ＿ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｆｌａｇは、条件
付きレイヤ間予測を示し、その場合、レイヤ間予測は、イントラ／インター予測またはレ
イヤ間予測またはそれらの組合せを介して、復号順序において前のアクセスユニットから
の直接のまたは間接的な情報なしにコーディングされるコロケートコーディングユニット
からの残差データおよび復号サンプルのみを使用する。
【０１８９】
　[00177]フラグは、ＶＰＳ、ＳＰＳ、ＰＰＳなどの異なるグラニュラリティシンタック
スパラメータセットにおいて、またはＶＵＩまたはＳＥＩメッセージとして、スライスヘ
ッダ中でまたはそれらのそれぞれの拡張ヘッダにおいてシグナリングされ得る。
シングルループ復号：非キーアクセスユニット
　[00178]非キーアクセスユニット（またはピクチャ）について、シングルループ復号を
可能にするために、以下の制限が適用され得る。
【０１９０】
　[00179]１）参照レイヤピクチャのためのデブロッキングフィルタおよびサンプル適応
オフセット（ＳＡＯ：sample adaptive offset）を無効化する。
【０１９１】
　[00180]２）参照レイヤピクチャのための条件付きイントラ予測（ＣＩＰ）を有効化す
る。
【０１９２】
　[00181]３）再構成された参照レイヤピクチャからの非ゼロ動き予測を無効化する。
【０１９３】
　[00182]４）現在ブロック中の各サンプルの参照ピクチャインデックスｒｅｆＩｄｘＬ
Ｘ（Ｘは０または１のいずれかと置き換えられる）のうちの１つのみが参照レイヤピクチ
ャに対応し、現在レイヤサンプルのためのコロケート参照サンプルが双予測を使用すると
き、エンハンスメントレイヤブロックのための双予測を無効化する。
【０１９４】
　[00183]代替的に、第４の制限の代わりに以下が使用され得る。
【０１９５】
　[00184]４）現在レイヤサンプル（ｘＣｕｒｒ、ｙＣｕｒｒ）に対応する参照ピクチャ
インデックスｒｅｆＩｄｘＬＸ（Ｘは０または１のいずれかと置き換えられる）のうちの
１つのみが参照レイヤピクチャを指し、コロケート参照サンプルが双予測を使用するとき
、エンハンスメントレイヤブロックのための双予測を無効化する。
【０１９６】
　[00185]この例では、上記の制限のすべての４つが満たされた場合、非キーアクセスユ
ニットのためのシングルループ復号が有効化され得る。たとえば、シングルループ復号で
は、ＥＬは、非キーアクセスユニットのための参照レイヤを完全に再構成することなしに
復号され得る。ＢＬとＥＬが両方ともインター予測のために同じ参照を使用するので、こ
の例ではシングルループ復号が有効化される。この例では、ＥＬは、再構成に別の残差信
号を追加し得る。たとえば、エンコーダは、ビットストリームに追加のエラー信号を追加
し得る。そのような追加のエラー信号は、復号ピクチャの品質を改善し、ビデオ品質を改
善するために使用され得る。
上位レイヤピクチャの異なる表現の使用
　[00186]一実施形態では、上位レイヤピクチャの異なる表現（たとえば、リサンプリン
グ）が使用され得るかどうかが、以下の導出プロセスを使用して推測され得る。たとえば
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、現在ピクチャをコーディングするために上位レイヤ参照ピクチャを使用する前に、上位
レイヤ参照ピクチャは、異なる表現（たとえば、サイズ、ビット深度など）に変換される
必要があり得る。
【０１９７】
　[00187]一例では、例示的な変数ａｄｄｉｔｉｏｎａｌＨｉｇｈｅｒＬａｙｅｒＲｅｆ
ｐｉｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇが使用され得る。レイヤｉｄ　ｉを有する現在レイ
ヤ中の現在ピクチャのための変数ａｄｄｉｔｉｏｎａｌＨｉｇｈｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｐ
ｉｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇは、次のように定義され得る。０に等しいａｄｄｉｔ
ｉｏｎａｌＨｉｇｈｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｐｉｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇは、ｌａ
ｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ］に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ現在ピクチ
ャについて、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ］よりも大きいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿
ｉｄをもつ復号ピクチャが現在ピクチャのための参照として使用されるとき、追加の参照
ピクチャ表現が必要とされないことを指定する。１に等しいａｄｄｉｔｉｏｎａｌＨｉｇ
ｈｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｐｉｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇは、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉ
ｎ＿ｎｕｈ［ｉ］に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ現在ピクチャについて、ｌａ
ｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ］よりも大きいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつ復号ピ
クチャが現在ピクチャのための参照として使用されるとき、追加の参照ピクチャ表現が必
要とされることを指定する。
【０１９８】
　[00188]一実施形態では、レイヤＩＤ　ｉを有する現在レイヤ中の現在ピクチャについ
て、ａｄｄｉｔｉｏｎａｌＨｉｇｈｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｐｉｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦ
ｌａｇの値は、ＳＮＲスケーラビリティのために０に設定され、他のスケーラビリティの
ために１に設定され得る。
【０１９９】
　[00189]別の実施形態では、変数ＰｉｃＷｉｄｔｈＩｎＳａｍｐｌｅｓＬおよび変数Ｐ
ｉｃＨｅｉｇｈｔＩｎＳａｍｐｌｅｓＬが、それぞれ、ルーマサンプルのユニット中の現
在ピクチャの幅および高さに等しく設定され得、変数ＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃＷｉｄｔｈ
ＩｎＳａｍｐｌｅｓＬおよび変数ＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃＨｅｉｇｈｔＩｎＳａｍｐｌｅ
ｓＬは、それぞれ、ルーマサンプルのユニット中の復号参照レイヤピクチャの幅および高
さに等しく設定され得る。さらに、変数ＳｃａｌｅｄＲｅｆＬａｙｅｒＬｅｆｔＯｆｆｓ
ｅｔ、変数ＳｃａｌｅｄＲｅｆＬａｙｅｒＴｏｐＯｆｆｓｅｔ、変数ＳｃａｌｅｄＲｅｆ
ＬａｙｅｒＲｉｇｈｔＯｆｆｓｅｔ、および変数ＳｃａｌｅｄＲｅｆＬａｙｅｒＢｏｔｔ
ｏｍＯｆｆｓｅｔが、次のように導出され得る。
【０２００】
【数４】

【０２０１】
　[00190]現在レイヤのＰｉｃＷｉｄｔｈＩｎＳａｍｐｌｅｓＬがＲｅｆＬａｙｅｒＰｉ
ｃＷｉｄｔｈＩｎＳａｍｐｌｅｓＬに等しく、現在レイヤのＰｉｃＨｅｉｇｈｔＩｎＳａ
ｍｐｌｅｓＬがＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃＨｅｉｇｈｔＩｎＳａｍｐｌｅｓＬに等しく、Ｓ
ｃａｌｅｄＲｅｆＬａｙｅｒＬｅｆｔＯｆｆｓｅｔ、ＳｃａｌｅｄＲｅｆＬａｙｅｒＴｏ
ｐＯｆｆｓｅｔ、ＳｃａｌｅｄＲｅｆＬａｙｅｒＲｉｇｈｔＯｆｆｓｅｔ、およびＳｃａ
ｌｅｄＲｅｆＬａｙｅｒＢｏｔｔｏｍＯｆｆｓｅｔの値がすべて０に等しいとき、ａｄｄ
ｉｔｉｏｎａｌＨｉｇｈｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｐｉｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇの値
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は０に設定され得る。他の場合、ａｄｄｉｔｉｏｎａｌＨｉｇｈｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｐ
ｉｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇの値は１に設定される。
【０２０２】
　[00191]別の実施形態では、関連付けられたＮＡＬユニットによって参照されるシーケ
ンスパラメータセット（ＳＰＳ）中にあり得る、（たとえば、使用される参照ピクチャの
数を示す）ｍａｘ＿ｎｕｍ＿ｒｅｆ＿ｆｒａｍｅｓが２よりも小さいとき、ａｄｄｉｔｉ
ｏｎａｌＨｉｇｈｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｐｉｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇは０に設定
され得る。現在復号参照ピクチャと、ａｄｄｉｔｉｏｎａｌＨｉｇｈｅｒＬａｙｅｒＲｅ
ｆｐｉｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇが１に等しいときは現在参照ベースピクチャとを
マークした後、「参照のために使用される」とマークされたフレームの総数はｍａｘ＿ｎ
ｕｍ＿ｒｅｆ＿ｆｒａｍｅｓと１のうちの大きい方を超えるべきではないと述べるビット
ストリーム適合制限。１に等しいａｄｄｉｔｉｏｎａｌＨｉｇｈｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｐ
ｉｃｆｏｒＣｕｒｒＰｉｃＦｌａｇを有する参照ピクチャは、インター予測のための参照
ピクチャとしてのみ使用され、出力されない。
コーディング効率対ドリフト再考
　[00192]上記で説明したように、コーディング効率とドリフト効果との間のトレードオ
フが存在し得る。上位レイヤピクチャに基づく下位レイヤピクチャのコーディングを可能
にし、同時にドリフトの効果を最小限に抑えるための様々な実施形態について本開示で説
明した。そのような実施形態うちの１つまたは複数では、動き情報とテクスチャ情報の両
方が上位レイヤ復号ピクチャから導出され得る。
異なるレイヤからの動き情報およびテクスチャ情報
　[00193]別の実施形態では、動き情報は現在レイヤの時間的ピクチャから導出され得、
テクスチャ情報は、現在レイヤ中の現在ピクチャをコーディングするための上位レイヤ復
号ピクチャから導出され得る。上位レイヤからのテクスチャ情報がより良い品質を有し得
ることは理解され得る。しかしながら、現在レイヤから動き情報を導出することがより良
好であり得る場合があり得る。さらに、上位レイヤパケットが失われたとき、動き情報に
もたらされるエラー（たとえば、ドリフト）は、テクスチャ情報にもたらされるエラーよ
りもひどいことがある。したがって、現在レイヤから動き情報を導出することによって、
少なくとも動き情報が、上位レイヤパケットが失われたかまたは意図的に放棄される場合
に備えてドリフトプルーフにされ得る。
【０２０３】
　[00194]現在レイヤ中の現在ピクチャをコーディングするときに現在レイヤから導出さ
れた動き情報と上位レイヤから導出されたテクスチャ情報とを使用するためのいくつかの
例示的な実装形態について、以下で説明する。これらの方法は、互いに独立してまたは組
み合わせて適用され得、スケーラブルコーディングと、深度をもつまたはもたないマルチ
ビューコーディングと、ＨＥＶＣに対する他の拡張および他のビデオコーデックとに適用
可能であるかまたは拡張され得る。
実施形態＃１：高レベル変更
　[00195]一実施形態では、参照ピクチャセット（ＲＰＳ：reference picture set）構成
が、ＲＰＳがＥＬとＢＬの両方からのピクチャを含んでいるように変更される。たとえば
、ＲＰＳ中のＥＬピクチャの数がＲＰＳ中のＢＬピクチャの数に等しい場合、ＲＰＳ中の
エントリの数は２倍になる。一実施形態では、ＲＰＳは、以下のセクションＦ．８．３．
２で示されているように変更され得る。別の実施形態では、ＲＰＳは、当技術分野で知ら
れている任意の方法を含む、本明細書で説明しない方法を使用して追加のＢＬピクチャを
含むように変更され得る。
【０２０４】
　[00196]ＲＰＳが構成された後に、参照ピクチャリスト（ＲＰＬ：reference picture l
ist）が構成される。一例では、ＲＰＳは、現在ピクチャをコーディングするために使用
され得るすべての復号ピクチャを含み得るが、ＲＰＬは、現在ピクチャによって使用され
る可能性がある復号ピクチャを含み得る。エンコーダは、どのピクチャがＲＰＬ中に挿入



(48) JP 2016-528802 A 2016.9.15

10

20

30

40

されるかを選択し得る。ＲＰＬ中の参照ピクチャの各々は、対応する参照インデックスを
使用して参照され得る。
【０２０５】
　[00197]ＲＰＬが構成された後に、ＲＰＬは変更される。一実施形態では、ＲＰＬは、
以下のセクションＨ．８．３．４に示されているように（たとえば、コロケート参照イン
デックスを有するＲＰＬ中の最後のエントリを、ＲＰＳ中に存在する対応するベースレイ
ヤピクチャと交換することによって）変更される。たとえば、エンコーダは、ＢＬピクチ
ャ＃１をベースレイヤ中の現在ピクチャのＲＰＬ中に挿入することが望ましいことがある
と決定し得る。そのような場合、エンコーダはＲＰＬ中の最後のピクチャをＢＬピクチャ
＃１と交換し得る。他の実施形態では、ＢＬピクチャ＃１は、ＲＰＬ中の（たとえば、同
じアクセスユニット中の）ＢＬピクチャ＃１に対応するＥＬ参照ピクチャと入れ替わる。
他の実施形態では、ＢＬピクチャ＃１は、現在ピクチャのＲＰＬ中の任意の位置にある任
意のＥＬピクチャと入れ替わり得る。
実施形態＃１の実装形態：ＳＨＶＣ仕様への提案された変更
　[00198]（イタリック体で示されている）以下の変更がＨＥＶＣスケーラブル拡張（Ｓ
ＨＶＣ）のドラフトに対して行われ得る。
セクションＦ．８．３．２　参照ピクチャセットのための復号プロセス
………………………………
　現在ピクチャのＲＰＳは、ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＣｕｒｒＢｅｆｏｒｅ、ＲｅｆＰｉ
ｃＳｅｔＳｔＣｕｒｒＡｆｔｅｒ、ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＦｏｌｌ、ＲｅｆＰｉｃＳｅ
ｔＬｔＣｕｒｒ、およびＲｅｆＰｉｃＳｅｔＬｔＦｏｌｌという５つのＲＰＳリストから
なる。ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＣｕｒｒＢｅｆｏｒｅ、ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＣｕｒｒ
Ａｆｔｅｒ、およびＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＦｏｌｌは短期ＲＰＳと総称され得る。Ｒｅ
ｆＰｉｃＳｅｔＬｔＣｕｒｒおよびＲｅｆＰｉｃＳｅｔＬｔＦｏｌｌは長期ＲＰＳと総称
され得る。
【０２０６】
　　注１－　ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＣｕｒｒＢｅｆｏｒｅ、ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＣ
ｕｒｒＡｆｔｅｒ、およびＲｅｆＰｉｃＳｅｔＬｔＣｕｒｒは、現在ピクチャと、復号順
序において現在ピクチャに後続する１つまたは複数のピクチャとのインター予測のために
使用され得るすべての参照ピクチャを含んでいる。ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＦｏｌｌおよ
びＲｅｆＰｉｃＳｅｔＬｔＦｏｌｌは、現在ピクチャのインター予測のために使用されな
いが、復号順序において現在ピクチャに後続する１つまたは複数のピクチャのためのイン
ター予測において使用され得るすべての参照ピクチャからなる。
【０２０７】
　変数ｏｆｆｓｅｔＰｉｃＬａｙｅｒＩｄは、０に等しくないｅｎａｂｌｅ＿ｈｉｇｈｅ
ｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃ＿ｐｒｅｄ［ｃｕｒｒＰｉｃＬａｙｅｒＩｄ］、および
ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄが現在ピクチャについて０に等しくないとき、１に等しく設定され
る。
【０２０８】
　ＲＰＳの導出プロセスとピクチャマーキングとは、以下の順序付きステップに従って実
行される。
【０２０９】
　　１．以下が適用される。
【０２１０】
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【０２１１】
　　２．ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＬｔＣｕｒｒおよびＲｅｆＰｉｃＳｅｔＬｔＦｏｌｌ中に含
まれ、ｃｕｒｒＰｉｃＬａｙｅｒＩｄに等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつすべての
参照ピクチャが、「長期参照のために使用される」とマークされる。
【０２１２】
　　３．以下が適用される。
【０２１３】
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【数８】

【０２１４】
　　４．ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＬｔＣｕｒｒ、ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＬｔＦｏｌｌ、ＲｅｆＰ
ｉｃＳｅｔＳｔＣｕｒｒＢｅｆｏｒｅ、ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＣｕｒｒＡｆｔｅｒ、ま
たはＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＦｏｌｌ中に含まれず、ｃｕｒｒＰｉｃＬａｙｅｒＩｄに等
しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄをもつＤＰＢ中のすべての参照ピクチャが、「参照のため
に使用されない」とマークされる。
【０２１５】
　　注２－　対応するピクチャがＤＰＢ中に存在しないので、「参照ピクチャなし」に等
しいＲＰＳリスト中に１つまたは複数のエントリが存在し得る。「参照ピクチャなし」に
等しいＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＦｏｌｌまたはＲｅｆＰｉｃＳｅｔＬｔＦｏｌｌ中のエン
トリは、無視されるべきである。「参照ピクチャなし」に等しいＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔ
ＣｕｒｒＢｅｆｏｒｅ、ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＣｕｒｒＡｆｔｅｒ、またはＲｅｆＰｉ
ｃＳｅｔＬｔＣｕｒｒ中の各エントリについて、偶発的ピクチャ紛失が推測されるべきで
ある。
セクションＦ．１３．５．２．２　ＤＰＢからのピクチャの出力および削除
　現在ピクチャの復号の前の（ただし、現在ピクチャの第１のスライスのスライスヘッダ
をパースした後の）ＤＰＢからのピクチャの出力および削除は、現在ピクチャの第１の復
号ユニットがＣＰＢから削除されるときに瞬時に起こり、次のように進む。
【０２１６】
　サブクローズＦ．８．３．２において指定されているＲＰＳのための復号プロセスが、
ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄの同じ値をもつピクチャのみをマークするために呼び出される
。
セクションＨ８．３．４　参照ピクチャリスト構成のための復号プロセス
　このプロセスは、各ＰスライスまたはＢスライスのための復号プロセスの開始時に呼び
出される。
【０２１７】
　参照ピクチャは、サブクローズ８．５．３．３．２に指定されている参照インデックス
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を介してアドレス指定される。参照インデックスは参照ピクチャリストへのインデックス
である。Ｐスライスを復号するとき、単一の参照ピクチャリストＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０
が存在する。Ｂスライスを復号するとき、ＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０に加えて、第２の独立
した参照ピクチャリストＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ１が存在する。
【０２１８】
　スライスごとの復号プロセスの開始時に、参照ピクチャリストＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０
、およびＢスライスの場合ＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ１が、次のように導出される。
【０２１９】
　変数ｏｆｆｓｅｔＰｉｃＬａｙｅｒＩｄは、ｅｎａｂｌｅ＿ｈｉｇｈｅｒ＿ｌａｙｅｒ
＿ｒｅｆ＿ｐｉｃ＿ｐｒｅｄ［ｃｕｒｒＰｉｃＬａｙｅｒＩｄ］が１に等しく、Ｔｅｍｐ
ｏｒａｌＩｄが現在ピクチャについて０よりも大きいとき、１に等しく設定される。
【０２２０】
　変数ＮｕｍＲｐｓＣｕｒｒＴｅｍｐＬｉｓｔ０は、Ｍａｘ（ｎｕｍ＿ｒｅｆ＿ｉｄｘ＿
ｌ０＿ａｃｔｉｖｅ＿ｍｉｎｕｓ１＋１，ＮｕｍＰｉｃＴｏｔａｌＣｕｒｒ）に等しく設
定され、リストＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔＴｅｍｐ０は次のように構成される。
【０２２１】
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【数９】

【０２２２】
　リストＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０は次のように構成される。
【０２２３】
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【０２２４】
　スライスがＢスライスであるとき、変数ＮｕｍＲｐｓＣｕｒｒＴｅｍｐＬｉｓｔ１はＭ
ａｘ（ｎｕｍ＿ｒｅｆ＿ｉｄｘ＿ｌ１＿ａｃｔｉｖｅ＿ｍｉｎｕｓ１＋１，ＮｕｍＰｉｃ
ＴｏｔａｌＣｕｒｒ）に等しく設定され、ＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔＴｅｍｐ１は次のように
構成される。
【０２２５】
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【０２２６】
　スライスがＢスライスであるとき、リストＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ１は次のように構成さ
れる。
【０２２７】
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【数１２】

【０２２８】
　　注－　レイヤ間参照ピクチャからの動きベクトルがゼロ動きのみであるように制約さ
れるので、ＳＨＶＣエンコーダは、レイヤ間参照ピクチャのみが現在ピクチャ中のすべて
のスライスの参照ピクチャリスト中に存在するとき、ｓｌｉｃｅ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｍ
ｖｐ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇを０に設定することによって現在ピクチャのための時間
動きベクトル予測を無効化すべきである。このことは、ｃｏｌｌｏｃａｔｅｄ＿ｆｒｏｍ
＿ｌ０＿ｆｌａｇおよびｃｏｌｌｏｃａｔｅｄ＿ｒｅｆ＿ｉｄｘなどの追加のシンタック
ス要素を送る必要を回避する。
【０２２９】
　　注－　ｏｆｆｓｅｔＰｉｃＬａｙｅｒＩｄが０に等しくないとき、ｃｏｌｌｏｃａｔ
ｅｄ＿ｒｅｆ＿ｉｄｘは、それのそれぞれのリスト中の最後のインデックス位置に等しい
ものとする。
実施形態＃２：動き情報をベースレイヤからエンハンスメントレイヤにコピーすること
　[00199]一実施形態では、ＢＬの動き情報は、それのコロケートエンハンスメントレイ
ヤピクチャにコピーされ得る。たとえば、現在ピクチャのＲＰＬは１つまたは複数のＥＬ
ピクチャを含み得る。１つまたは複数のＥＬピクチャの動き情報は１つまたは複数のＢＬ
ピクチャの動き情報と交換され得る。一例では、ＥＬピクチャの動き情報は、ＥＬピクチ
ャに関してコロケートされるＢＬピクチャの動き情報で上書きされる。
【０２３０】
　[00200]一実施形態では、動き情報コピープロセスは４×４サブブロックレベルにおい
て実装され得る。別の実施形態では、動き情報コピープロセスは４×４以外のサブブロッ
クレベルにおいて実装され得る。動き情報コピープロセスは、動き情報が交換／上書きさ
れているエンハンスメントレイヤピクチャを復号した後に実行され得る。
実施形態＃３：テクスチャ情報をエンハンスメントレイヤからベースレイヤにコピーする
こと
　[00201]一実施形態では、ＥＬのテクスチャ情報は、それのコロケートＢＬピクチャに
コピーされ得る。たとえば、現在ピクチャのＲＰＬは１つまたは複数のＢＬピクチャを含
み得る。１つまたは複数のＢＬピクチャのテクスチャ情報は１つまたは複数のＥＬピクチ
ャのテクスチャ情報と交換され得る。一例では、ＢＬピクチャのテクスチャ情報は、ＢＬ
ピクチャに関してコロケートされたＥＬピクチャのテクスチャ情報で上書きされる。
【０２３１】
　[00202]一実施形態では、テクスチャ情報コピープロセスは４×４サブブロックレベル
において実装され得る。別の実施形態では、テクスチャ情報コピープロセスは、４×４以
外のサブブロックレベルにおいて実装され得る。テクスチャ情報コピープロセスは、それ
のテクスチャ情報がコピーされているエンハンスメントレイヤピクチャを復号した後に、
実行され得る。一実施形態では、ＥＬピクチャは、それのテクスチャ情報がそれのコロケ
ートＢＬピクチャ上にコピーされる前に、リサンプリングされ得る。リサンプリングは、
ＢＬとＥＬとの間のスケーラビリティ比に基づき得る。
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他の考慮事項
　[00203]本明細書で開示される情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれ
かを使用して表され得る。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命
令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、
磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表さ
れ得る。
【０２３２】
　[00204]本明細書で開示した実施形態に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、
モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソ
フトウェア、またはその両方の組合せとして実装され得る。ハードウェアとソフトウェア
のこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブロック、モジュール、回
路、およびステップについて、概してそれらの機能に関して上記で説明した。そのような
機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実装するかは、特定の適用例
および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。当業者は、説明した機能を特定
の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実装の決定は、本発明の範囲から
の逸脱を生じるものと解釈すべきではない。
【０２３３】
　[00205]本明細書で説明した技術は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、
またはそれらの任意の組合せで実装され得る。そのような技法は、汎用コンピュータ、ワ
イヤレス通信デバイスハンドセット、またはワイヤレス通信デバイスハンドセットおよび
他のデバイスにおける適用例を含む複数の用途を有する集積回路デバイスなど、様々なデ
バイスのいずれかにおいて実装され得る。モジュールまたは構成要素として説明した特徴
は、集積論理デバイスに一緒に、または個別であるが相互運用可能な論理デバイスとして
別々に実装され得る。ソフトウェアで実装した場合、本技法は、実行されたとき、上記で
説明した方法のうちの１つまたは複数を実行する命令を含むプログラムコードを備えるコ
ンピュータ可読データ記憶媒体によって、少なくとも部分的に実現され得る。コンピュー
タ可読データ記憶媒体は、パッケージング材料を含むことがあるコンピュータプログラム
製品の一部を形成し得る。コンピュータ可読媒体は、同期型ダイナミックランダムアクセ
スメモリ（ＳＤＲＡＭ）などのランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（
ＲＯＭ）、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）、電気消去可能プログラマブ
ル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、フラッシュメモリ、磁気または光学
データ記憶媒体などの、メモリまたはデータ記憶媒体を備え得る。本技法は、追加または
代替として、伝搬信号または電波など、命令またはデータ構造の形態でプログラムコード
を搬送または伝達し、コンピュータによってアクセスされ、読み取られ、および／または
実行され得るコンピュータ可読通信媒体によって、少なくとも部分的に実現され得る。
【０２３４】
　[00206]プログラムコードは、１つまたは複数のデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、
汎用マイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブ
ルロジックアレイ（ＦＰＧＡ）、または他の等価の集積回路またはディスクリート論理回
路など、１つまたは複数のプロセッサを含み得るプロセッサによって実行され得る。その
ようなプロセッサは、本開示で説明する技法のいずれかを実行するように構成され得る。
汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の
従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械であり得る。
プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロ
プロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複
数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成として実装され得る。した
がって、本明細書で使用する「プロセッサ」という用語は、上記の構造、上記の構造の任
意の組合せ、または本明細書で説明する技法の実装に好適な他の構造または装置のいずれ
かを指す。さらに、いくつかの態様では、本明細書で説明した機能は、符号化および復号
のために構成された専用のソフトウェアモジュールもしくはハードウェアモジュール内に
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提供され得、または複合ビデオエンコーダ／デコーダ（コーデック）に組み込まれ得る。
また、本技法は、１つまたは複数の回路または論理要素中に十分に実装され得る。
【０２３５】
　[00207]本開示の技法は、ワイヤレスハンドセット、集積回路（ＩＣ）またはＩＣのセ
ット（たとえば、チップセット）を含む、多種多様なデバイスまたは装置で実装され得る
。本開示では、開示する技法を実行するように構成されたデバイスの機能的態様を強調す
るために、様々な構成要素、モジュール、またはユニットについて説明したが、それらの
構成要素、モジュール、またはユニットは、必ずしも異なるハードウェアユニットによる
実現を必要とするとは限らない。むしろ、上記で説明したように、様々なユニットが、好
適なソフトウェアおよび／またはファームウェアとともに、上記で説明した１つまたは複
数のプロセッサを含めて、コーデックハードウェアユニットにおいて組み合わせられるか
、または相互動作可能なハードウェアユニットの集合によって与えられ得る。
【０２３６】
　[00208]本発明の様々な実施形態について説明した。これらおよび他の実施形態は以下
の特許請求の範囲内に入る。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図２Ａ】 【図２Ｂ】

【図３Ａ】 【図３Ｂ】
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【図４】

【手続補正書】
【提出日】平成28年4月4日(2016.4.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオ情報をコーディングするように構成された装置であって、前記装置は、
　第１のレイヤＩＤを有する現在レイヤと、第２のレイヤＩＤを有するエンハンスメント
レイヤとに関連付けられたビデオ情報を記憶するように構成されたメモリユニットと、前
記現在レイヤが現在ピクチャを有する、
　前記メモリユニットと通信しているプロセッサとを備え、前記プロセッサが、
　　前記現在レイヤが、前記第１のレイヤＩＤよりも大きいレイヤＩＤを有する別のレイ
ヤからの復号ピクチャを使用してコーディングされ得るという指示を処理することと、こ
こにおいて、前記指示は、ビデオパラメータセット（ＶＰＳ）、シーケンスパラメータセ
ット（ＳＰＳ）、またはピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）のうちの１つで提供される
、
　　前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイ
ヤピクチャを有すると決定することと、
　　前記指示を処理すること、および前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャ
に対応するエンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定したことに応答して、前記復
号エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングすること
と
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　を行うように構成された、装置。
【請求項２】
　前記プロセッサは、前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有すると決定する
ようにさらに構成され、ここにおいて、前記現在ピクチャをコーディングすることは、前
記指示を処理すること、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエ
ンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定すること、および前記現在ピクチャが、０
よりも大きい時間ＩＤを有すると決定したことに応答して、前記復号エンハンスメントレ
イヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングすることを備える、請求項１に
記載の装置。
【請求項３】
　前記プロセッサは、前記ビデオ情報が信号対雑音比（ＳＮＲ）または空間スケーラビリ
ティを呈すると決定するようにさらに構成され、ここにおいて、前記現在ピクチャをコー
ディングすることは、前記指示を処理すること、前記エンハンスメントレイヤが、前記現
在ピクチャに対応するエンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定すること、および
前記ビデオ情報が信号対雑音比（ＳＮＲ）または空間スケーラビリティを呈すると決定し
たことに応答して、前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチ
ャをコーディングすることを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記エンハンスメントレイヤの前記第２のレイヤＩＤが、前記現在レイヤの前記第１の
レイヤＩＤよりも大きい、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ
得るかどうかの前記指示が、同じコード化ビデオシーケンス（ＣＶＳ）内の前記現在レイ
ヤ中の０よりも大きい時間ＩＤを有する各ピクチャについて同じである、請求項１に記載
の装置。
【請求項６】
　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ
得るかどうかの前記指示が、同じコード化ビデオシーケンス（ＣＶＳ）内の前記現在レイ
ヤ中の０に等しい時間ＩＤを有する各ピクチャについて同じである、請求項１に記載の装
置。
【請求項７】
　前記プロセッサが、前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピク
チャをコーディングすることに応答して、前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに関
連付けられた動き情報を前記コード化現在ピクチャの動き情報と交換するようにさらに構
成された、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記プロセッサが、前記現在ピクチャを含んでいるアクセスユニット中の各ピクチャを
コーディングした後に、０よりも大きいレイヤＩＤを有する各レイヤ中の前記アクセスユ
ニット中のピクチャに関連付けられた動き情報を、前記各レイヤのすぐ下にあるレイヤ中
の別のピクチャの動き情報と交換するようにさらに構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記プロセッサは、
　前記現在レイヤ中のピクチャのためのデブロッキングフィルタとサンプルアドプティブ
オフセット（ＳＡＯ）とを無効化することと、
　前記現在レイヤ中のピクチャのための条件付きイントラ予測を有効化することと、
　前記現在レイヤ中の非ゼロ動き情報を使用した動き予測を無効化することと、
　前記エンハンスメントレイヤ中のエンハンスメントレイヤブロックに関連付けられたた
だ１つの参照ピクチャインデックスが前記現在ピクチャに対応し、前記現在ピクチャ中の
コロケート現在レイヤブロックが双予測を使用するとき、前記エンハンスメントレイヤ中
の双予測を無効化することと、
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　前記デブロッキングフィルタおよび前記ＳＡＯの前記無効化と、制約イントラ予測の前
記有効化と、動き予測の前記無効化と、双予測を前記無効化することとに応答して、前記
ビデオ情報のシングルループコーディングを実行することと
を行うようにさらに構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記プロセッサが、少なくとも、前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに関連付け
られたテクスチャ情報と、前記現在レイヤ中の１つまたは複数のピクチャに関連付けられ
た動き情報とを使用して前記現在ピクチャをコーディングすることによって、前記復号エ
ンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングするように構
成された、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、
　前記エンハンスメントレイヤ中の別のエンハンスメントレイヤピクチャが復号された後
に、前記別のエンハンスメントレイヤピクチャの動き情報を、前記別のエンハンスメント
レイヤピクチャに対応する別の現在レイヤピクチャの動き情報と交換することと、
　前記別のエンハンスメントレイヤピクチャの前記動き情報を使用して前記現在ピクチャ
をコーディングすることと
を行うようにさらに構成された、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、
　前記現在レイヤ中の別の現在レイヤピクチャに対応する別のエンハンスメントレイヤピ
クチャが復号された後に、前記別の現在レイヤピクチャのテクスチャ情報を前記別のエン
ハンスメントレイヤピクチャのテクスチャ情報と交換することと、
　前記別の現在レイヤピクチャの前記テクスチャ情報を使用して前記現在ピクチャをコー
ディングすることと
を行うようにさらに構成された、請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記装置がエンコーダを備え、前記プロセッサが、ビットストリーム中の前記ビデオ情
報を符号化するようにさらに構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記装置がデコーダを備え、前記プロセッサが、ビットストリーム中の前記ビデオ情報
を復号するようにさらに構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記装置が、コンピュータと、ノートブックと、ラップトップと、タブレットコンピュ
ータと、セットトップボックスと、電話ハンドセットと、スマートフォンと、スマートパ
ッドと、テレビジョンと、カメラと、ディスプレイデバイスと、デジタルメディアプレー
ヤと、ビデオゲームコンソールと、車内コンピュータとからなるグループから選択される
デバイスを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項１６】
　ビデオ情報をコーディングする方法であって、前記方法は、
　第１のレイヤＩＤを有する現在レイヤが、前記第１のレイヤＩＤよりも大きいレイヤＩ
Ｄを有する別のレイヤからの復号ピクチャを使用してコーディングされ得るという指示を
処理することと、ここにおいて、前記指示は、ビデオパラメータセット（ＶＰＳ）、シー
ケンスパラメータセット（ＳＰＳ）、またはピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）のうち
の１つで提供される、
　第２のレイヤＩＤを有するエンハンスメントレイヤが、前記現在レイヤ中の現在ピクチ
ャに対応するエンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定することと、
　前記指示を処理すること、および前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに
対応するエンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定したことに応答して、前記復号
エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングすることと
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を備える、方法。
【請求項１７】
　前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有すると決定することをさらに備え、
ここにおいて、前記現在ピクチャをコーディングすることは、前記指示を処理すること、
前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイヤピ
クチャを有すると決定すること、および前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを
有すると決定したことに応答して、前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて
前記現在ピクチャをコーディングすることを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ビデオ情報が信号対雑音比（ＳＮＲ）または空間スケーラビリティを呈すると決定
することをさらに備え、ここにおいて、前記現在ピクチャをコーディングすることは、前
記指示を処理すること、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエ
ンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定すること、および前記ビデオ情報が信号対
雑音比（ＳＮＲ）または空間スケーラビリティを呈すると決定したことに応答して、前記
復号エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングするこ
とを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディング
する前に、前記エンハンスメントレイヤピクチャの空間またはビット深度の変換が必要と
されるかどうかを示すフラグまたはシンタックス要素を送信または受信することをさらに
備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　前記エンハンスメントレイヤの前記第２のレイヤＩＤが、前記現在レイヤの前記第１の
レイヤＩＤよりも大きい、請求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディング
することに応答して、前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに関連付けられた動き情
報を前記コード化現在ピクチャの動き情報と交換することをさらに備える、請求項１６に
記載の方法。
【請求項２２】
　前記現在ピクチャを含んでいるアクセスユニット中の各ピクチャをコーディングした後
に、０よりも大きいレイヤＩＤを有する各レイヤ中の前記アクセスユニット中のピクチャ
に関連付けられた動き情報を、前記各レイヤのすぐ下にあるレイヤ中の別のピクチャの動
き情報と交換することをさらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２３】
　前記現在レイヤ中のピクチャのためのデブロッキングフィルタとサンプルアドプティブ
オフセット（ＳＡＯ）とを無効化することと、
　前記現在レイヤ中のピクチャのための条件付きイントラ予測を有効化することと、
　前記現在レイヤ中の非ゼロ動き情報を使用した動き予測を無効化することと、
　前記エンハンスメントレイヤ中のエンハンスメントレイヤブロックに関連付けられたた
だ１つの参照ピクチャインデックスが前記現在ピクチャに対応し、前記現在ピクチャ中の
コロケート現在レイヤブロックが双予測を使用するとき、前記エンハンスメントレイヤ中
の双予測を無効化することと、
　前記デブロッキングフィルタおよび前記ＳＡＯの前記無効化と、制約イントラ予測の前
記有効化と、動き予測の前記無効化と、双予測を前記無効化することとに応答して、前記
ビデオ情報のシングルループコーディングを実行することと
をさらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２４】
　前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディング
することが、前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに関連付けられたテクスチャ情報
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と、前記現在レイヤ中の１つまたは複数のピクチャに関連付けられた動き情報とを使用し
て前記現在ピクチャをコーディングすることを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２５】
　前記エンハンスメントレイヤ中の別のエンハンスメントレイヤピクチャが復号された後
に、前記別のエンハンスメントレイヤピクチャの動き情報を、前記別のエンハンスメント
レイヤピクチャに対応する別の現在レイヤピクチャの動き情報と交換することと、
　前記別のエンハンスメントレイヤピクチャの前記動き情報を使用して前記現在ピクチャ
をコーディングすることと
をさらに備える、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記現在レイヤ中の別の現在レイヤピクチャに対応する別のエンハンスメントレイヤピ
クチャが復号された後に、前記別の現在レイヤピクチャのテクスチャ情報を前記別のエン
ハンスメントレイヤピクチャのテクスチャ情報と交換することと、
　前記別の現在レイヤピクチャの前記テクスチャ情報を使用して前記現在ピクチャをコー
ディングすることと
をさらに備える、請求項２４に記載の方法。
【請求項２７】
　実行されると、装置に、
　第１のレイヤＩＤを有する現在レイヤと、第２のレイヤＩＤを有するエンハンスメント
レイヤとに関連付けられたビデオ情報を記憶することと、前記現在レイヤが現在ピクチャ
を有する、
　前記現在レイヤが、前記第１のレイヤＩＤよりも大きいレイヤＩＤを有する別のレイヤ
からの復号ピクチャを使用してコーディングされ得るという指示を処理することと、ここ
において、前記指示は、ビデオパラメータセット（ＶＰＳ）、シーケンスパラメータセッ
ト（ＳＰＳ）、またはピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）のうちの１つで提供される、
　前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイヤ
ピクチャを有すると決定することと、
　前記指示を処理すること、および前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに
対応するエンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定したことに応答して、前記復号
エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングすることと
を備えるプロセスを実行させるコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２８】
　前記プロセスは、前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有すると決定するこ
とをさらに備え、ここにおいて、前記現在ピクチャをコーディングすることは、前記指示
を処理すること、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハン
スメントレイヤピクチャを有すると決定すること、および前記現在ピクチャが、０よりも
大きい時間ＩＤを有すると決定したことに応答して、前記復号エンハンスメントレイヤピ
クチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングすることを備える、請求項２７に記載
のコンピュータ可読媒体。
【請求項２９】
　ビデオ情報をコーディングするように構成されたビデオコーディングデバイスであって
、前記ビデオコーディングデバイスは、
　第１のレイヤＩＤを有する現在レイヤと、第２のレイヤＩＤを有するエンハンスメント
レイヤとに関連付けられたビデオ情報を記憶するための手段と、前記現在レイヤが現在ピ
クチャを有する、
　前記現在レイヤが、前記第１のレイヤＩＤよりも大きいレイヤＩＤを有する別のレイヤ
からの復号ピクチャを使用してコーディングされ得るという指示を処理するための手段と
、ここにおいて、前記指示は、ビデオパラメータセット（ＶＰＳ）、シーケンスパラメー
タセット（ＳＰＳ）、またはピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）のうちの１つで提供さ
れる、
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　前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイヤ
ピクチャを有すると決定するための手段と、
　前記指示を処理すること、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応す
るエンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定したことに応答して、前記復号エンハ
ンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングするための手段と
を備える、ビデオコーディングデバイス。
【請求項３０】
　前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有すると決定するための手段をさらに
備え、ここにおいて、前記現在ピクチャをコーディングすることは、前記指示を処理する
こと、および前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメ
ントレイヤピクチャを有すると決定すること、および前記現在ピクチャが、０よりも大き
い時間ＩＤを有すると決定したことに応答して、前記復号エンハンスメントレイヤピクチ
ャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングすることを備える、請求項２９に記載のビ
デオコーディングデバイス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３６】
　[00208]本発明の様々な実施形態について説明した。これらおよび他の実施形態は以下
の特許請求の範囲内に入る。
以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ビデオ情報をコーディングするように構成された装置であって、前記装置は、
　現在レイヤとエンハンスメントレイヤとに関連付けられたビデオ情報を記憶するように
構成されたメモリユニットと、前記現在レイヤが現在ピクチャを有する、
　前記メモリユニットと通信しているプロセッサとを備え、前記プロセッサが、
　　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングさ
れ得るかどうかを決定することと、
　　前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイ
ヤピクチャを有するかどうかを決定することと、
　　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングさ
れ得、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレ
イヤピクチャを有すると決定したことに応答して、前記エンハンスメントレイヤピクチャ
に基づいて前記現在ピクチャをコーディングすることと
　を行うように構成された、装置。
［Ｃ２］
　前記プロセッサは、前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有するかどうかを
決定するようにさらに構成され、ここにおいて、前記現在ピクチャをコーディングするこ
とは、前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディング
され得、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメント
レイヤピクチャを有し、前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有すると決定し
たことに応答して、前記エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャを
コーディングすることを備える、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ３］
　前記プロセッサは、前記ビデオ情報が信号対雑音比（ＳＮＲ）または空間スケーラビリ
ティを呈するかどうかを決定するようにさらに構成され、ここにおいて、前記現在ピクチ
ャをコーディングすることは、前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現
在レイヤがコーディングされ得、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対
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応するエンハンスメントレイヤピクチャを有し、前記ビデオ情報が信号対雑音比（ＳＮＲ
）または空間スケーラビリティを呈すると決定したことに応答して、前記エンハンスメン
トレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングすることを備える、Ｃ１に
記載の装置。
［Ｃ４］
　前記エンハンスメントレイヤが、前記現在レイヤのレイヤＩＤよりも大きいレイヤＩＤ
を有する１つまたは複数の上位レイヤを備え、前記エンハンスメントレイヤピクチャが前
記１つまたは複数の上位レイヤの各々からのピクチャを備える、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ５］
　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ
得るかどうかの前記決定が、前記同じコード化ビデオシーケンス（ＣＶＳ）内の前記現在
レイヤ中の０よりも大きい時間ＩＤを有する各ピクチャについて同じである、Ｃ１に記載
の装置。
［Ｃ６］
　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ
得るかどうかの前記決定が、前記同じコード化ビデオシーケンス（ＣＶＳ）内の前記現在
レイヤ中の０に等しい時間ＩＤを有する各ピクチャについて同じである、Ｃ１に記載の装
置。
［Ｃ７］
　前記プロセッサが、前記エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャ
をコーディングすることに応答して、前記コード化エンハンスメントレイヤピクチャに関
連付けられた動き情報を前記コード化現在ピクチャの動き情報と交換するようにさらに構
成された、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ８］
　前記プロセッサが、前記現在ピクチャを含んでいるアクセスユニット中の各ピクチャを
コーディングした後に、０よりも大きいレイヤＩＤを有する各レイヤ中の前記アクセスユ
ニット中のピクチャに関連付けられた動き情報を、前記各レイヤのすぐ下にあるレイヤ中
の別のピクチャの動き情報と交換するようにさらに構成された、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ９］
　前記プロセッサは、
　前記現在レイヤ中のピクチャのためのデブロッキングフィルタとサンプルアドプティブ
オフセット（ＳＡＯ）とを無効化することと、
　前記現在レイヤ中のピクチャのための条件付きイントラ予測を有効化することと、
　前記現在レイヤ中の非ゼロ動き情報を使用した動き予測を無効化することと、
　前記エンハンスメントレイヤ中のエンハンスメントレイヤブロックに関連付けられたた
だ１つの参照ピクチャインデックスが前記現在ピクチャに対応し、前記現在ピクチャ中の
コロケート現在レイヤブロックが双予測を使用するとき、前記エンハンスメントレイヤ中
の双予測を無効化することと、
　前記デブロッキングフィルタおよび前記ＳＡＯの前記無効化と、制約イントラ予測の前
記有効化と、動き予測の前記無効化と、双予測を前記無効化することとに応答して、前記
ビデオ情報のシングルループコーディングを実行することとを行うようにさらに構成され
た、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１０］
　前記プロセッサが、少なくとも、前記エンハンスメントレイヤピクチャに関連付けられ
たテクスチャ情報と、前記現在レイヤ中の１つまたは複数のピクチャに関連付けられた動
き情報とを使用して前記現在ピクチャをコーディングすることによって、前記エンハンス
メントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングするように構成された
、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１１］
　前記プロセッサは、
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　前記エンハンスメントレイヤ中の別のエンハンスメントレイヤピクチャがコーディング
された後に、前記別のエンハンスメントレイヤピクチャの動き情報を、前記別のエンハン
スメントレイヤピクチャに対応する別の現在レイヤピクチャの動き情報と交換することと
、
　前記別のエンハンスメントレイヤピクチャの前記動き情報を使用して前記現在ピクチャ
をコーディングすることとを行うようにさらに構成された、Ｃ１０に記載の装置。
［Ｃ１２］
　前記プロセッサは、
　前記現在レイヤ中の別の現在レイヤピクチャに対応する別のエンハンスメントレイヤピ
クチャがコーディングされた後に、前記別の現在レイヤピクチャのテクスチャ情報を前記
別のエンハンスメントレイヤピクチャのテクスチャ情報と交換することと、
　前記別の現在レイヤピクチャの前記テクスチャ情報を使用して前記現在ピクチャをコー
ディングすることとを行うようにさらに構成された、Ｃ１０に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記装置がエンコーダを備え、前記プロセッサが、ビットストリーム中の前記ビデオ情
報を符号化するようにさらに構成された、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記装置がデコーダを備え、前記プロセッサが、ビットストリーム中の前記ビデオ情報
を復号するようにさらに構成された、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記装置が、コンピュータと、ノートブックと、ラップトップと、コンピュータと、タ
ブレットコンピュータと、セットトップボックスと、電話ハンドセットと、スマートフォ
ンと、スマートパッドと、テレビジョンと、カメラと、ディスプレイデバイスと、デジタ
ルメディアプレーヤと、ビデオゲームコンソールと、車内コンピュータとのうちの１つま
たは複数なるグループから選択されるデバイスを備える、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１６］
　ビデオ情報をコーディングする方法であって、前記方法は、
　エンハンスメントレイヤからの情報を使用して現在レイヤがコーディングされ得るかど
うかを決定することと、
　前記エンハンスメントレイヤが、前記現在レイヤ中の現在ピクチャに対応するエンハン
スメントレイヤピクチャを有するかどうかを決定することと、
　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ
得、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイ
ヤピクチャを有すると決定したことに応答して、前記エンハンスメントレイヤピクチャに
基づいて前記現在ピクチャをコーディングすることとを備える、方法。
［Ｃ１７］
　前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有するかどうかを決定することをさら
に備え、ここにおいて、前記現在ピクチャをコーディングすることは、前記エンハンスメ
ントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ得、前記エンハンス
メントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイヤピクチャを有し、
前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有すると決定したことに応答して、前記
エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングすることを
備える、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記ビデオ情報が信号対雑音比（ＳＮＲ）または空間スケーラビリティを呈するかどう
かを決定することをさらに備え、ここにおいて、前記現在ピクチャをコーディングするこ
とは、前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディング
され得、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメント
レイヤピクチャを有し、前記ビデオ情報が信号対雑音比（ＳＮＲ）または空間スケーラビ
リティを呈すると決定したことに応答して、前記エンハンスメントレイヤピクチャに基づ
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いて前記現在ピクチャをコーディングすることを備える、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングする
前に、前記エンハンスメントレイヤピクチャの追加の表現が必要とされるかどうかを示す
フラグまたはシンタックス要素を送信または受信することをさらに備える、Ｃ１６に記載
の方法。
［Ｃ２０］
　前記エンハンスメントレイヤが、前記現在レイヤのレイヤＩＤよりも大きいレイヤＩＤ
を有する１つまたは複数の上位レイヤを備え、前記エンハンスメントレイヤピクチャが、
前記１つまたは複数の上位レイヤの各々からのピクチャを備える、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングする
ことに応答して、前記コード化エンハンスメントレイヤピクチャに関連付けられた動き情
報を前記コード化現在ピクチャの動き情報と交換することをさらに備える、Ｃ１６に記載
の方法。
［Ｃ２２］
　前記現在ピクチャを含んでいるアクセスユニット中の各ピクチャをコーディングした後
に、０よりも大きいレイヤＩＤを有する各レイヤ中の前記アクセスユニット中のピクチャ
に関連付けられた動き情報を、前記各レイヤのすぐ下にあるレイヤ中の別のピクチャの動
き情報と交換することをさらに備える、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ２３］
　前記現在レイヤ中のピクチャのためのデブロッキングフィルタとサンプルアドプティブ
オフセット（ＳＡＯ）とを無効化することと、
　前記現在レイヤ中のピクチャのための条件付きイントラ予測を有効化することと、
　前記現在レイヤ中の非ゼロ動き情報を使用した動き予測を無効化することと、
　前記エンハンスメントレイヤ中のエンハンスメントレイヤブロックに関連付けられたた
だ１つの参照ピクチャインデックスが前記現在ピクチャに対応し、前記現在ピクチャ中の
コロケート現在レイヤブロックが双予測を使用するとき、前記エンハンスメントレイヤ中
の双予測を無効化することと、
　前記デブロッキングフィルタおよび前記ＳＡＯの前記無効化と、制約イントラ予測の前
記有効化と、動き予測の前記無効化と、双予測を前記無効化することとに応答して、前記
ビデオ情報のシングルループコーディングを実行することとをさらに備える、Ｃ１６に記
載の方法。
［Ｃ２４］
　前記エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングする
ことが、前記エンハンスメントレイヤピクチャに関連付けられたテクスチャ情報と、前記
現在レイヤ中の１つまたは複数のピクチャに関連付けられた動き情報とを使用して前記現
在ピクチャをコーディングすることを備える、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ２５］
　前記エンハンスメントレイヤ中の別のエンハンスメントレイヤピクチャがコーディング
された後に、前記別のエンハンスメントレイヤピクチャの動き情報を、前記別のエンハン
スメントレイヤピクチャに対応する別の現在レイヤピクチャの動き情報と交換することと
、
　前記別のエンハンスメントレイヤピクチャの前記動き情報を使用して前記現在ピクチャ
をコーディングすることとをさらに備える、Ｃ２４に記載の方法。
［Ｃ２６］
　前記現在レイヤ中の別の現在レイヤピクチャに対応する別のエンハンスメントレイヤピ
クチャがコーディングされた後に、前記別の現在レイヤピクチャのテクスチャ情報を前記
別のエンハンスメントレイヤピクチャのテクスチャ情報と交換することと、
　前記別の現在レイヤピクチャの前記テクスチャ情報を使用して前記現在ピクチャをコー
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ディングすることとをさらに備える、Ｃ２４に記載の方法。
［Ｃ２７］
　実行されると、装置に、
　現在レイヤとエンハンスメントレイヤとに関連付けられたビデオ情報を記憶することと
、前記現在レイヤが現在ピクチャを有する、
　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ
得るかどうかを決定することと、
　前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイヤ
ピクチャを有するかどうかを決定することと、
　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ
得、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイ
ヤピクチャを有すると決定したことに応答して、前記エンハンスメントレイヤピクチャに
基づいて前記現在ピクチャをコーディングすることとを備えるプロセスを実行させるコー
ドを備える非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２８］
　前記プロセスは、前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有するかどうかを決
定することをさらに備え、ここにおいて、前記現在ピクチャをコーディングすることは、
前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ得
、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイヤ
ピクチャを有し、前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有すると決定したこと
に応答して、前記エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーデ
ィングすることを備える、Ｃ２７に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ２９］
　ビデオ情報をコーディングするように構成されたビデオコーディングデバイスであって
、前記ビデオコーディングデバイスは、
　現在レイヤとエンハンスメントレイヤとに関連付けられたビデオ情報を記憶するための
手段と、前記現在レイヤが現在ピクチャを有する、
　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ
得るかどうかを決定するための手段と、
　前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイヤ
ピクチャを有するかどうかを決定するための手段と、
　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ
得、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイ
ヤピクチャを有すると決定したことに応答して、前記エンハンスメントレイヤピクチャに
基づいて前記現在ピクチャをコーディングするための手段とを備える、ビデオコーディン
グデバイス。
［Ｃ３０］
　前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有するかどうかを決定するための手段
をさらに備え、ここにおいて、前記現在ピクチャをコーディングすることは、前記エンハ
ンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ得、前記エン
ハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャに対応するエンハンスメントレイヤピクチャを
有し、前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有すると決定したことに応答して
、前記エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングする
ことを備える、Ｃ２９に記載のビデオコーディングデバイス。
【手続補正書】
【提出日】平成28年4月5日(2016.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオ情報をコーディングするように構成された装置であって、前記装置は、
　第１のレイヤＩＤを有する現在レイヤと、第２のレイヤＩＤを有するエンハンスメント
レイヤとに関連付けられたビデオ情報を記憶するように構成されたメモリと、前記現在レ
イヤが現在ピクチャを有する、
　前記メモリと通信しているプロセッサとを備え、前記プロセッサが、
　　前記現在レイヤが、前記第１のレイヤＩＤよりも大きいレイヤＩＤを有する別のレイ
ヤからの復号ピクチャを使用してコーディングされ得るという指示を処理することと、こ
こにおいて、前記指示は、ビデオパラメータセット（ＶＰＳ）、シーケンスパラメータセ
ット（ＳＰＳ）、またはピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）のうちの１つで提供される
、
　　前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャと同じアクセスユニット中のエン
ハンスメントレイヤピクチャを有すると決定することと、
　　前記指示を処理すること、および前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャ
と同じアクセスユニット中のエンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定したことに
応答して、前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコー
ディングすることと
　を行うように構成された、装置。
【請求項２】
　前記プロセッサは、前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有すると決定する
ようにさらに構成され、ここにおいて、前記現在ピクチャをコーディングすることは、前
記指示を処理すること、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャと同じアクセ
スユニット中のエンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定すること、および前記現
在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有すると決定したことに応答して、前記復号エ
ンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングすることを備
える、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記プロセッサは、前記ビデオ情報が信号対雑音比（ＳＮＲ）または空間スケーラビリ
ティを呈すると決定するようにさらに構成され、ここにおいて、前記現在ピクチャをコー
ディングすることは、前記指示を処理すること、前記エンハンスメントレイヤが、前記現
在ピクチャと同じアクセスユニット中のエンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定
すること、および前記ビデオ情報がＳＮＲまたは空間スケーラビリティを呈すると決定し
たことに応答して、前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチ
ャをコーディングすることを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記エンハンスメントレイヤの前記第２のレイヤＩＤが、前記現在レイヤの前記第１の
レイヤＩＤよりも大きい、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ
得るかどうかの前記指示が、同じコード化ビデオシーケンス（ＣＶＳ）内の前記現在レイ
ヤ中の０よりも大きい時間ＩＤを有する各ピクチャについて同じである、請求項１に記載
の装置。
【請求項６】
　前記エンハンスメントレイヤからの情報を使用して前記現在レイヤがコーディングされ
得るかどうかの前記指示が、同じコード化ビデオシーケンス（ＣＶＳ）内の前記現在レイ
ヤ中の０に等しい時間ＩＤを有する各ピクチャについて同じである、請求項１に記載の装
置。
【請求項７】
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　前記プロセッサが、前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピク
チャをコーディングすることに応答して、前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに関
連付けられた動き情報を前記コード化現在ピクチャの動き情報と交換するようにさらに構
成された、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記プロセッサが、前記現在ピクチャを含んでいるアクセスユニット中の各ピクチャを
コーディングした後に、０よりも大きいレイヤＩＤを有する各レイヤ中の前記アクセスユ
ニット中のピクチャに関連付けられた動き情報を、前記各レイヤのすぐ下にあるレイヤ中
の別のピクチャの動き情報と交換するようにさらに構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記プロセッサは、
　前記現在レイヤ中のピクチャのためのデブロッキングフィルタとサンプルアドプティブ
オフセット（ＳＡＯ）とを無効化することと、
　前記現在レイヤ中のピクチャのための条件付きイントラ予測を有効化することと、
　前記現在レイヤ中の非ゼロ動き情報を使用した動き予測を無効化することと、
　前記エンハンスメントレイヤ中のエンハンスメントレイヤブロックに関連付けられたた
だ１つの参照ピクチャインデックスが前記現在ピクチャに対応し、前記現在ピクチャ中の
コロケート現在レイヤブロックが双予測を使用するとき、前記エンハンスメントレイヤ中
の双予測を無効化することと、
　前記デブロッキングフィルタおよび前記ＳＡＯの前記無効化と、制約イントラ予測の前
記有効化と、動き予測の前記無効化と、双予測を前記無効化することとに応答して、前記
ビデオ情報のシングルループコーディングを実行することと
を行うようにさらに構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記プロセッサが、少なくとも、前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに関連付け
られたテクスチャ情報と、前記現在レイヤ中の１つまたは複数のピクチャに関連付けられ
た動き情報とを使用して前記現在ピクチャをコーディングすることによって、前記復号エ
ンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングするように構
成された、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、
　前記エンハンスメントレイヤ中の別のエンハンスメントレイヤピクチャが復号された後
に、前記別のエンハンスメントレイヤピクチャの動き情報を、前記別のエンハンスメント
レイヤピクチャと同じアクセスユニット中の別の現在レイヤピクチャの動き情報と交換す
ることと、
　前記別のエンハンスメントレイヤピクチャの前記動き情報を使用して前記現在ピクチャ
をコーディングすることと
を行うようにさらに構成された、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、
　前記現在レイヤ中の別の現在レイヤピクチャと同じアクセスユニット中の別のエンハン
スメントレイヤピクチャが復号された後に、前記別の現在レイヤピクチャのテクスチャ情
報を前記別のエンハンスメントレイヤピクチャのテクスチャ情報と交換することと、
　前記別の現在レイヤピクチャの前記テクスチャ情報を使用して前記現在ピクチャをコー
ディングすることと
を行うようにさらに構成された、請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記装置がエンコーダを備え、前記プロセッサが、ビットストリーム中の前記ビデオ情
報を符号化するようにさらに構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
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　前記装置がデコーダを備え、前記プロセッサが、ビットストリーム中の前記ビデオ情報
を復号するようにさらに構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記装置が、コンピュータと、ノートブックと、ラップトップと、タブレットコンピュ
ータと、セットトップボックスと、電話ハンドセットと、スマートフォンと、スマートパ
ッドと、テレビジョンと、カメラと、ディスプレイデバイスと、デジタルメディアプレー
ヤと、ビデオゲームコンソールと、車内コンピュータとからなるグループから選択される
デバイスを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項１６】
　ビデオ情報をコーディングする方法であって、前記方法は、
　第１のレイヤＩＤを有する現在レイヤが、前記第１のレイヤＩＤよりも大きいレイヤＩ
Ｄを有する別のレイヤからの復号ピクチャを使用してコーディングされ得るという指示を
処理することと、ここにおいて、前記指示は、ビデオパラメータセット（ＶＰＳ）、シー
ケンスパラメータセット（ＳＰＳ）、またはピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）のうち
の１つで提供される、
　第２のレイヤＩＤを有するエンハンスメントレイヤが、前記現在レイヤ中の現在ピクチ
ャと同じアクセスユニット中のエンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定すること
と、
　前記指示を処理すること、および前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャと
同じアクセスユニット中のエンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定したことに応
答して、前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーデ
ィングすることと
を備える、方法。
【請求項１７】
　前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有すると決定することをさらに備え、
ここにおいて、前記現在ピクチャをコーディングすることは、前記指示を処理すること、
前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャと同じアクセスユニット中のエンハン
スメントレイヤピクチャを有すると決定すること、および前記現在ピクチャが、０よりも
大きい時間ＩＤを有すると決定したことに応答して、前記復号エンハンスメントレイヤピ
クチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングすることを備える、請求項１６に記載
の方法。
【請求項１８】
　前記ビデオ情報が信号対雑音比（ＳＮＲ）または空間スケーラビリティを呈すると決定
することをさらに備え、ここにおいて、前記現在ピクチャをコーディングすることは、前
記指示を処理すること、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャと同じアクセ
スユニット中のエンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定すること、および前記ビ
デオ情報がＳＮＲまたは空間スケーラビリティを呈すると決定したことに応答して、前記
復号エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングするこ
とを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディング
する前に、前記エンハンスメントレイヤピクチャの空間またはビット深度の変換が必要と
されるかどうかを示すフラグまたはシンタックス要素を送信または受信することをさらに
備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　前記エンハンスメントレイヤの前記第２のレイヤＩＤが、前記現在レイヤの前記第１の
レイヤＩＤよりも大きい、請求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディング
することに応答して、前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに関連付けられた動き情
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報を前記コード化現在ピクチャの動き情報と交換することをさらに備える、請求項１６に
記載の方法。
【請求項２２】
　前記現在ピクチャを含んでいるアクセスユニット中の各ピクチャをコーディングした後
に、０よりも大きいレイヤＩＤを有する各レイヤ中の前記アクセスユニット中のピクチャ
に関連付けられた動き情報を、前記各レイヤのすぐ下にあるレイヤ中の別のピクチャの動
き情報と交換することをさらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２３】
　前記現在レイヤ中のピクチャのためのデブロッキングフィルタとサンプルアドプティブ
オフセット（ＳＡＯ）とを無効化することと、
　前記現在レイヤ中のピクチャのための条件付きイントラ予測を有効化することと、
　前記現在レイヤ中の非ゼロ動き情報を使用した動き予測を無効化することと、
　前記エンハンスメントレイヤ中のエンハンスメントレイヤブロックに関連付けられたた
だ１つの参照ピクチャインデックスが前記現在ピクチャに対応し、前記現在ピクチャ中の
コロケート現在レイヤブロックが双予測を使用するとき、前記エンハンスメントレイヤ中
の双予測を無効化することと、
　前記デブロッキングフィルタおよび前記ＳＡＯの前記無効化と、制約イントラ予測の前
記有効化と、動き予測の前記無効化と、双予測を前記無効化することとに応答して、前記
ビデオ情報のシングルループコーディングを実行することと
をさらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２４】
　前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディング
することが、前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに関連付けられたテクスチャ情報
と、前記現在レイヤ中の１つまたは複数のピクチャに関連付けられた動き情報とを使用し
て前記現在ピクチャをコーディングすることを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２５】
　前記エンハンスメントレイヤ中の別のエンハンスメントレイヤピクチャが復号された後
に、前記別のエンハンスメントレイヤピクチャの動き情報を、前記別のエンハンスメント
レイヤピクチャと同じアクセスユニット中の別の現在レイヤピクチャの動き情報と交換す
ることと、
　前記別のエンハンスメントレイヤピクチャの前記動き情報を使用して前記現在ピクチャ
をコーディングすることと
をさらに備える、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記現在レイヤ中の別の現在レイヤピクチャと同じアクセスユニット中の別のエンハン
スメントレイヤピクチャが復号された後に、前記別の現在レイヤピクチャのテクスチャ情
報を前記別のエンハンスメントレイヤピクチャのテクスチャ情報と交換することと、
　前記別の現在レイヤピクチャの前記テクスチャ情報を使用して前記現在ピクチャをコー
ディングすることと
をさらに備える、請求項２４に記載の方法。
【請求項２７】
　実行されると、装置に、
　第１のレイヤＩＤを有する現在レイヤと、第２のレイヤＩＤを有するエンハンスメント
レイヤとに関連付けられたビデオ情報を記憶することと、前記現在レイヤが現在ピクチャ
を有する、
　前記現在レイヤが、前記第１のレイヤＩＤよりも大きいレイヤＩＤを有する別のレイヤ
からの復号ピクチャを使用してコーディングされ得るという指示を処理することと、ここ
において、前記指示は、ビデオパラメータセット（ＶＰＳ）、シーケンスパラメータセッ
ト（ＳＰＳ）、またはピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）のうちの１つで提供される、
　前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャと同じアクセスユニット中のエンハ
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ンスメントレイヤピクチャを有すると決定することと、
　前記指示を処理すること、および前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャと
同じアクセスユニット中のエンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定したことに応
答して、前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーデ
ィングすることと
を備えるプロセスを実行させるコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２８】
　前記プロセスは、前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有すると決定するこ
とをさらに備え、ここにおいて、前記現在ピクチャをコーディングすることは、前記指示
を処理すること、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャと同じアクセスユニ
ット中のエンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定すること、および前記現在ピク
チャが、０よりも大きい時間ＩＤを有すると決定したことに応答して、前記復号エンハン
スメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングすることを備える、
請求項２７に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２９】
　ビデオ情報をコーディングするように構成されたビデオコーディングデバイスであって
、前記ビデオコーディングデバイスは、
　第１のレイヤＩＤを有する現在レイヤと、第２のレイヤＩＤを有するエンハンスメント
レイヤとに関連付けられたビデオ情報を記憶するための手段と、前記現在レイヤが現在ピ
クチャを有する、
　前記現在レイヤが、前記第１のレイヤＩＤよりも大きいレイヤＩＤを有する別のレイヤ
からの復号ピクチャを使用してコーディングされ得るという指示を処理するための手段と
、ここにおいて、前記指示は、ビデオパラメータセット（ＶＰＳ）、シーケンスパラメー
タセット（ＳＰＳ）、またはピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）のうちの１つで提供さ
れる、
　前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャと同じアクセスユニット中のエンハ
ンスメントレイヤピクチャを有すると決定するための手段と、
　前記指示を処理すること、および前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャと
同じアクセスユニット中のエンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定したことに応
答して、前記復号エンハンスメントレイヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーデ
ィングするための手段と
を備える、ビデオコーディングデバイス。
【請求項３０】
　前記現在ピクチャが、０よりも大きい時間ＩＤを有すると決定するための手段をさらに
備え、ここにおいて、前記現在ピクチャをコーディングすることは、前記指示を処理する
こと、前記エンハンスメントレイヤが、前記現在ピクチャと同じアクセスユニット中のエ
ンハンスメントレイヤピクチャを有すると決定すること、および前記現在ピクチャが、０
よりも大きい時間ＩＤを有すると決定したことに応答して、前記復号エンハンスメントレ
イヤピクチャに基づいて前記現在ピクチャをコーディングすることを備える、請求項２９
に記載のビデオコーディングデバイス。
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